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プロローグ







　それはとある日のこと。

　世界の崩ほう壊かいが始まった。




　不意に。唐とう突とつに。突とつ発ぱつに。

　誰だれもが平和に過ごしていた日曜の昼下がりに。

　カントラン平野の上空に、大きな大きな黒いモヤが現われた。

「何かしら、あれ？」

　剣けん呑のんな光景とは裏腹な、母の呑のん気きな呟つぶやき。

　モヤはだんだん形になっていって、クラゲみたいになって――触しよく手しゆを地上へと伸のばす。それが迫せまってきて初めて、途と方ほうもない大きさなのだと分かる。

　そもそも、雲と同じ高さに浮うかんでいるのに、太陽よりも何倍も何十倍も大きい。

　クラゲ本体の全長だけでも、何百メートル？

　そこから伸びた触手はずっとずっと長くて、地上まで届き――そして薙なぎ払はらった。

　家を。道を。森を。川を。

　父を。母を。




「……え？」




　エイジ・ハズウェルは、馬ば鹿かみたいに呆ほうけて、ポカンと。

　ほんのさっきまで、瞬まばたきする前まで一いつ緒しよにお皿を片付けていた両親が、家と庭ごと消えてしまったという事実を理解できなくて、口を開けて立たち尽つくした。

　父と母が立っていた場所は、スプーンですくったヨーグルトみたいに、綺き麗れいに抉えぐれて溝みぞが走っていた。

　地平線の向こうから、反対側の向こうまで。

　全力で走っても一分はかかりそうな幅はばの溝がどこまでも。

　まるで初めから、そこには溝があったよ、と言いたげに。

　まるで初めから、他には何もなかったよ、と言いたげに。

　エイジの半メートル先の地面が消えてしまった。空に浮かぶ触手が一本、通り過ぎただけなのに。

　なんだ、あれは？

　モンスター？

　いや、違ちがう。絶対に違う。エイジだって、町の外でモンスターを見たことがある。

　モンスターは確かに強いが、ここまで桁けた違ちがいではなかった。

　あれはもっと恐おそろしいナニカ。

　死なないはずの人間を殺すために現われた、敵アマデウス。




　触手が何本あったのかエイジは知らない。数え切れないほどあったのは知っている。

　それがハエを振ふり払うようにして、地上を蹂じゆう躙りんした。

　幾いくつも幾つも幾つも幾つも幾つも、死がそこにあった。

　跡あと形かたもなく消えてしまった両親はむしろ幸せな方だったと気が付いたのは、ずっとあとになってから。

　町の残ざん骸がいの中には、人の残骸が転がっていた。

　手だけ、足だけを消された人が、死にきれずに悲鳴を上げている。

　もっと怖こわいのは、死体。下半身だけ、とか、右半身だけ、とかの死体が沢たく山さん。

　変。

　だって、死んだらすぐに神殿に転送されて生き返るはずなのに。死体のまま残るなんて、有り得ない。

　そのときはただ、怖くて怖くて、神しん殿でんに向かって走っていた。飛んできた破は片へんで左目が潰つぶれていることも気にせずに、一心不乱に走っていた。

　死んだ人は神殿で生き返るから。

　だからお父さんとお母さんは神殿にいるはずだと思って。




　だけど――誰もいなかった。

　あれだけ沢山壊こわれたのに、あれだけ沢山死んだのに。神殿には誰もいなかった。

　エイジが茫ぼう然ぜんと立ち尽くしている目の前に、また触手が落ちてきて、今度は神殿を消してしまった。




　エイジ以外の全人類は、死んでも生き返る。老ろう衰すい以外で死ぬなんて、おとぎ話――のはずなのに。

　それがウルティマラティオの恩恵ギフトというもの。この世界の大前提。

　なのに、死の鉄てつ槌ついが振り下ろされていた。

　その日、皆みなは本当に死んでいった。

　触手が唸うなっている。世界が壊れていった。

　エイジの潰れた左目から、血の涙なみだが流れる。




　新しん暦れき四九七年。約五百年ぶりに地上に現われたアマデウスは、カントラン平野を蹂躙し、そして地図からその存在を消しよう滅めつさせた。







第一章　女王の依頼







　ドルツァー帝てい国こく行きの列車は、いつもよりもざわついていた。

　人々は噂うわさする。

　どうやら、クラリッサ・オーガスタ様が乗っているらしいぞ、と。

　だって、ほら。見た事のない車両が最さい後こう尾びに付いている。あれが王室専用車両だよ、と。

　笑え顔がおで語り合った。

　オーガスタ王国のクラリッサ陛下といえば、その名を周辺諸国にも知られた善良なる女王だ。わずか十六歳さいでありながら、立派に務めを果たし、優やさしく、気高く、そして美しい。

　ああ、是ぜ非ひ一目見たい。王室専用車両に行ってみようかな――バカ言うな、いくら陛下が優しくても近この衛え騎き士しに斬きられるぞ――なんて会話で乗客は時間を潰す。

　帰省や観光、仕事に調査、あてもない旅。

　様々な思いを乗せて、列車は走っていた。

　女王陛下とご一緒できるという、ちょっとした幸運に胸を躍おどらせながら。




　しかし、オーガスタ王国を出てドルツァー帝国に入ったところで、列車は停止した。

　深い森の中、モンスターに襲しゆう撃げきされたのだ。




　　　　　△




　攻こう撃げきの徴ちよう候こうがあった。

　ブン――という鞭むちがしなるような音が響ひびき、それを聞いた瞬しゆん間かん、ララセルは反射的にクラリッサ女王を抱だきかかえ、列車の壁かべを貫つらぬいて脱だつ出しゆつしていた。

　その一いつし瞬ゆん後。

　王室専用車両は木こっ端ぱ微み塵じんに押おしつぶされていた。

　無論、仲間の近衛騎士四人は全員死亡。

　次の一いち撃げきで隣となりの車両も破は壊かいされ、列車そのものが脱だつ線せんし、緊きん急きゆう停止。

　大型モンスターを前にして、数百人の乗客が無防備な姿をさらけ出す結果になった。

「ラ、ララセル……あのモンスターは、一体……!?」

　ララセルの腕うでの中にいるクラリッサ女王は、声を震ふるわせていた。

　無理もない。彼かの女じよはまだ十六歳。普ふ段だんの公務を毅き然ぜんとこなしていても、まだ子供。

　そういうララセルとて同い年なのだが、しかし自分は女王と違って、魔ま法ほうが使える。

　魔法。それも戦せん闘とうに特化した魔法使い。すなわち騎士。

　ララセル・ラングリラは職業として戦闘を行なう人種なのだ。だから危険が迫っても、一いつ般ぱん人じんに比べれば、平静を保つことが出来る。

　だが、それにしても。今目の前にいる敵は、あまりにも規格外だ。

　何がそれほど問題かといえば、とにかく巨きよ体たいなのだ。ただただ巨きよ大だいな獅し子しがそこにいた。

　頭の高さは二十メートルほど。線路の周りにそびえる木々はどれも背が高いのに、獅子の頭はその遥はるか上にある。

　そんな桁けた外はずれに大きな獣けものが、牙きばをむき、咆ほう哮こうを上げる。

　歯の一本一本がララセルよりも大きい。吐はく息で湿しつ度どが変わる。前足で払われただけで全身が砕くだけるだろう。

　つまり死ぬしかない。

　ララセルはヤケクソ気味に魔法を放った。

　自分の前方に炎ほのおの矢を十数本作り出し、一いつ斉せい発射。

　並のモンスターなら、これだけで炭化させることが出来るのだが。今は相手が悪すぎる。

　直ちよく撃げきしても、表面に焦こげ跡あともつかない。

　マッチで湖を沸ふつ騰とうさせようとしているに等しい行ないだ。

「何でこんな大型モンスターがここにいるのよ……ッ」

　ララセルは震えるクラリッサ女王を抱きしめつつ、自分も震えていることに気が付く。

　久しぶりに恐きよう怖ふを感じていた。

　このままでは確実に殺される。いや、さっき叩たたき潰された同どう僚りようたちのように即そく死しできるのならまだいいが、丸まる呑のみされ、ジワジワと消化されたりしたら。まして自分だけでなく、クラリッサ女王も同じ運命を辿たどるのかと思うと。恐怖で喉のどがカラカラになる。

　いったい、どこから来たのだ、この獅子は。

　今現在の地球において人類は、危険なモンスターの生息域を避さけて生活している。

　モンスターの生息数が少ない場所。弱いモンスターしかいない場所。

　人類は、そういう所でしか生きることが出来ない。

　ましてここは、国と国を繋つなぐ重要な線路がある場所だ。オーガスタ王国とドルツァー帝国の騎き士し団だんが、徹てつ底ていしてモンスター狩がりを行なっている。

　行なっているのだが――しかし、何事も完全とはいかない。

　モンスターに襲おそわれる旅人が現われるのは避けられないし、人類の生せい活かつ圏けん外から大型モンスターが紛まぎれ込むこともある。

　そうなったとき人類は、国家の垣かき根ねを越こえて最大戦力を投入し、大型モンスターを排はい除じよする。そうしなければ、蹂躙されて滅ほろびてしまう。

　つまり、今の状じよう況きようは、詰つんでいる。

　国が総力を挙げて対処するような事態に直面している。

　――どうしたらいいの？　どうしたらいいのっ？　どうしたらいいのっ!?

　ララセルは右手で剣けんを持ち、左手で女王を抱き、全身で震えた。

　いっそ、この剣で自分と女王を貫いて、自殺を図はかろうか。その方が、まだ苦痛が少ない。

「陛下……申し訳ありません。どうやら今日はお守りすることが出来そうもありません」

「いいえ。仕方がありません。あんな化物が相手では……わたくし、死ぬのは初めてですが、ララセルが一緒なら、きっと何とかなるでしょう」

　そう言って、クラリッサ女王はわざとらしく笑い、そしてこう続けた。

　どうせ、死んでも生き返るのだし――と。

　そうだ。それが世界の大前提。死んでもまた次のチャンスで頑がん張ばればいい。

　約五百年前の破壊の日ブロウクン・デイ以降、それが世界の法則ルールとなったから。

　一度死んだら終わりなんて、それこそ落伍者アウトサイダーくらいのもの。

　列車の乗客たちだって同じことを思っているから、恐怖してもパニックにはならない。

　ゆえにララセルは、獅子がこちらを踏ふみつぶそうとしたとき、むしろ安あん堵どした。

　――ああ、食べられるんじゃないんだ、よかった。

　そうララセルが諦あきらめたとき、金色の風が吹ふいた。

「え？」

　ララセルとクラリッサ女王は同時に呆けた声を出し、眼前に立った〝少女〟を見つめる。

　少女。それも小さな小さな、まだ十歳かそこらの金きん髪ぱつの少女。

　不思議な服を着ている。これは確か、極東の列島に伝わっていたキモノとかいう服。そして頭に、可か愛わいらしい狐きつね耳の髪かみ飾かざりをつけていた。

　だが、ここはかつて欧おう州しゆうと呼ばれた場所だ。どうして極東の服を着た子供が？　獅子と自分たちの間に？　そもそもどこから現われた？　騎士である自分が認にん識しきできない速度で？

　ララセルが状況を認識できず唖あ然ぜんとしていると、更さらに事態は進行していく。

　金髪の少女の体から、髪と同色の淡あわい魔ま力りよく光こうが放たれ――次の瞬間、獅子が氷で覆おおわれていた。

　砦とりでを体当たりだけで破壊できそうな巨体が丸ごと、分厚い氷に覆われ、完全に停止していた。

「うそ……」

　目の前で起きたことが信じられない。

　氷結魔法？　こんな規模の？　こんな小さな子供が？

　頭がグルグルするさなか、今度は男性の声が頭上から降りそそぐ。

「よくやった、テンコ。あとは任せろ」

「了りよう解かい。マスター」

　声の主に「マスター」と少女は応こたえ、首を上に向ける。

　その視線の先には、腕を組み、枝の上に仁に王おう立ちする少年が一人。

　彼かれの周りで、銀色の何かがきらめいたかと思えば、次の瞬間には、視界のあらゆる場所から青い閃せん光こうが走った。

　まるで白い紙の上に、定規でデタラメな線を引いたかのように。

　青い光の線は獅子を貫いて、氷ごと切きり裂さいて、手足の全すべてをもぎ取った。

　――これは……魔、法……？

　いや、違う。何かは分からないが、魔法ではないと断言できる。
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　これでもララセルは魔法使いだ。いや、そうでなくても、この世界の人間は一人残らず巨大演算装置ウルテイマラテイオに繋がっている。ゆえに、魔力を感じ取ることが出来る。

　その魔法が強力であればあるほど、魔力の放出を隠かくすことが難しい。

　なのに、いま駆かけ巡めぐった光からは、微み塵じんもそれを感じなかった。

　ならば自然現象か。こんな晴れた日に雷かみなり？　だが仮に落らく雷らいがあったとしても、こうも鋭えい利りに斬れたりはしないだろう。

　閃光は更に視界を横切って、今度は腹を真っ二つにする。

　上半身と下半身が綺麗に分かれ、モンスターは魚を包丁で捌さばくよりも美しく切断された。

　ララセルが瞬きを二度した間に、決着がついてしまった。

　まったく意味が分からない。

　列車がモンスターに襲われた辺りから全てが夢で、いまだそれから覚めていないのではないか。

　そう考えたほうが、まだ納なつ得とくがいく。

　と、ララセルが思考を停止させていると、目の前を小さな物体が高速で通り過ぎた。

　握にぎりこぶし大で、銀色の、フラスコ状。

「もしかして、この物体がモンスターを斬った、の……？」

　ララセルは正体不明のそれを目で追いながら、そんな馬鹿げたことを呟いた。

　だが、ありえない。

　モンスターが斬られたときも、今現在も、魔力を微塵も感じていないのだ。

　魔力を使わずにこれほどの現象を引き起こせる道理はなく、ゆえにこのフラスコがやったとは考えられない。

　しかし、それはフラスコに限ったことではなく、この場にいる全員に当てはまる話だった。

　ララセルやクラリッサ女王はもちろん、目の前にいる少女も、枝の上にいる少年も、そしてフラスコ状の物体も、魔力なんて放っていない。

　それなのに――ああ、やはりこれは。

「夢……？」

　ポツリと漏もらす。

　ただの独り言。

　夢に合理的な説明なんて求めていないから、返事なんてなくてもいい。

　そう思っていたのに。

「夢じゃないぞ。あまりにもポカンとしているから説明しておくが、さっきの閃光はレーザーという。五機のエイリアスから発射してモンスターを切断した」

　少年がそう語る。

　けれど、ララセルは彼の言っている単語が分からない。

「エイリアスって、さっき私の前を通っていった、フラスコみたいな奴やつ……？」

「ああ、そうだ。あれが見えるなんて、凄すごい動体視力じゃないか」

　そう、彼は上から目線で言う。

　まあ、実際に頭上に立っているのだが、しかし少々腹が立つ。

「凄い動体視力って……あのね、私はこう見えても近衛騎士なのよ」

　彼がどこの誰なのかは分からないけれど、こちらにもプライドがあるのだ。

　なにやら助けてやったという口調で語ってくるが、別にあなたがやったわけではないでしょう――と言ってやりたい。

　だって、少年が魔力を使った形けい跡せきはまるでない。

　魔力を使わなければ戦えない。

　それは世界の常識。

　だが、少年は自信たっぷりで。それが嘘うそには見えなくて。

　どうして、とララセルが思ったのも束つかの間ま。

　死んだはずのモンスターが氷を割って、復活してしまった。

　顎あごで氷を噛かみ砕き、咆哮を上げる。

　前まえ脚あしで地面を蹴けり、腹から飛び出た腸ちようを引きずって、まっすぐ突っ込んできた。

「ラ、ララセル……！」

「陛下！」

　今度こそ死を覚かく悟ごし、ララセルとクラリッサ女王は抱き合った。

　しかし、眼前にいる狐耳少女は微び動どうだにせず、そして頭上の彼もまた呑気に構え、飄ひよう々ひようとした声で〝トドメの言葉〟を奏かなでた。

「八や咫た烏がらす。叢むら雲くもを射出しろ」

　天空へと向けて放たれた台詞せりふ。間かん髪はつ容いれずに現われる暴力。

　摩ま擦さつ熱ねつで炎をまといながら垂直に降ふってきたソレは、迫る獅子を貫かん通つうした。

　モンスターは衝しよう撃げき波はに押され、巨大なハエ叩きで潰されたかのように地面に伸びる。

　つまり絶命。

　一いつ切さいの魔力を使わずに、それどころか木の枝から一歩も動かずに、少年はあの大型モンスターを倒たおしてしまった。

　嘘。冗じよう談だん。信じられない。

　それでも彼の言葉と同時にモンスターが死んだのは事実で、助けられたのもまた事実。

　だが、これはどんな現象なのだろう。

　魔力を使わずに光線を出したり、空から超ちよう音おん速そくの一撃を叩き付つけたり。これではまるで、伝説に残る、古代の機械みたいだ。

　けれど、人類全てがウルティマラティオに繋がっている今、機械なんてもう動かない。動くわけがないのだ。

「二人とも無事？」

　ララセルが唖然としていると、狐耳の少女がこちらを振り向き、平へい坦たんな声で聞いてくる。

「無事、だけど……」

「そう。よかった」

　戸と惑まどいながら応えると、少女は無表情のまま頷うなずく。それきりララセルたちへの興味を失ってしまったらしく、少年の方へ向いた。

　少年は枝から飛び降り、地面に着地。

　そこに狐耳少女が駆け寄って、ぎゅっと抱きつく。

　それだけを見れば、仲のよい兄きよう妹だいか何かがじゃれている微ほほ笑えましい光景だ。

　しかし、忘れてはならない。彼らは大型モンスターを一方的に蹂躙した存在である。

　結果的に助けられたが、されど味方だとは限らない。

　ララセルはクラリッサ女王を抱きしめたまま、警けい戒かい心しんを顕あらわにする。

　だが少年は、緊きん張ちよう感のない顔でこちらを向き、そしてゆっくりと歩み寄ってきた。

　自分と似たような年ねん齢れい。少なくとも二十歳はたちは越えてないはず。

　なのに強い人。自分より強い人。

「いやはや。遺い跡せきを探して道に迷っていたら、こんな場面に遭そう遇ぐうするとは。この辺でこのクラスのモンスターに遭遇するなんて珍めずらしい。二人とも怪け我がは？」

　少年はこちらに手を差し伸べる。

　しかしララセルもクラリッサ女王も、それを取ることが出来なかった。

　文字通り降って湧わいてきた救いの主に驚おどろいて、夢か幻まぼろしではないかと疑ってしまう。

　あなたは何者？　その剣はどうなっているの？

　そんな疑ぎ惑わくを察したのかどうか分からないが、少年はニッと笑って名乗る。

「俺おれはエイジ・ハズウェル。極東列島出身の、しがない機械愛好家メカフイリアです。ところで……もしよろしければ、食料を分けてもらえませんか？　なにせ二日ほど何も食べていないので……」

　彼は笑顔で語り。笑顔で倒れた。

「そう。テンコたちはお腹なかペコペコで、もう動けない」

　金髪の少女も同じようにバタリと倒れる。

「ちょ、ちょっと……え、ええ!?」

「ララセル大変です！　この二人を早く列車の中に！」

　ララセルとクラリッサ女王は慌あわてふためき、引きずるように二人を列車に連れて行く。




　新暦五○六年、四月十六日。




　それがララセルとエイジの出会った日。

　丁度、一年前のこと――。




　　　　　△




　新暦五○七年、四月十六日。




　オーガスタ王国、王都リッデルザールのとある食堂。

　エイジ・ハズウェルはそこにいた。

　ハンバーグ。スパゲティ。ピザ。グラタン。サラダ。そしてビール。

　値段のことを考えず、食べたい物を片かたっ端ぱしから注文するこの快感は久しぶりだ。

　ウェイトレスがテーブルの上に、所ところ狭せましと料理を並べてくれる。

　その大だい迫はく力りよく。視覚と嗅きゆう覚かくが刺し激げきされ、唾だ液えきが全力で分ぶん泌ぴつされていく。

　これぞ生きる意味の集約だ。人生の全てが詰まっているのだ。

　美味おいしいご飯をたらふく食べる――ああ、こんなに幸せなことはない。

「いただきます！」

　エイジは手を合わせ、目の前に食べ物があることに感謝した。ナイフとフォークを手にとって、ゆっくりとハンバーグを口に運ぶ。

　そして――

「いただきます」

　対面に座すわっているテンコも同じように手を合わせ、食事を開始した。それはもう、皿ごと食べてやろうという気き迫はくをみなぎらせて、一心不乱に。

　店員も、他の客も、テンコの凄すさまじいまでの食いっぷりに目を奪うばわれ、どこからか歓かん声せいすら上がった。

　なにせテンコは実に可か憐れんな少女だ。年としの頃ころは十歳前後。黄金を溶とかして糸にしたような髪は腰こしまで伸び、まるで水のように癖くせがなく、太陽の如ごとく輝かがやいている。

　表情は薄うすい。喜き怒ど哀あい楽らくを読みづらく、ゆえに超ちよう然ぜんとした雰ふん囲い気きを出し、神こう々ごうしくすらあった。

　そして服装は『破壊の日ブロウクン・デイ』以前、極東列島に存在していたといわれるニホン国の民族衣装『キモノ』を改良したものだ。いやでも目を引くきらびやかさであり、そんな麗うるわしい少女が何かに取りつかれたように胃い袋ぶくろを膨ぼう張ちようさせている光景は珍しく、なかなかユーモアに富んでいた。

　だから人々は気が付かない。テンコの頭に生えている獣の耳が、飾かざりなどではなく、本物であるということに意識が向かない。

　彼女の意志や感情に合わせて動く、狐の耳。それが料理の味に反応し、嬉うれしそうにピクピク揺ゆれていた。

「テンコよ。いつものことだが、しかし何度でも言うぞ。人前でがっつくな。お前自身の価値を下げるし、俺が普段、何も食べさせていないみたいじゃないか」

　エイジは無む駄だと分かっていながら、それでも言わずにはいられなかった。この欠点さえ直してくれれば、テンコは旅の友として最高なのだ。

　するとテンコは、頬ほおいっぱいに詰め込んだスパゲティを一気に飲み込み、口の中を空にしてから淡たん々たんと語る。

「それは事実。テンコはいつもお腹ペコペコ」

　たくさん食べるテンコは、とても可愛い。喜んでくれるなら、いくらでも食べさせてあげたい。しかし――食べ物というものは、無料ではないのだ。

「だがなテンコ。お前は常に俺より多く食べてきた。それでも俺は、それなりに食欲を満たしていたんだぜ。なのに、なぜお前は二十四時間空腹なんだ？　俺より体積が小さいのにおかしいだろ。物理法則に反するぞ」

「それに対する答えは明々白々。テンコはご覧のとおり、育ち盛り。だから沢山食べる。そこから導き出される結論は一つ。マスターが育ち盛りのテンコの食欲を満たすだけの経済力を持たない、甲か斐い性しようなしという事実。分かったらテンコの食事の邪じや魔まをしないで。これ以上邪魔したら、いくらマスターでも許さない」

　そう静かに、だが早口でまくしたてたテンコは、ふたたび食欲の奴ど隷れいとなった。

　なるほど。ご覧のとおりならテンコは育ち盛りの少女である。

　しかし、何事も外見だけで判断してはならない。彼女はこの見た目に反し、十八歳のエイジより遥かに年上だ。

　正確なところはエイジも彼女も知らないが、数百歳、あるいは千歳を越えている。




　なにせ、破壊の日ブロウクン・デイの遥か以前から存在しているらしいのだから。




　この地球が敵アマデウスという絶望に晒さらされて戦いを始めた日。

　この地球がウルティマラティオの恩おん恵けいに包まれた日。

　西せい暦れきが終わり、新暦が始まった日。

　それが言い伝えられる、破壊の日ブロウクン・デイ。




　現世界と旧世界を分ける分ぶん岐き点てんだ。それが本当に正確なのかは確かめるすべもないが、五百七年前の出来事であるらしい。なんにせよ、百年や二百年といった最近ではないだろう。

　それより前にテンコは作り出された。

　制作者はウルティマラティオと同じ、かのローゼンクロイツ。

　アキハ遺跡の地下に眠ねむっていた、少女の形をした遺産。

　エイジを選び、エイジを守り、エイジを主人マスターと呼び、エイジに力を与あたえた、名も無き存在。

　彼女なくして今のエイジはありえず、彼女にエイジが与えることが出来たのは、今のところ衣服と食事と、天狐テンコという名前だけ。

「……分かった分かった。好きなだけ食べてくれ。今日は収入日だ。支出を考えずに豪ごう遊ゆうすると言い出したのは俺だからな」

「ん」

　エイジの言葉がなくても、テンコに遠えん慮りよの気配はない。今日食べなければもう二度と機会がないとでもいうように、全力で体内に流し込んでいる。

　その顔は普段と変わらぬ無表情で、しかし耳だけは喜び一いつ杯ぱいに動いていた。

　そんなテンコが微笑ましく、ささやかながら恩返しが出来たような気がして、エイジはビールを飲む。

　料理も酒も美う味まい。

　パートナーも幸せそうだ。

　こんなに素す晴ばらしいことは、世界中を探してもそうそう見つからないだろう。

　だが今日は、更に嬉しいことが起きる予定になっている。

　実はこの店で知人と待ち合わせをしているのだ。

　一年前に出会った二人の少女。そのうちの一人がじきにやって来るはず。

　と、楽しみにしていると、背後から懐なつかしい声が。

「エイジ、久しぶりね！」

「その声は！」

　振り向けば、やはり彼女だ。

　ララセル・ラングリラ。若じやつ干かん十六歳で――いや一年経たったから十七歳だが、とにかく若くして近衛騎士を務める天才少女。

　卵形の顔に、やや鋭するどい目つき。赤い髪をリボンでポニーテールにまとめた姿は、記き憶おくにある彼女と変わらない。あいかわらず騎士団の白い制服がよく似合っているし、腰にぶら下げた剣も様になっている。

　一つだけ大きく変わった部分といえば『胸が大きく成長している』ということ。エイジも男であるゆえ、どうしても注目してしまう。

　しかし一年ぶりに会った異性に対し「よっ、久しぶり。おっぱい大きくなった？」などと語りかけたら、よくて絶交。殺されても文句は言えない。

「本当に久しぶりだな。前より……強くなったか？」

「ふふん。分かる？」

　エイジが無難な挨あい拶さつをすると、彼女は機き嫌げんよく同じテーブルに着席した。

　ちなみに「強くなった」というのはお世辞ではない。立ち振る舞まいを見れば、ある程度、実力が分かる。ララセルはこの一年、努力を怠おこたらなかったのだろう。今なら、あの獅子にも勝てるかも知れない。それほど成長しているのだ。

　問題は、実力より胸の成長がなお著いちじるしいということ。

　――なんだこれは。男を惑まどわす凶きよう器きか。

　そうやってエイジが圧あつ倒とうされていると、ミートソースを頬に付けたテンコがララセルを向き、ポツリと呟つぶやく。

「久しぶり。おっぱい大きくなった？」

「ぶっ！」

　エイジはつい、飲みかけの水を盛大に吹いた。するとララセルにかかり、騎士団の制服が濡ぬれ、かすかに透すける！　素晴らしい！

　いや。全く素晴らしくない。最悪だ。最悪の再会だ。

「ちょ！　はっ!?　え、えええっ？」

　このハプニングに対し、少女騎士様は慌てふためき、それから眉まゆをつり上げてエイジを睨にらみ付ける。

「な、何するのよ！」

　烈れつ火かのような怒いかりだ。本当に燃えていると錯さつ覚かくしてしまうほど。

　いや、錯覚ではなく、現実に火の粉が散っている。

　鬼おに火びの如く小さな炎が舞う。

　ララセルの体から溢あふれる赤い魔力光。ウルティマラティオから引き出したその力を使い、熱を放ち、そして――騎士の制服を乾かわかした。

　それだけ。服が乾くと炎も消え、魔力光も収まった。

「もう、会っていきなり水ぶっかけるとか信じられないんですけど！」

「いや、その、すまん。弁解の余地もない」

　全面的にエイジが悪いので、ここは謝あやまり倒すしかない。むしろ透ける制服を見たのに、謝るだけで済むなら僥ぎよう倖こうだ。

「テンコちゃんも変なこと言わないでよ。いくらテンコちゃんでも許さないわよ」

　ララセルはテンコに向かって、少しきつい口調で説教する。

　が、当のテンコはスパゲティを食べるのに夢中で、怒おこられているのに気が付かない。

　五秒ほど経ってから、やっと顔を上げ、頬にミートソースをつけたまま、不思議そうに首をかしげる。

「か、可愛い……いいわ。テンコちゃんなら何を言っても……許すわ……」
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　少女騎士は敗北を認めた。

　しかしテンコは勝かち誇ほこることもなく、むしろ興味を持たず、再び食事に夢中になる。一年ぶりに会ったララセルより、料理の方が大切らしい。薄はく情じような奴だ。

　そんな冷たい対応をされても、ララセルは気分を害した様子もなく、むしろ目を輝かせてテンコを見つめていた。

「まあ、お前がテンコに夢中なのはいいとして。仕事を斡あつ旋せんしてくれてサンキュな。クラリッサ様にもそう伝えてくれ」

　そう。ついさっきまでエイジは王立美術館で仕事をしていたが、その依頼はこの国の女王陛下であるクラリッサ・オーガスタからのものだった。

　仕事の内容は、ソーラーパネルと電球の設置である。

　それはどちらも旧世界で生まれた技術であり、破壊の日ブロウクン・デイ以降に失われてしまったものの一つだ。

　人間はウルティマラティオと繋がったことにより『死の恐怖』から解放された。しかし、大きなデメリットも背せ負おっている。

　電化製品の誤作動という枷かせ。

　エイジ以外の人々は、地球と月の間に浮うかぶ巨大演算装置ウルティマラティオとリンクし、常に膨ぼう大だいな情報をやり取りしている。その副作用として、旧世界の電化製品に近づいただけで動作を狂くるわせ、最悪、破壊してしまう。

　だから現世界の科学は、蒸気機関より高度な動力を得ることが出来ない。そこから先に進む道が閉ざされている。

　唯ゆい一いつの例外が、エイジ・ハズウェルなのだ。

　生まれながらにしてウルティマラティオとの接続を絶たれた特異体質。落伍者アウトサイダーという劣れつ等とうが、それを逆手にとって旧世界の技術をほんの一部だけ蘇よみがえらせた。

　幼い頃に出入りしていた、アキハの遺跡。そこから拾ってきた機械。分解したり修理したりして遊んでいた日々。

　全てはもう消滅してしまったが、そこで培つちかった技術はエイジの頭の中に保存されていた。

　ゆえに、こうして仕事にありつける。

　ソーラーパネルは人が近づかない屋根の上に設置し、電球は幾いく重えにも電磁シールドを施ほどこしノイズを弾はじく。そこまでやって、ようやくガス灯の代わりになる原始的装置を稼か働どう状態に持ち込んだ。

　そんな物でも人々は珍しがって、エイジに作れ直せ設置しろと呼よび掛かけてくる。

　炎ではなく、あえて電気を使うという意味。

　それは旧世界に――つまり人類のルーツに想おもいを寄せるノスタルジーなのだろうか。

　エイジ自身が懐かい古こ主義の化け身しんのような存在だから、電球を求める人々の気持ちが良く分かる。

　恐きよう竜りゆうの化石。洞どう窟くつの壁へき画が。今もそびえ立つピラミッドやスフィンクス。ローマの闘とう技ぎ場じよう。

　そういった物と並んで心躍らせるのが、電化製品の数々だ。旧世界の遺跡から出土する、冷蔵庫、洗せん濯たく機き、掃そう除じ機き、ゲーム機、コンピューター……エトセトラ。なかには原形をとどめたまま発はつ掘くつされる物もある。

　エイジはそういった品々を修理することが出来た。

　無論、アキハの遺跡で遊んだだけで、そこまでの知識が身につく訳がない。ローゼンクロイツの遺産であるテンコがそばにいたから得ることが出来た技術だ。

　ところが、いくら修理しても、エイジ以外の人間が触ふれただけで再び壊こわれてしまう。

　宇宙に浮かぶウルティマラティオは、エイジ以外の全人類とリンクしている。その強力な情報通信が、旧世界の電化製品をことごとく狂わせてしまう。

　創そう意い工く夫ふうの末、半年前ようやく電球を実用化したばかりだ。

　それ以外の電化製品は、どれだけ出土してもオブジェになるだけ。

　エイジは何とかして、それらを万ばん人にんが使えるようにしてやりたい。

　止まってしまった文明ミームの進化を、もう一度、旧世界のように歩ませてみたい。

　この世界でたった一人の落伍者アウトサイダーたるエイジは、大おお真ま面じ目めにそう考えていた。

　きっと大半の人間には、おとぎ話に聞こえるだろう――。

　しかし、そんなエイジの夢を真面目に聞いてくれたのが、このララセルとクラリッサ女王だった。

　ララセルとはこうして再会出来たが、クラリッサ女王は流石さすがに現われなかった。

　当然だろう。女王がこんな定食屋に来るわけがない。

　むしろ近この衛え騎き士しであるララセルが会ってくれただけでも、名めい誉よな話といえる。

　ところが、ララセルはニヤリと笑い、予想外のことを言い出した。

「あなたが自分で伝えたらいいじゃない。今から王宮行くわよ」

「え、マジで？　いいの？」

　王宮とは、当たり前だが王族の住居だ。

　そんな場所に、どこの馬の骨とも知れないエイジとテンコがお邪魔してもいいのだろうか。

「いいもなにも。陛下直々のお呼び出しよ。断ったら承知しないから」

「断るわけないだろ。いや、本当に嬉しいぜ。な、テンコ」

「ん。テンコもクラリッサに会いたい」

　狐耳の少女は、サラダをバリバリと食べながら頷いた。

「同意してくれて助かるわ。まあ、首に縄なわを付けてでも引っ張っていくつもりだったけど。なにせ美術館の仕事そのものが、エイジを王都に呼ぶための口実だったし」

「そうなのか？　別に口実なんか作らなくても、普ふ通つうに呼んでくれてもいいだぞ？　商業ギルドの連れん絡らく網もうは、仕事の依い頼らいじゃなくても届けてくれるからな」

　エイジはこのオーガスタ王国に限らず、世界各地をさまよっている風ふう来らい坊ぼうだ。手紙の類たぐいを送られても住所がないのだから、受け取るのは不可能である。

　だからこそ商業ギルドに加盟していた。商業ギルドは国を超えた繋がりを持つ巨大な組織だ。その連絡網を使うのが、エイジとコンタクトを取る最善の方法だった。

　しかし商業ギルドを通すからといって、なにも仕事の依頼である必要はない。手数料さえ払はらえば、ギルドがメッセージを各都市の支部に届けてくれる。

　美術館に電球を設置して欲ほしい、などと口実を使う理由が分からない。

「そこは、ほら。議会対策ってやつ。そこまでうるさく言われないと思うけど、一応ね」

「ああ、なるほど」

　エイジは納得し、頷いた。

　なにせ、この国における王は、何の実権も持たない。ある種の飾りだ。

　政治を担になっているのは、国民投票で選ばれる議会。

　そんな民主化された国で、王が勝手に外部の人間を呼んで何かをやらせるというのは、少々ルールに反している。

　だが、王立美術館は国家のものではなく、あくまで王室の財産だ。ゆえに、クラリッサ女王が誰だれに何を依頼しようと、文句を言われる筋合いはない。

「んで。女王様は議会に隠れて、俺に何をやらせるつもりなんだ？　面めん倒どうなことだろうとは察するが」

　クラリッサ女王とは、一年前に会ったきりの仲だ。それでもエイジは彼かの女じよを気に入っている。頼たのみ事ごとなら可能な限り聞いてあげたい。もっとも、不可能なことを頼まれたら困ってしまう。

「そう、面倒なこと。まあ、早い話が――」




　ララセルが説明しようとした瞬しゆん間かん。大地が揺れ動いた。




　地底から突つき上あげてくるように、規則正しく、カタカタと。

　エイジはギョッとする。テンコは料理が落ちないよう必死に皿を押おさえていた。

　ところがララセルや他の客は慣れた顔。気にした様子もない。

　揺れが収まってから、軽くため息をつくだけ。

　ああ、またか――そんな風に。

　エイジの故郷があった極東列島ならともかく、かつて欧州と呼ばれたこの場所は地じ震しんが少ないはずだ。なのに、この反応。

　異常だ。

　いや、異常なのは周りの反応だけでなく、地震そのものが妙みような揺れ方をしていた。

「今のは……人工的なものか？」

　そうエイジが呟くと、地震に動じなかったララセルが、今度は目を見開いた。

「どうして、そう思ったの？」

「振しん動どうが機械的だった。俺にはまるで、蒸気機関車に乗っているように感じられたよ」

　確証があっての発言ではない。ただ、そんな気がしたというだけ。

　それでも、今の地震が天然のものとは思えなかった。

　技術屋としての勘かんがそう言っている。

「陛下と同じことを言うのね……流石。ええ、エイジを呼んだ理由がそれよ。この地震の原因を、あなたに調べて欲しいのよ。ちなみに陛下の考えでは――」




　――この街の地下で、巨きよ大だいな機械が動いているらしいわ。




　ララセルは真面目くさった顔で、そんなジョークみたいなことを言ってのけた。




　　　　　△




　エイジがララセルと、そしてクラリッサ女王陛下と出会ったのは、丁度一年前の出来事だ。

　そのときエイジは、ドルツァー帝てい国こくとオーガスタ王国の国境付近にあると噂うわさされていた古代遺跡を見つけるため森を探たん索さくしていた。

　いや、探索というのは不正確で、実際には遭そう難なんしていた。

　森に入った初日から道に迷った。現在地を知らせてくれるはずのＧＰＳは故障している。非常食はテンコが一いつ瞬しゆんで食べてしまった。

　端たん的てきにいえば、大ピンチである。

　その状態で森を二日間さまよい歩き、もう限界、というところで破は裂れつ音おんを聞いた。

　何か尋じん常じようならざることが起きていると察し、駆けつけてみると、巨大なモンスターに襲おそわれている列車を発見したのだ。

　エイジは機械兵器を使い、モンスターを退治した。

　残念ながら、すでに多数の死者が出ていたが、それはエイジが思っているほど誰も問題にしなかった。

　なぜなら、この世界の人間は死んでも、神しん殿でんで生き返るから。

　ウルティマラティオの恩恵を受けた人類は、死んだ瞬間にその死体が最も寄よりの神殿に転送され、五体満足で復活する。ゆえに老ろう衰すい以外で永えい眠みんすることはありえない。

　それがこの世界の法則ルールだ。

　生き返ったときには、デスペナルティもある。歩けないほどの吐はき気けと頭痛――つまり二日ふつか酔よいを強きよう烈れつに酷ひどくしたような症しよう状じようが、三日ほど続くのだ。辛つらいのは間ま違ちがいないだろうが、絶命するのに比べたら、考こう慮りよにも値あたいしない。

　死なないにこしたことはないが、まあ、死んでもいいや――。

　エイジとは隔かく絶ぜつした認にん識しき。

　しかしそれが世界の常識。

　仕方がないことだ。異い端たんなのはエイジなのだから、周りに合わせる必要がある。

　それに、死んでも生き返るからといって、積極的に死にたがるのもまた異端とされる。

　誰だってデスペナルティは嫌いやだ。それがなくても、やはり死ぬという経験は、心を抉えぐるらしい。

　ゆえに、誰だって死にたくない。助けてもらったら感謝する。

　エイジは一年前、ララセルとクラリッサ女王の命を救った。それから食料を恵めぐんでもらい命を救われた。

　互たがいが互いの恩人というわけだ。

　それからエイジはテンコと協力し、脱だつ線せんした列車を持ち上げて元に戻もどし、ドルツァー帝国まで同行した。そして、クラリッサ女王が知人である貴族の結けつ婚こん式しきに出席している間、ララセルに乞こわれ、少しばかり剣けんの稽けい古こをつけてやった。

　エイジが彼女らと過ごしたのは、せいぜい三日ほど。

　しかし、妙に記憶に残る三日だった。

　なにせ、二人ともとびきりの美少女。おまけにララセルは一を教えれば十を覚えるほどの天才で、嫌でも印象に残る。

　またクラリッサ女王は、信じがたいことに――

「お久しぶりですわ、エイジ様ぁ！」

　どうやらエイジに好意を抱いだいてくれているらしいのだ。




　そこは王宮の応接室。

　出で迎むかえてくれたのは、クラリッサ女王陛下のとびきりの笑え顔がお。

　彼女はララセルが見ているにもかかわらず抱きついてくる。

　まるで、何年も離はなればなれになっていた恋こい人びとと再会したかのように。

「ああ、エイジ様エイジ様。こうしてまた会えるなんて夢のようですわ。さあ、挙式の段取りを決めましょう。いつにしますか？　やはり六月ですか？」

「ちょっと待ってください。何を言っているのかサッパリ分からないのですが」

　エイジはクラリッサ女王を引きはがし、問いただす。その声に呆あきれが混ざるのは避さけられなかった。

「これは失礼。わたくしったら何を言っているのでしょう。エイジ様に会えた喜びで、つい心の内に秘ひめた想いを叫さけんでしまいましたわ」

「それ、全然秘めていませんね」

「ふふ。強すぎる想いというのも考え物ですね。それでエイジ様。女の子の告白に対するお答えは？」

　このやり取り。一年前にもやった気もするが、答えは同じだ。

「……申し訳ありません」

「なぜですの！」

　クラリッサ女王は飛とび退のき、大げさに驚きを表現する。

　やはり、これは一年前にも交かわした会話だ。お互い、同じ反応をしている。

「なぜって、俺はどこの馬の骨ともしれない風来坊で、あなたは女王ですよ。気持ちは嬉しいですが、何がどうなろうと無理です」

「ああ、エイジ様は罪深いお人ですわ……一年前、モンスターからわたくしを守り、見事にハートを射止めておきながら責任を取るつもりがないのですね。しかし！　わたくしは諦あきらめませんわ！」

「諦めてください」

「シャラップ！　あのように助けてもらったら、恋こいをするのが乙女おとめ！　それは一生物の恋愛ですわ。わたくし、絶対にあきらめませんから！」

　クラリッサ女王は胸に手を当て、演劇じみた声こわ色いろで語る。

　それにしても、エイジが助けた乙女は、彼女だけではない。もう一人いるのだ。クラリッサ女王の理り屈くつに従えば、そのもう一人もエイジに恋をしていることになるのだが。

「ララセル。お前、別に俺に恋してないよな？」

　そう、何気なく尋たずねると。

「えっ！　な、何を急に！　わ、私がエエエエエ、エイジに、こ、ここここ、恋なんて、しているはず、な、ないで、しょ、バカ言わないで……っ！」

　想定どおりの答えが返ってきた。

　やたら噛みまくっているのが気になるが、とにかく、一度助けられたくらいでは恋をしないのだ。

　つまりこれは、女王個人が物好きだったという結論になる。

「まあ、クラリッサ様があきらめないのは個人の自由として。それよりも、俺を呼んだ理由を説明してくれませんか？　ここに来るあいだ、ララセルからザックリした説明は受けましたが」

「ええ、そうでした。結婚式も重要ですが……まずはそちらですね。というわけで、エイジ様もテンコも座ってください」

　勧すすめられたソファーは、細かい装そう飾しよくが施され、見るからに高価そうである。無論、ここは王宮なのだから、ソファーに限らず、ありとあらゆる調度品が最高級の一品だ。それに腰こし掛かけるのかと思うと、エイジは今いま更さらながらに緊張してしまう。

　ところが、相棒のテンコはいつものマイペースを崩くずさず、それどころか、

「テンコはクラリッサの膝ひざに座る」

　と、不敬なことを言い出した。

　しかしクラリッサ女王は気にした様子もなく、むしろ嬉しそうに、自分の太ふと股ももをぽんぽん叩たたく。

「はい、どうぞ。わたくしもテンコを膝に乗せるのを楽しみにしていましたよ」

「ん」

　なぜかこの二人、一年前に出会ったときから妙に気が合うらしい。

　その友ゆう誼ぎはいまだ健在で、テンコは女王の高貴な太股に、当然という顔でピョンと飛び乗る。

「相変わらずテンコの耳は可か愛わいいですね」

「くすぐったい」

　クラリッサ女王はテンコの頭に手を伸のばし、その狐きつね耳を撫なでまくる。

　テンコは耳がとても敏びん感かんなので、触さわられるたびにモゾモゾ動く。しかし陛下の膝から逃にげようとしないので、それほど嫌ではないらしい。

　一方、少女騎士のララセルは、テンコを弄いじる女王を見つめ、「いいなぁ……」と羨うらやましそうに呟く。エイジもまた、テンコを女王に取られてしまったような気分になり、心の中で歯ぎしりする。

　それから五分ほど、クラリッサ女王はテンコの腕うでを動かしてみたり、マシュマロを食べさせてやったりと、色々堪たん能のうしていた。

「……クラリッサ様。あの、そろそろ本題に」

「はっ！　少しだけのつもりが！　もう、駄だ目めじゃないですか、テンコ。わたくしを誘ゆう惑わくしないでください」

「テンコ、そんなことしてない」

　女王陛下の理り不ふ尽じんな言葉に、テンコは口をへの字に曲げる。

「では、本題に入りましょう。ララセル、あなたもそんなところに立っていないで、こちらに来て座りなさいな」

「かしこまりました」

　入り口の横に立っていたララセルは、女王陛下の命令でその隣となりに腰を下ろす。

　テンコ、クラリッサ、ララセル。三人の女性が全員、エイジの向かいに座っている。まるで面接だ。
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「さてエイジ様。単刀直入に申しましょう。この王都リッデルザールで頻ひん発ぱつしている地震の原因究明と、可能であればその解決をお願いしたいのです」

　さきほどエイジ自身が体験した、あの不思議な揺れ。クラリッサ女王はその詳しよう細さいを語り始める。

　いわく、最初の徴ちよう候こうは半年前。

　オーガスタ王国はそれほど地震が多い地域ではなかったから、地面が揺れるという珍めずらしい現象に、誰もが動どう揺ようした。しかし花か瓶びんも倒たおれないような揺れだったので、次の日には話題にも上らなくなる。

　だが、それから一週間後、また揺れたのだ。同じような秒数、同じような揺れ幅はばで。

　その一週間後も、更さらに一週間後も。地震は規則正しくやってくる。

　つねに王都だけが揺れていた。その外にある森や湖に影えい響きようは皆かい無む。震しん源げん地ちが別の場所に移動することもない。ひたすら、律りち儀ぎに、執しつ拗ように、局地的に王都だけなのだ。

　変だ。おかしい。これは何かあるぞ――街ではそんな話が囁ささやかれたが、しかし原因の調査となると、どうしていいのか見当も付かなかった。

　そうしているうちに、地震が少しずつ強くなる。テーブルの上からスプーンが落ちるようになった。頻ひん度ども三日に一度になった。

「そして、これは地震とはまた別のことですが。約一年前から、王都では行方ゆくえ不明者が続出しています。その数、千人以上。しかも、ほとんどが技術系の職に就ついていたという共通点があります」

「千人ですか。それは確かに無視できませんね」

　オーガスタ王国の王都リッデルザールの人口は、十万人程度だ。そこから千人も消えたということは、百人に一人の割合になる。いくらなんでも多すぎるだろう。

「突とつ拍ぴよう子しもないと思うかもしれませんが。わたくしは、この失しつ踪そう事件と地震の間に、何らかの因果関係があるのでは、と思っています」

　地震と失踪者。

　突拍子がないのは確かだろう。だが、定期的に起き続ける地震というのが、そもそも突拍子もないのだ。その原因をまともな基準で探さぐっていては、いつまで経っても解明できない。

「クラリッサ様は、その二つがどう繋つながっているとお考えですか？　まさか千人が一いつ斉せいにジャンプして地震を起こしているとか？」

「いえ。わたくしは失踪した千人が、地震を起こしている何者かに誘ゆう拐かいされたと考えています」

「根こん拠きよは？」

「わたくしはララセルに命じて、千人の調査をさせました。人間関係、金銭トラブル、仕事の状じよう況きよう……結果、自ら失踪する理由を持っている者は、ほとんどいませんでした。なかには、この王宮で働いていた技師もいたのですよ」

「なるほど。数人単位ならともかく、千人消えたとあっては、誰かの意志が介かい在ざいしていないと説明不可能、と。その誘拐犯は、何をたくらんでいるのでしょう」

　そう質問をすると、クラリッサ女王は一瞬うつむいた。

「……エイジ様。笑わないで、真面目に聞いてくれますか？」

「俺おれはずっと真面目に聞いています」

　三日に一度、地震が起こる王都。

　技術者だけが千人失踪する王都。

　もう既すでに、この街はまともじゃない。それを何とかしたくて、クラリッサ女王はエイジにすがっているのだ。

　それを笑い飛ばすなど、どうしてできようか。

「わたくしは王都の地下で、何か大きな機械が建造されているのではないかと、そう疑っているのです。その機械が地震を発生させているのでは？　頻度が増しているのは、その完成が近いからなのでは？」

　エイジ以外の者にとっての機械とはつまり、蒸気機関のこと。

　汽車を走らせ、蒸気船を動かす、鉄の塊かたまり。

　破壊の日ブロウクン・デイのあとに残された、旧世界の文化ミーム。その数少ない断だん片ぺん。

　それが地震の原因であると女王陛下は仰おつしやった。

「馬ば鹿かげているとはわたくしも思います。現に、この説を本気で考えているのはわたくしだけ。議会も警察も騎き士し団だんも、まったく相手にしてくれません。ですが、機械でなければこの地震は一体なんだと言うのでしょう？」

「ねえエイジ。お願い。陛下に力を貸して。陛下には、もうエイジしか頼たよる人がいないのよ」

　ララセルも身を乗り出し、真しん摯しに訴うつたえる。クラリッサ本人と同じくらい、あるいは一層熱意に満ちた顔だった。

　なぜなら彼女は国家に忠誠を誓ちかっていると同時に、クラリッサ女王の友人でもあった。

　一人の部下も持たないクラリッサ女王にとっては、心から信しん頼らいできる、たった一人の友達なのだ。

　だからこそララセルは、その想いに応こたえたいのだろう。

「……一つ確かく認にんさせてください陛下。あなたは本気で、機械に地震が起こせると思っていますか？　人工的に地震を起こすなど、魔ま法ほうですら不可能だ。あの六天騎士ならともかくね。それを機械でなどと、議会から無視されるのも当然です」

　機械と魔法には、それぞれ利点がある。

　機械の利点は、整備さえしてやれば、つねに安定した働きをすること。誰が扱あつかっても、どんなときでも、機械は故障したり操作を誤ったりしない限り、人を裏切らない。

　魔法の利点は、その膨大な出力だ。特別な器具も設備も必要とせず、己おのれの才能と鍛たん錬れんでウルティマラティオの力をこの地上に降ろす。それが魔法。蒸気機関が生み出すパワーなど、熟練者が扱う魔ま力りよくに比べたら、取るに足らない代しろ物ものだ。

　ただし魔法は、安定性において機械に大きく劣おとる。使用者によって出力も精度もまるで違ちがう。体調、気分、その他もろもろの条件で変動する。

　それでも――例えば噂に聞く六天騎士などは、調子が最悪であろうと、どんな大型の蒸気機関をも圧倒する大出力を誇る。

　その六天騎士ならば、あるいは地震を起こせるのかもしれない。だが彼かれらは地上最強の六人だ。しかも、うち二人が欠け、今は四人。その四人の誰かが王都に来て、半年間、地震を起こし続けている――仮説として落第だろう。彼らはそれほど暇ひまではない。

　とにかく、人間が扱えるもので最強の出力を誇るのは魔法であり、その魔法を用いても地震を起こせそうなのは四人しかいないのだ。

　クラリッサ女王はなぜ、出力で劣る機械が地震の原因であると考えたのか。

　エイジが不思議に思っていると、

「機械は魔法より弱い。その常識を私の前で覆くつがえしてくださったのは、エイジ様。あなたですよ」

　彼女は真まっ直すぐな瞳ひとみで訴えてくる。

「一年前……そう、ちょうど一年前の今日です、エイジ様。あなたはわたくしを救ってくれました。あなたは青い閃せん光こうと、天空からの一いち撃げきで敵を討うち滅ほろぼしました――あんな機械、わたくしは見たことも聞いたこともありませんでした。ねえ、エイジ様。あなたは機械に地震を起こすなんて不可能だと思いますか？」

　なんてズルい女王陛下だろう。この星で誰よりも機械を愛していると自負するエイジに、機械の限界を問うなんて。

　そんなもの、答えは決まっていた。

　まして、あの地震を経験したのだ。断言できる。

「俺も、あの地震は機械――それも蒸気機関による振動だと思います。ゆえに、ご依頼、つつしんで受けさせていただきます」

　地下に眠ねむる正体不明の震しん源げん。誰が何のために建造しているのだろう。どんな蒸気機関なのだろう。燃料は？　方式は？　大きさは？　出力は？

　機械愛好家メカフイリアとして興味が尽つきない。

　見つけ出して、是ぜ非ひとも分解しなければ。




　　　　　△




「ではエイジ様。わたくしの部屋に泊とまってくださいな」

　依頼を受けると決めた瞬間、クラリッサ女王はそんな奇き妙みようなことを言い出した。

　それも頬ほおを朱しゆに染めて、息を荒あらくさせ、目を血走らせ――。

　なにやら、もの凄すごい迫はく力りよくだ。鬼き気き迫せまっている。

「陛下、冗じよう談だんはそこまでです」

　クラリッサ女王の後頭部へ、ララセルがチョップを放つ。それはそれは素す晴ばらしい一撃だった。

「いたた……何をするのですかララセル。近衛騎士筆頭であるあなたが、まさか反乱ですか。謀む反ほんですか。わたくしはそんなものには屈くつしませんよ」

「何とでも言ってください。一国の女王たる者が男を部屋に泊めるなど言語道断。恥はじを知りなさい」

「むぅ……ララセルの真面目すぎるところが嫌きらいです。では、こうしましょう。部屋代は王室が出しますから、どこかのホテルに泊まってください」

　妥だ当とうなところだろう。エイジも女王陛下と同じ部屋で寝ね泊とまりするなどご免めんこうむる。緊きん張ちようで神経が焼き切れそうだ。

「ホテルが決まったら部屋番号を教えてください。夜な夜な遊びに行きますから！」

　そう叫ぶクラリッサ女王の額に、再び近衛騎士チョップが炸さく裂れつした。

「いったぁぁ……どういうつもりですかララセル。まさかわたくしを倒して女王の座を？　いいでしょう、かかってきなさい！」

「意味不明なノリはやめてください陛下。エイジがドン引きしてるじゃないですか。エイジとテンコちゃんは私の家に泊めます。いいですね！」

「いいわけないでしょう！　そんなことをしたら……夜よ這ばいの難易度が桁けた違ちがいです！」

　その瞬間、ララセルの腕が伸び、クラリッサ女王の頭を鷲わし掴づかみにした。近衛騎士の握あく力りよくが、高貴な頭部を締しめ上げる。

「お、あ、ああ、いたあああっ！」

「い、い、で、す、ね！」

「は、はい、分かりました！　あなたに任せますララセル！　だから放して……あ、頭が！　頭が割れますぅぅっ！」

　女王陛下は近衛騎士の脅きよう迫はくに屈した。そして、フラフラとソファーに沈しずみ込む。その頬をテンコがつんつんしてもピクリとも動かない。ただの屍しかばねのようだ。

「というわけで、行くわよエイジ。王宮ほどじゃないけど、うちも広いから遠えん慮りよしないでね」

　エイジの意見は少しも介在せず、いつの間にか宿しゆく泊はく先さきが決定してしまった。

　クラリッサ女王の部屋は論外として、どちらにせよ女子の家に泊まることに変わりはない。向こうがいいならエイジは一向に構わないのだが、本当にいいのだろうか。







第二章　ローゼンクロイツの遺産







　クラリッサ女王を放置して王宮をあとにしたエイジたちは、わずか五分で目的地に着いてしまった。

「ララセルの家って王宮の敷しき地ちにあるんだな」

　エイジは素す直なおに感心してその家を見上げた。

　当たり前の話だが、王宮は別に女王だけが住んでいるわけではない。

　行政権が議会に移行しているため、政庁としての役目は失っているが、それでも女王の世話をする者が大勢住んでいる。そして、女王の世話をするからには相応の身分であるため、更にその下にメイドなり召めし使つかいなりがいる。

　それらの人々のために食事を作るコック。広大な庭を管理する庭師。警備の人間だって必要だ。必然的に王宮の人口は膨ふくれ上がっていく。

　しかし、王宮の敷地内に専用の家を建てて住んでいるとなれば、かなりの地位だ。それこそ、王の一族に連なる者くらいだろう。

「だって、近くに住んでないと、何かあったとき間に合わないでしょ？」

　ララセルは自じ慢まんするでもなく、平然と言い放つ。

「……近衛騎士は全員、王宮の中に家を建てているのか？」

「いいえ。皆みな、外に住んでるわよ。私だけ陛下に頼んで特別に許可をもらったの。どうせ敷地余ってるし。それに私だって一応、伯はく爵しやくなのよ。領地はないけど」

　確かに伯爵は立派な爵しやく位いだ。だが、しょせんは伯爵。王宮の庭に自分専用の家を建てるなど、聞いたこともない。

「なによその顔。原因はあなたなのよエイジ。一年前、私が手も足も出なかったモンスターを、あなたは一撃で倒した。あぁぁっんなに悔くやしいのは初めてだわ！　だから、次からは何が起ころうとも、私がいの一番に陛下のもとに駆かけつけて、絶対に守ると誓ったのよ！」

　ララセルの顔には、職務に対する誇ほこりがみなぎっていた。

　一年前、自分の役目を果たすことが出来なかった。だから次こそは何とかしてみせる。なるほど、その覚かく悟ごは立派だ。しかし、そのための手段が、職場に家を建てる――。

「社畜か」

　ついエイジは本音を呟つぶやいてしまう。

「何か言った？」

「いや別に」

　幸いにもララセルの耳には届いていなかったようだ。

　しかし立地を別にして考えれば、伯爵の住まいとしては小さい方だろう。二階建てで、部屋数はざっと十個といったところ。一いつ般ぱんの水準よりは豪ごう華かで、貴族としては並以下。

　二人の客を迎むかえるには丁度いい大きさかも知れない。

「お腹なか減った」

　何の脈略もなくテンコがそんなことを言って、ララセルのスカートを引っ張った。

「え？　テンコちゃん、さっき陛下の部屋でクッキー山ほど食べてなかった？」

「それはさっきの話。今は今」

「そ、そう……まあ、私が作るものでよかったら出すわよ。そろそろ夕食の時間だし」

「ララセルは料理上手？」

「どうかしら……でも、小さい頃ころにお母さんに習ったから、そんなに変じゃないと思うわよ」

「だったらＯＫ。私は味に甘あまい女」

　テンコは表情を変えることなく、耳だけをせわしなく動かして食欲を表現する。

　それを見たララセルは苦く笑しようし、家の鍵かぎを開けてテンコとエイジを向かい入れた。

「ご覧のとおり、広いだけで何もない家よ。一応、客室が二つあるから安心して」

　客が二人で部屋も二つ。エイジとテンコを泊めるために造られたような家だ。

　エイジが玄げん関かんホールから全体を見回していると、テンコが耳をピコピコさせながら口を開く。

「部屋は一つで大だい丈じよう夫ぶ。テンコはマスターと寝ねるから」

　テンコがそんな愛らしい台詞せりふを言うと、ララセルがムッとした顔になる。

「ちょっとエイジ。あなた、まだ毎晩テンコちゃんと寝てるの？」

「寝てるっていうか、テンコが潜もぐり込んでくるんだよ」

「テンコはマスターと一いつ緒しよじゃなきゃ嫌」

　そう言ってテンコはエイジの手をギュッと握にぎってきた。愛されているなぁ、とエイジは幸せな気分になる。

　しかし、近この衛え騎士様のお気きに召めさなかったらしく、険しい目を向けられてしまう。

「……ロリコン！」

「ほぁっ!?　お前、話を聞いてたか？　俺じゃなく、テンコから潜り込んでるんだぞ！」

「けど、嬉うれしそうじゃない」

「ま、まあ、それは……」

　そこは仕方がないだろう。ご覧のとおり、テンコは愛くるしい。抱き枕まくらとしては最高の一品だ。

「エイジ！　あなた、そろそろ同年代の女子にも興味を持つべきだと思うんだけど!?」

「だからロリコンじゃないと言っているだろうが！　普通に興味あるわい！　ただ……その、なんだ。問題は相手だろう。今のところ、俺に好意を抱いてくれている同年代の女子といえば、クラリッサ女王だけだし……別にクラリッサ女王が嫌いなわけじゃなく、むしろ嬉うれしいんだが。お前、流石さすがに女王陛下は駄目だろう」

「そうね！　駄目に決まってるじゃないっ！」

　なぜかララセルは、これでもかという勢いで同意してきた。その迫力にエイジは若じやつ干かん怯ひるんでしまう。

「で！　エイジは今、気になってる女の子とかいないのッ？」

「うーん……特定の誰かが気になっているってのは、ないなぁ」

　そもそもエイジは、一定の場所にとどまらず、あちこちを旅している。よって、誰かと親密になる機会も少ない。たった三日で打ち解けたララセルとクラリッサ女王が例外なのだ。

「……つまり、誰にでも平等にチャンスがあるということね！」

「ん？　まあ、そうだな」

「いよっし！　よしっ！」

　急にララセルはガッツポーズを作り、気合いに満ちた大声を上げた。

　いったい、どうしたのだろう。この一年で随ずい分ぶんと情じよう緒ちよ不安定になっている。

「ララセル……お前、何か心配事でもあるのか？」

「ある意味、たった今、払ふつ拭しよくされたわ！」

「そ、そうか……」

　それは良かった。

「とりあえず私は夕食作るから、荷物下ろしてきなさいよ。二階の左ひだり端はしが私の部屋だから、それ以外は好きにしていいわ」

　ドン引きするエイジに構わず、ララセルは話を次に進めようとする。

　実際、いつまでも玄げん関かん先さきで立ち話をしていても意味がないので賛成だが、それにしてもララセルの挙きよ動どう不ふ審しんっぷりが気になる。

「……分かった。じゃ、テンコ行くぞ」

「ん」

　階段を上るエイジの後ろを、テンコはてくてく付いてきた。なんとも小動物的な動きだ。ララセルが言うようにロリコンでは決してないが、しかし可愛いものは可愛い。

「ああ、ところでエイジ。あなた、何か食べたい物ある？　リクエストがあるなら可能な限り応えるわよ」

　ララセルは既にエプロン姿になっていた。流石は近衛騎き士し。素す早ばやい。

「じゃあ、カレーライスかな？」

　エイジが何気なくそう言うと、ララセルはニヤリと笑った。

「ふふ、やっぱりね！　一年前、エイジがカレーライスが好きだって言ったこと、ちゃんと覚えてるわ！」

「あれ？　俺、そんなこと言ったっけ？」

「言ったのよねぇ、これが。私の勝ちよ！」

　何がどう勝ちなのかは知らないが、ご機き嫌げんで何よりだ。

　事実、エイジはカレーライスが大好物なので、食べることが出来るなら、これほど嬉しいことはない。カレーはともかく、カレーライスとなると、なかなか食べる機会がないのだ。エイジの好みを記き憶おくし、準備してくれていたララセルに心の底から感謝だ。

　しかし、そのとき。

「テンコは天ぷら蕎麦そばが食べたい気分」

　などと、狐耳少女は空気を読まずに自分の好みを語り出す。

「て、天ぷら蕎麦……!?　ごめんなさいテンコちゃん……流石に、そんなバリバリの極東料理は無理だわ……」

　当然だ。蕎麦を作るには、まず植物のソバを栽さい培ばいし、実を収しゆう穫かくし、粉にするところから始めなければならない。今からやれというのは、鬼き畜ちくの所業である。

「言ってみただけ。テンコもカレーライスでいい。その代わり、テンコは山のようなカレーライスが食べたい」

「分かったわ。というか、この会話の流れも予測済みよ！　カレー粉もお米も、たっぷり用意してあるから、待っててね！」

　ララセルは疾しつ風ぷうのような勢いで、ダイニングらしき部屋へ向かって行く。

「……山のようなカレーライス、楽しみ」

　テンコは夢見心地に呟いた。

　はたして近衛騎士が作る〝山のようなカレーライス〟とは、どんなものになるのだろう。エイジも少し好こう奇き心しんが刺し激げきされた。

　そして約二時間後。テンコが腹ぺこで瀕ひん死しになっていると、ようやくララセルのお呼びがかかった。

　ダイニングに行くと、そこには『カレーライスで作った山』があった。

　開いた口が塞ふさがらない。

「ララセル。前から思っていたが、実は馬鹿だろう」

「な、何よ！　テンコちゃんが山のようなカレーライスって言うから……文句あるっ？」

「ないとでも思ったか！」

　ダイニングに入ってまず目に入ったのは茶色い塊だった。それがカレーの集合体であると理解できるまで、三度は瞬まばたきしてしまった。

　テーブルがある、それは普ふ通つうだ。そのテーブルを覆おおい尽くすほど大きな皿があるのも百歩譲ゆずって許す。だが、どうしてカレーが天てん井じように届くような勢いで、てんこ盛りになっている？　テンコのリクエストだからてんこ盛りなのか？

　しかしテンコが言っていたのは『山のようなカレーライス』であって『カレーライスで作った山』ではないのだ。そもそも、どこからこれだけのカレー粉を用意したのかも不明だ。

「テンコ、お前はこれで満足なのか？」

「感想は食べてから」

　この不可思議な物体を前にしても、テンコはまるで怯ひるんだ様子がない。マイペースに椅い子すに座すわって、スプーンでカレーの山をすくい、一口ごっくん。

「ど、どうかしらっ？」

　誇り高き近衛騎士は、狐耳幼女の感想を切せつ羽ぱ詰つまった顔で待ち受ける。

　するとテンコはおもむろに左ひだり腕うでを突つき出し、親指を立てる。

「ぐっじょぶ」

「やった、テンコちゃんに褒ほめられたわ！」

　ララセルは初めて魔法が使えた子供のようにはしゃぐ。しかしテンコはララセルなどお構いなしに、ひたすら目の前の山を摂せつ取しゆすることだけに専念していた。

　ぱくぱく。もぐもぐ。ぱくぱく。もぐもぐ。

　恐おそるべきスピードだが、真に驚きよう嘆たんすべきは、テンコの全力を以もつてしても一向に減る気配のないカレーの山だ。

「念のために聞くが、あの山はテンコだけじゃなく、俺も食べていいんだよな？」

「あ、当たり前でしょ！　むしろ食べたくないとか言ったら承知しないわよ！　そもそも、カレーライス自体はエイジのリクエストだし！」

　ララセルは眉まゆをつり上げ、もの凄い剣けん幕まくで叫んだ。

　まあ、せっかく作ったのに食べてもらえなかったらガッカリする、というのは分かる。

　エイジだって自分が作った機械で人を喜ばせたい。かつて父と母を喜ばせたように。

　だから、ちゃんと食べるし、感謝だってする。

　料理を作ってもらうと嬉しい。料理を食べてもらって嬉しい。

　そういう繋がりは大切だ。

「それじゃあ、いただきます」

　山を切り崩して、自分の皿に取り分けて、スプーンですくう。

　口に入れて、味を確かめる。そしてエイジは固まった。

「え、なに、どうしたの？　もしかして、美味おいしくなかった!?」

「いや。逆だ……すげー美味しい」

「え、ほんと？　そんなに目を丸くするくらい美味しかったの!?　えへへ……じゃあ私の勝ちね」

「勝ち……？　なんだそれ」

「だって、私の作ったカレーライス食べて美味しいって言ったじゃない。これでやっとエイジに一つ勝ったわ！」

　いつから勝負になったのだろうか。

　これだけ美味しいカレーライスが食べられるのなら、エイジはいつだって喜んで負けてやろう。

「しかし、一つ勝ったと言うが、他に何で俺に勝ちたいんだよ？」

「ふふん。それはもちろん、剣けん術じゆつよ！」

　ララセルは声こわ高だかに宣言する。

　そしてエイジは口くちの端はしをつり上げ、その挑ちよう発はつに乗った。

「ほう。たった一年前に俺の指導を受けたお前が、俺に勝つ？　ほう！」

「む。何よその言い方。一年も経たったのよ。私は毎日、休まず練習してきたんですからね！　今の私は近衛騎士の筆頭なのよ。それどころかオーガスタ王国で一番強いとすら言われているんだから！」

「それは凄い。けど奇き遇ぐうだな。俺も訓練は毎日続けているんだ。もしかしたら、差が縮まるどころか、広がっているかもなぁ」

「むきぃっ！　腹立つ！　表でなさい！　今すぐ白黒つけてやるわ」

「おう。望むところだ」

　エイジとララセルは立ち上がり、激しく火花を散らす。

　が、そのとき。
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「うるさい」

　と、一いつ喝かつする幼い少女の声が響ひびき渡わたる。

「二人とも、まだお皿にカレーライス残ってる。ご飯は残さず食べる。そして、仲良く食べる」

　無口なテンコが珍しく怒ど気きを顕あらわにし、まくしたてるように説教をしてくる。

　テンコにそんなことを言われると、自分たちがとても愚おろかなことをしようとしていた気分になり、エイジもララセルも、しゅんとしてしまう。

「ああ、テンコの言うとおり、ご飯は仲良く食べないとな……」

「ごめんね、テンコちゃん」

「分かればいい」

　テンコはすぐに機嫌を直し――あるいは初めからそれほど怒おこっていなかったのか――再びカレーライスの山を攻こう略りやくするため、スプーンを煌きらめかせる。

　いつものことだが、テンコの食べるスピードは本当に凄すさまじい。

　にもかかわらず、テーブルの真ん中にあるカレーの山は、いまだ減る気配がなかった。恐るべき質量といえる。

「ああ……やっぱり作りすぎ、だったかしら」

　ララセルが苦笑いして頬をかく。

　しかし、テンコは首を振ふって、自信たっぷりに言う。

「問題ない。食べきれる。魔ま法ほうによって胃内部の空間を押おし広ひろげ、更に超ちよう重じゆう力りよく場ばを形成。カレーを圧縮。これにより私は自分より大きなカレーを摂取することが可能」

「ほ、ほんとにッ？　凄い魔法技術だわ！」

　確かに凄いのは間ま違ちがいない。しかし間ま抜ぬけな技術である。

「でも食べ過ぎはよくない。だからマスターとララセルもどんどん食べて」

　慈じ悲ひ深ぶかいテンコは、マスターと近衛騎士にカレーを分わけ与あたえてくれた。

　もっとも、エイジとララセルが食べる分量などたかが知れており、結局のところ、八割方をテンコが平らげてしまった。

　その結果――

　一時間後。テンコは床ゆかに伸び、ぐったりしていた。

「お腹が、お腹が苦しい」

「当たり前だ。お前、マジで全部食べやがって」

「胃に収まると言うことと、消化できると言うことは別。それを失念していた」

　はしたないことにテンコはゲップまでする。そして、それを恥はじる余よ裕ゆうがないほど苦しそうだ。

「ど、どうしよう……テンコちゃん大丈夫!?」

「大丈夫じゃない。あんなに美味しいカレーをテンコの前に山盛り出すなんて、陰いん謀ぼうとしか思えない」

「そ、そんな……陰謀じゃないわよ！」

　自分で『山のような』とリクエストしたくせに、陰謀論あつかいとは酷ひどい話だ。オロオロするララセルにちょっぴり同情しつつ、エイジはテンコを抱だき上あげようとしゃがむ。

「ひとまず、部屋に寝かせてくる。明日になれば消化し終わって元気になるだろ」

「そう。朝食のためにテンコは寝る」

「よくその状態で食べ物のことを考えられるな！」

　テンコの体の下に両りよう腕うでを回し、そのまま持ち上げようとした。が、いつもは軽いテンコの体が、ズッシリと岩のように重く、持ち上がらない。カレーの重量だ。

　――やれやれ。

　呆あきれつつ、即そく座ざに対処。

　――ナノマシン起動。筋力強化開始。

　エイジの脳から指令を受け、全身の血管を流れる無数のナノマシンが、筋肉に作用し始める。その効果はすぐに現われ、カレーの山を内蔵したテンコを持ち上げることに成功した。

　破壊の日ブロウクン・デイ以前の旧世界の技術――それすらも上回る超ちよう技ぎ術じゆつだ。

　肉体を無む理り矢や理りに強化しているわけだから、もちろん副作用が出る。強きよう烈れつに腹が減る上、次の日、筋肉痛になってしまう。まあ、テンコを二階の部屋まで運ぶだけなら問題ないし、腹が減るといっても、この狐きつね耳幼女ほどではない。

「さて。大人しく寝てろよ。俺は下に行ってララセルと仕事の話をしてくる」

　ベッドに下ろし布ふ団とんを掛かけてやると、テンコはぼんやりした瞳で見つめてくる。

「早く帰ってきて。テンコはマスターがいないと寝ね付つけない」

「分かった分かった」

　まるで妹だな、と思いつつ、エイジはテンコの頭を撫なでた。




　　　　　△




「あ、テンコちゃん大丈夫だった？」

　ダイニングに行くと、ララセルはテーブルを拭ふいているところだった。あの大きな皿をどこに片付けたのだろう。

「あいつはああ見えて頑がん丈じようだから心配いらない。それよりも、明日以降の話をしようか」

「……そうね。明日から本格的に調査するんだし」

　クラリッサ女王から依い頼らいを受けたのはエイジだが、しかしこの街の地理に疎うとい。どこから調査していいか分からなかった。

　そこでララセルが同行してくれることになったのだ。

「とは言っても、話すことなんてそんなにないわよ。地下のことなんて調べようがなかったし」

　頼りない同行者である。しかし、分からないからこそエイジが呼ばれたのだから、ララセルの言っていることは道理にかなっている。

「そうか……じゃあ、一年ぶりに会ったんだから、雑談でもしようぜ」

「雑談……ね。いいけど。私はそれより、久しぶりに手合わせがしたいわ！」

　ララセルはエプロン姿のまま、そんなことを言い出す。

「何で俺がお前と手合わせしなきゃならん。つーか久しぶりって、俺、ララセルと手合わせしたことあったっけ？」

「は？　一度やったじゃないの！　一年前の別わかれ際ぎわに！」

　そう言われ、エイジは腕うでを組んで考え込む。

　確かに一年前。ドルツァー帝てい国こくでクラリッサ女王が知人の結けつ婚こん式しきに出ている間、エイジはララセルに乞こわれ、少しだけ手ほどきをしてやった。

　無論、魔法ではなく、剣術の手ほどきだ。それも極東列島に古代から伝わる、サムライアーツの基本である。

「あれはたんに、ララセルがどのくらい強くなったか確認しただけで、別に手合わせとか試合とか、そんな上等なものじゃなかったんだが」

「なっ!?　何ですって！　あんた今、かつてないほど私のプライドを傷つけたわ！」

「いや、実際。ララセル自身、あれが戦いになっていたという自覚あるのかよ。俺は片手であしらいまくっていたんだが？」

「ぐぬぬ……それはそうなんだけど……」

　ララセルも当時を思い出したのか、恥じ入るように押し黙だまる。

「でも……でも！　私はこの一年、一日も欠かすことなく鍛たん練れんを積んできたわ。あのときの私と今の私は違う。そうよ！　あなたとの再戦をモチベーションに頑がん張ばってきたのに……逃にげる気!?」

　カッと目を見開き、近衛騎士様はエイジを睨にらむ。

「ははぁ……この一年、毎日俺おれのことばかり考えていたのか。どんだけ俺のこと好きなんだよ。照れるぜ」

　ララセルの必死っぷりが面おも白しろく、ついエイジはそんな冗談を言ってみた。

　適当に流されて終わる類たぐいの軽いジョークだ。

　にもかかわらず、ララセルはガタッと椅子を鳴らして立ち上がり、顔を真っ赤にして口をパクパクさせた。

「なっ、ばっ、ちがっ、違うわよ！　そ、そんな、好きとか、じゃ……ッ！」

「いや、分かってるよ。お前の強さにかける想おもいは知ってるからな。そんな反応されたら、逆に好きみたいだろ」

「だから！　好きじゃなくて！　じゃなくて！」

　ララセルはもう自分でも何を言っているのか分からなくなっているらしく、手をばたばたさせ、あぅあぅあぅと呻うめく。

「もう黙って座れよ！　こっちが恥ずかしくなるわいっ！」

「うぅ……」

　ララセルの目はまだ泳ぎまくっているが、それでもよろめきながら椅子に座り、深呼吸を三度繰くり返かえす。それでようやく会話できるレベルまで落ち着いてくれた。

「はぁ……はぁ……もう大丈夫よ」

「ああ、うん。よく分からんが、良かったよ。んで、手合わせ？　正直なところ、俺もララセルがどのくらい強くなったか知りたいのは山々なんだが……また今度にしようぜ。もう夜だし。そもそも俺は、美術館で一仕事して疲つかれているんだよ。つか、せっかく再会した初日に剣けんを交えるとかねーだろ。長年のライバルかよ俺たちは」

「わ、私はライバルだと思ったんだけど！」

「……お前がそう思うんならそうなんだろ。お前の中ではな」

「かぁぁぁムカつく！　見てなさいよ！　そのうち絶対ぎゃふんと言わせるんだから！」

「はいはい」

「むきぃぃぃぃ！」

　ララセルの怒いかりは頂点に達し、体から魔力光があふれ出していた。

　それはウルティマラティオからダウンロードして使う力。

　誰だれもが使える力だ。

　だがエイジは魔法が使えない。鍛錬不足なのではなく、単純にウルティマラティオと繋つながっていないから。

　そういう特異体質の持ち主は、落伍者アウトサイダーと呼ばれてきたらしい。

　らしい、というのは、エイジ以外の落伍者アウトサイダーに出会ったことがないからだ。その名めい称しようも、カントラン平野の物知りじいさんに教えてもらっただけで、本当かどうかは不明。

　エイジが落伍者アウトサイダーらしいと判明したのは、風か邪ぜを引いた五歳さいのとき。両親は風邪という言葉を知らず、そもそも病気という概がい念ねんすら持ち合わせていなかった。そして、咳せきと発熱が止まらない我わが子こを前に青ざめ、近所に住んでいた物知りじいさんに頼たよった。

　――これはもしかすると、伝説に聞く風邪というものかもしれんぞ。

　物知りじいさんの知識に従い、布団を厚くし、濡ぬれたタオルを額に当て一晩寝ると、風邪は無事に治った。

　――風邪というのは病気の一種じゃ。かつて人類がウルティマラティオと繋がる前は、誰もが病気になる可能性があったらしい。

　そう教えてくれた物知りじいさんも、十年前に死んでしまった。古書のコレクションと一緒に。

「まあまあ、怒るなよ。ちょっとからかい過ぎた。悪かったよ。俺は別にララセルを馬ば鹿かにしているわけじゃないんだ。むしろ……そうだな。確かにライバルかもしれない。強さにかける想いは、俺たち二人とも同じ方角を向いている。なにせ俺もララセルも、十年前のカントラン平野消しよう滅めつ事件で、肉親が死んだんだからな」

　エイジがそう口にした瞬しゆん間かん。間の抜ぬけた表情だったララセルが一変し、闘とう志しと殺意に満ちた炎ほのおの刃やいばへと豹ひよう変へんする。

「……ええ。そうよ。私は許さない。アマデウスを絶対に許さない」

　声だけで全すべてを切り刻んでしまいそうなほど、研とぎ澄すまされた怒ど声せい。決して大声ではなく、激しくもなく、むしろ淡たん々たんとしているのに、それは灼しやく熱ねつにしか思えない。

　なぜなら、ララセルの両親もまた、エイジの家族と同じように、あの日、アマデウスに殺されたのだ。

　ララセル・ラングリラの両親はどちらも、六天騎士だった。

　十年前、エイジの故郷カントラン平野に現われた、アマデウス。

　死者蘇そ生せいの法則を覆くつがえす敵、アマデウス。

　およそ五百年ぶりに世界に再臨したそれを撃げき退たいするため、人類最強の六人が終結した。

　六天騎士――。

　それは単たん騎きで一国を相手取れると言われた者たちだ。一いつ騎き当とう千せんどころか、一騎当万の六人。そんな彼かれらでも、たった一匹ぴきのアマデウスを倒たおすのに三日かかり、その間にカントラン平野は荒こう野やに変わり、そして六天騎士からも死者が二人出てしまった。

　豪ごう腕わんの巨きよ人じん、アラン・ラングリラ。

　神速の乙女おとめ、ケイシー・ラングリラ。

　その夫ふう婦ふの犠ぎ牲せいにより、アマデウスは倒された。

　ラングリラ夫妻は永えい眠みんした。カントラン平野に住んでいた多くの者もこの世を去った。

　二度と生き返らない。

　寿じゆ命みようを全まつとうせずに死ぬという異常事態。そんなことが本当にこの世にあったのかと、状じよう況きようを把は握あくした者たちは色めき立った。そんな動物や昆こん虫ちゆうのようなことが、人間の身にも降りかかるかもしれないという恐きよう怖ふにおののいた。

　なにせ普通、死んだ者は最も寄よりの神しん殿でんに送られ、そこで復活する。人間が永眠するのは寿命が来たときだけ。それが世界の絶対法則だ。

　神殿は世界のあちこちにあった。正確に数えた者はいないし、そもそも未発見のものもあるだろうが、千は下らないと見られている。神殿のそばにいれば何となく安心だということで、そこを中心として町が発展することが多い。現に、ここ王都リッデルザールの中にも神殿があった。

　強ごう盗とうやら放火やら、犯罪を行なった者は警察と騎士によって追おい詰つめられ、殺され、神殿に送られる。そこで強烈なデスペナルティの苦痛にのたうち回っているところを逮たい捕ほされ、煉れん獄ごくに送られる。

　煉獄は例外なく地下にあり、その数は五百程度と言われている。そこに入れられた者は、魔ま法ほうの使用が一いつ切さい、不可能となる。だがウルティマラティオとの接続が絶たれたわけではないので、自殺も出来ない。それどころか煉獄にいる間は、神殿に行くことなく、その場で復活するのだ。

　ウルティマラティオと神殿と煉獄。これらが一体いつからこの世界にあるのかは分からない。ただ、制作者の名だけが言い伝えられている。

　原初の魔法使い、クリスチャン・ローゼンクロイツ。

　彼の偉い大だいな力により、人類は死の恐怖から解放され、何の恐れも抱くことなく幸せに生きていく。昨日も今日も明日も。変わらぬ平和。

　来る日もデイ・アフ来る日もター・デイ――。

　ゆえに、カントラン平野にアマデウスが出現したという情報は、各国が全力で隠いん蔽ぺいしている。だから一般の人々は、アマデウスがこの五百年間、眠ねむったままだと思っている。そもそも再臨の可能性すら考こう慮りよしていない。かつてのエイジたちがそうだったように。

　つじつまを合わせるため、ララセルの両親はまだ生きていることになっている。どこか秘密の場所で、極ごく秘ひの任務に就ついているというのが公式発表だ。

　なぜ六天騎士に空席が二つ出来たのかという矛む盾じゆんも生じるが、そこからララセル夫妻が〝永眠した〟という答えにたどり着く者はいない。だからアマデウス再臨は秘密のままである。

　アマデウスが最初に現れたのは五百年前。破壊の日ブロウクン・デイ。

　そして十年前に再び現れた。

　ならば三度目だってあるだろう。

「……ごめんなさい。エイジを睨んだって仕方ないわね。でも……」

　でも、なんだ？

　エイジが待っていると、ララセルは言いにくそうに、とつとつと語る。

「こんなこと言ったら怒るかも知れないけど。私、エイジのこと、ちょっとだけ羨うらやましいの。だって私たちと違ちがって『死』を理解してるでしょ？　私じゃどうやったって、お父さんとお母さんが最後に何を思ったのか分からない。けどエイジなら――」

「いや、ちょっと待て。それは違う。俺だって死ぬってどういうことか分からないぞ」

　エイジはララセルの言葉を遮さえぎってそう答える。

　すると彼かの女じよはキョトンとした顔になった。

「え……そう、なの？」

「当たり前だ。よく考えて見ろ。俺は一度も死んだことがないんだぞ。死んだことない奴やつが、死について語れるもんか」

　むしろ、ララセルの考え方こそエイジにとっては驚おどろきだ。

　確かにエイジは一度死んだらそこで終わりだが、だからこそ誰よりも死を回かい避ひしている。

　この世界で誰よりも死を恐れているかも知れないが、それは知っていることにはならない。

「そっか……そういうものなのね。だけど『死ぬかも知れない』っていう恐怖は分かるでしょ？」

「まあ、それは……」

「私のお父さんとお母さんは、死ぬかも知れない――いえ、死ぬと分かっている状況でも戦った。私はそれを想像することしか出来ない。リアルな実感として感じ取ることが出来ない。でもエイジ。あなたは、いついかなるときでも『死ぬかも知れない』という状況にあるわ。一度死んだらそれで終わりだなんて、私だったら怖こわくて外を歩けない」

「そういうもの、か？」

　ララセルがエイジの気持ちを理解不能なように、エイジもまた、生き返る人々が何を考えて生きているのか分からない。

「ええ、そうよ。自じ慢まんじゃないけど、私はこの一年、結構頑張ったわ。この国の騎き士し団だんで一番強くなるくらいに。けど、それは死んでも大丈夫だから無む茶ちやが出来たの。他の人だって皆みんなそう。死んでも生き返るって安心があるから、新しいことにチャレンジする。そうやって一いつ生しよう懸けん命めい生きて、七十歳くらいになったら寿命が来て、永眠する。それが死ぬってことよ。頭を潰つぶされたり、心臓を貫つらぬかれるのは死因になっちゃいけない。それで終わりなんて、考えただけで気が狂くるいそう――」

　と、そこまで語ってから、ララセルは俯うつむき首を振った。

「ごめんなさい……なんかエイジを責めてるみたいな言い方になったけど。そうじゃなくて、それだけエイジを凄すごいと思ってるってことなの。あと、さっきも言ったけど、やっぱり羨ましい……私じゃどうしたって、決死の覚かく悟ごを理解できないから……」

　これがララセル以外の言葉なら、エイジも不ふ愉ゆ快かいに思っていたかもしれない。

　死なない者が、死ぬ者を羨ましいなどと。煽あおっているようにしか聞こえない。

　しかし彼女は、両親をアマデウスに殺された。

　そして自分も、アマデウスと戦おうとしている。

　ならば決死の覚悟は必ひつ須すであり、それを知りたいと心底思っている。

　だが――

「安心しろ。アマデウスの前では全てが平等だよ。落伍者アウトサイダーだろうが何だろうが、誰もが殺される。神殿に送られることなく、蘇よみがえることもなく。けど、ララセルはそんな状況でも絶対に逃げないだろ？」

「あ、当たり前でしょ！　私がやらなきゃ誰がやるのよ！　またアマデウスが現われたら、お父さんとお母さんのカタキを取るんだから！」

　問いかけ自体が無礼であるというように、ララセルは身を乗り出して叫さけんだ。

　よい答えである。

　ならばすでに覚悟が完かん了りようしているも同然。

「自分を殺せる相手を前にしても逃げない覚悟。多分、それが決死の覚悟ってやつなんだろ？　俺だって死んだことないから偉えらそうに言う資格はないが……アマデウスは見付け次第ぶち殺すと決めている。俺とララセルの気持ちは同じだよ」

「同じ……？　私とエイジ、同じなの？」

「むしろ、何が違うんだよ」

　エイジがそう言うと、ララセルは口元をほころばせた。

　頬ほおを紅潮させ、何度か頷うなずき、そして最後に大きく息を吐はく。

「そっか、私とエイジ、同じなのね。じゃあ、一いつ緒しよに戦いましょうエイジ。私、まだまだエイジにも、お父さんやお母さんにも敵かなわないけど……六天騎士に空いた二つの空席。その一つは私が埋うめる。もっと強くなってみせるから、だから……一緒にアマデウスを倒しましょう」

　彼女は瞳ひとみに炎をたぎらせて、ゆっくりと流れる溶よう岩がんの如ごとき言葉を紡つむいだ。

　それはロマンスとはほど遠い殺さつ伐ばつとした関係。

　しかしエイジは、彼女にそう言われたことを誇ほこりに思えた。




　　　　　△




「マスター。お帰り」

　部屋に帰ると、テンコがベッドの上に正座して、携けい帯たい用ゲーム機で遊んでいた。

　エイジが遺い跡せきから発はつ掘くつして修理した、電子機械の一つだ。

　テンコはそれをすっかり気に入っていて、暇ひまなときによく遊んでいる。エイジも嫌きらいではない。量産して売り出せば、きっと億万長者になれるだろう。

　もっともそれは、皆が使えたらの話。

　このゲーム機で遊べるのは、落伍者アウトサイダーであるエイジと、人間ではないテンコだけ。

「テンコ。お前、もうお腹なかは苦しくないのか？」

「大だい丈じよう夫ぶ。消化した」

　この部屋に運び込んでから三十分程度しか経っていないのに。驚嘆すべき胃い袋ぶくろだ。

「またワイバーンクエストやってるのか。どこまで進んだ？」

　テンコの隣となりに座り、画面を覗のぞき込む。すると、ちょうどボスキャラとの戦せん闘とう中だった。ところがボスが突とつ然ぜん、強力な全体攻こう撃げきを放ち、こちらのライフポイントを根こそぎ削けずってしまう。

「負けちゃったな」

「残念。でもボスと戦う前にセーブした。今度また挑ちよう戦せんする」

　そう言ってテンコは電源を落とす。

　死んでも次がある。何度でもやり直せる。それが常識。

　この世界も、ゲームの世界も。

「なあテンコ……俺はときどき思うんだが。やっぱり俺がおかしいのか？　破壊の日ブロウクン・デイの前も後も、生き返るのが普通で、俺だけが狂ってるのか？　だからこのゲームもやり直せるようになっているのか？」

「テンコには分からない。テンコは創造主マイスターローゼンクロイツに作られてから、ずっと眠っていた。マスターに起こされるまで、ずっと。だけどマスターはマスター。他の人と違うからって悩なやんでも仕方ない」

「別に悩んじゃいないよ。そんなものはとっくに卒業した。ただ気になっただけだ。かつての世界はどうだったのか、これからどうなっていくのか」

「それこそ、気にしても仕方がない。みんな一生懸命生きていくだけ」

　テンコの指し摘てきに、エイジは苦く笑しようしてしまう。

　全くもってテンコが正しい。それはいつも自分が言っていることだ。

　大切なのは世界がどうであるかより、そこに住んでいる人間の方である、と。

「ところでテンコ。工こう房ぼうに行きたい。いいか？」

「分かった。マスター、手を握にぎって」

　言われたとおりエイジは、テンコの小さな手を取る。

　そして、テンコが呪言をつむぐ。

「ローゼンクロイツが門番の名において、汝なんじを工房へといざなわん――」

　その体から魔ま力りよくの光が溢あふれ出し、転送魔法が発動する。

　それはウルティマラティオの演算に依い存そんしない、古代の魔法。

　原初の魔法使いクリスチャン・ローゼンクロイツが彼女に刻んだ、この宇宙のどこでもない場所に行くための門。

　光が視界を白く染め上げて、ふわりとした浮ふ遊ゆう感がエイジを包つつむ。

　それから視力が回復すると『工房』の前にいた。

　ララセルから借りた部屋ではなく、それどころか王都リッデルザールでもオーガスタ王国でもない。地球ですらない場所。

　位相のずれた別次元。

　しかし、顔を上げれば美しい青空が広がり、足元には整った石いし畳だたみ。その外側には草原と森が広がる。

　そして眼前には、セピア色の、レンガの屋や敷しきが建っていた。途と方ほうもなく広い。一辺が百メートル以上あるだろう。

　これが工房――。

　ウルティマラティオ・神殿・煉獄とは別に、ローゼンクロイツが残した遺産の一つ。

　旧世界の科学文明。もしくはそれ以上の技術を今に伝える、ある種のタイムカプセル。

　それがローゼンクロイツの工房。

　中はいくつものブロックに分かれている。鉄工所も木工所もあり、紙の生産も可能だ。それどころか半導体も、石油製品も扱あつかえる。コンピューターに入力した図面に従って様々な素材を加工する３Ｄプリンタだってある。

　それらの扱い方を書いた膨ぼう大だいなマニュアルも用意されていたが、エイジはまだ読破しきれていない。つまり、まだこの工房の能力をフルに引き出せていないのだ。

　工房の庭には、エイジが拾ってきた昔の自動車やオートバイ、モーターボートなどがコレクション的に並んでいる。

　中は中で、パソコンやオーディオ機器、その他家電などが積み上げられ、修理されるのを今か今かと待っていた。

「マスター。前にも言ったけど、拾いすぎ」

「分かってる。いつか直すから！」

「いつ？」

「いつか！　それより今は作らなきゃならんものがあるんだ」

　今、工房でエイジが作っているもの。それは大たい砲ほうだった。

　弾だん丸がんを超ちよう高こう温おんの荷電粒子プラズマに変へん換かんし、亜あ光こう速そくで目標に叩たたき付つける大砲。

　名は『唐から沢さわ』。

　完成すれば、どんな奴にも負けはしない。それこそ、故郷を滅ほろぼしたあのアマデウスにも。

　この工房に残された資料いわく、アマデウスはまたいずれ必ず現われる。

　その条件は、世界にバグがたまること――。

　バグは結界の向こう側にいるアマデウスによって作られることもあれば、誰かがウルティマラティオに仕様外の負ふ荷かをかけることによっても発生する。

　アマデウスが再臨したら、この唐沢を叩き込んでやるのだ。

　とはいえ、まだ図面を引いている段階だ。課題は、サイズと重量と強度と電力供給。つまり、完成は程ほど遠とおい。

「マスター。徹てつ夜やは毒」

「分かってるよテンコ。そうだな、一時になったら教えてくれ。ちゃんと寝ねるから」

「ん」

　テンコは頷き、さっきのゲーム機を出してピコピコ遊び始めた。

　そしてエイジは机に向かい、大砲の設計に取りかかる。

　その瞬間、他の全てが意識から消きえ失うせた。




　　　　　△




　テンコはエイジの後ろ姿をジッと見つめていた。

　机に向かい、一心不乱に得体の知れない計算式やら記号やらを書き連ねる姿は、どこか鬼き気き迫せまるものすらあった。

　きっと一時になっても眠らないに違いない。

　――私の、マスター。

　彼と出会ったのは十年前。アマデウスが出現したカントラン平野で。

　あのときのエイジは、ほんの少年だった。小さくて、無力で、故郷の滅びを嘆なげくだけの、ちっぽけな存在だった。

　しかし、テンコはその嘆きで目を覚ました。だから力を与えた。

　工房という名の力を。

　以来エイジは、クリスチャン・ローゼンクロイツが残した未知なる技術を、驚くべき早さで吸収していった。それどころか独自の改良すら加えているようだ。

　それが良いことなのか悪いことなのか。自分の制作者マイスターの思おも惑わくどおりなのか否いなか。

　テンコには分からない。

　テンコがローゼンクロイツから受け取った命令は、たった一つ。

　――己おのれのマスターにふさわしい者が現われたら目覚めろ。

　ただそれだけ。他にも何も言われず、名前も与えられず、棺かん桶おけに入れられ、眠らされ、ずっと暗い地の底にいた。

　何をもってして『ふさわしい』と判断すればいいのか。マスターに何をしてやればいいのか。それすら分からない。

　だが、テンコはエイジに出会った。

　滅びゆくカントラン平野のアキハ遺跡で。

　アマデウスによって抉えぐられた地面の中から、エイジは棺桶を見つけ、自分を出してくれた。

　どのくらい眠っていたのか分からないし、世界がどうなっているのか、目の前の少年が誰なのか、見当もつかなかった。

　ただ眠りから覚ましてくれた。暗くて冷たい棺桶から出してくれた。

　それだけが嬉うれしくて、自然と彼を呼んだ。

　マスター、と。

　そして彼は自分に『天狐テンコ』という名をくれた。

　だからテンコは代わりに、自分の持っている全てをエイジに与えると決めたのだ。

　それがローゼンクロイツの意図かどうかは分からないが。しかし、そんなものはテンコにとってどうでもいいこと。

　だってマスターのことが大好きだから。

　ずっとずっと一緒にいたい。一緒にいられたら、それでいい。あとは何もいらない。

　けれど、ふとテンコは考える。

　自分以外の門番は今、どうなっているのだろう、と。

　正確な数は知らないが、自分のような存在は他にもいるはずなのだ。

　まだ地中で眠っているのだろうか。それとも目覚め、テンコのようにマスターを見つけているのだろうか。

　彼女らもまた、自分のように幸せであればいいと思う。

　そして、どうかエイジの障害にならないでと願う。

　姉妹たちとは戦いたくないから――。




　　　　　△




　ララセル・ラングリラは星空の下、一人、庭に立ち、剣を構えた。

　素す振ぶりをするわけでも、剣けん舞ぶをするわけでもなく、ただ正眼に構え、じっと剣けん先さきを見つめる。

　今、鍛きたえているのは精神。今、行なっているのはイメージ。

　これはララセル・ラングリラにとっての日課。

　鍛たん錬れん。強くなるための努力。騎き士しの平常業務。

　平和な国とは、騎士が訓練だけ重ねて、本番がこない国だ。無む駄だ飯めし食らいと言われているくらいが丁度いい。

　騎士団も警察も、治安維い持じのために存在する組織だが、その性格は全く異なる。警察が日ひ頃ごろのパトロールや犯罪捜そう査さ、警備活動などに明け暮れているのに対し、騎士団は特別なことが起こらない限り暇だった。

　では『特別なこと』とは何か。それは主に三つ。

　モンスターの討とう伐ばつ。警察力では対処できない犯罪者の断罪。他国との戦争。

　つまり騎士団は、旧世界における常備軍に相当する組織なのだ。

　もっとも、三つ目の仕事『戦争』は、新しん暦れきになってからほとんど起きていなかった。

　なぜなら、兵士が死んでも生き返ってしまうから。

　敵を殺しても生き返って戦線に復帰してしまう。それはつまり、相手の国力を削るのが困難ということ。

　もちろん、町や田畑を焼やき払はらうのは可能だが、そんなことをしたら敵国の怨うらみと怒りを募つのらせる。死の恐怖があれば尻込みする状況でも、死なないから勇気が湧わいてくる。

　よって国家間の戦争は、必然的に総力戦となった。

　決着まで時間がかかりすぎて、勝っても旨うまみが少ない。外交手段としては愚ぐの骨頂。面めん倒どうでも話し合いを続ける方が現実的なのだ。

　旧世界も末期はそういう状況だったらしい。詳くわしいことは知らないが、世界大戦を二回立て続けにやって、ようやく「総力戦は割に合わない」と人類は悟さとったという。

　だが逆に、個人レベルの戦闘は日にち常じよう茶さ飯はん事じだ。

　なにせ間ま違ちがって殺してしまっても大丈夫なのだから。良心の呵か責しやくも少ない。酔よった勢いの刃にん傷じよう沙ざ汰たなど、起きない夜の方が珍めずらしい。子供同士の遊びですら死者が出る始末。むしろ子供のうちに一度くらいは死んでみて、デスペナがどんなものか体験してみるべき――なんてことを言う者もいる。

　一応、相手の了承なしに殺人を犯おかした者は、一年以下の煉れん獄ごく刑けいが待っている。初犯はおおむね執しつ行こう猶ゆう予よがつくから、殺人がいかに気軽に考えられているか推おして知しるべし。

　器物破損の方がよほど刑が重い。放火は二十年。もちろん執行猶予なし。大規模破壊などやった日には、終身刑が待っている。

　警察の仕事は、そういった悪い奴を捕つかまえることで、警察の手に負えなくなると騎士団に声がかかる。そのときのために、身体からだと魔法を鍛えるのだ。

　女王の警護を任務とする近衛騎士はまた事情が違うのだが、まあ似たようなもの。王族が危険に晒さらされるなど、そうそうなかった。

　もちろん、皆かい無むではない。たとえば、一年前のエイジと出会った日とか。




「アクセス――ウルティマラティオ」

　ララセルは敢あえて声に出し、目を瞑つぶり、全身で演算装置との接続を意識する。

　月と地球の間を飛び続ける、叡えい智ちの結けつ晶しよう。

　いつからあるのかも分からない、力の源。

　誰もがウルティマラティオと繋がっている。その繋がりが強いほど魔力が湧わいてくる。魔法の精度が上がる。




　力というものは、ウルティマラティオから引き出すもの。

　強いという事は、ウルティマラティオと密接という意味。




　それがララセルにとっての、世界にとっての、常識だ。

　ところが、あのエイジ・ハズウェルは、そんな常識から何もかも外れていた。

　落伍者アウトサイダーであるのに自信たっぷりで。落伍者アウトサイダーであるのに自分と女王陛下を守ってくれた。




　まるで、力とは自分の内から湧いてくるものとでも言いたげに。

　まるで、強さとはウルティマラティオと関係ないと言いたげに。




　一度死ねばそれで終わりという極限状況に晒されているのに、全くそんな素振りも見せない。昔の人は皆そうだった、なんておとぎ話を語り出す。

　強い人。

　アマデウスはこの五百年で一度しか観測されていないが、しかし普ふ段だんから町の外にはモンスターが沢たく山さんいるのだ。

　破壊の日ブロウクン・デイのあと、突然変異を起こして凶きよう暴ぼう化かした動植物たち。モンスター。

　各国の騎士団の仕事といえばもっぱら、それらモンスターを討伐して、人が住んでいる地に寄ってこないようにすること。

　普段から鍛錬を怠おこたらない騎士なら、北半球のモンスターに遅おくれをとることはまずなかった。だが、普ふ通つうの人々には普通の生活があるから、強さばかり追い求めていられない。だから町から町への移動はちょっとした冒ぼう険けんだ。街かい道どうとか線路沿いは騎士団が徹てつ底ていしてモンスターを排はい除じよしているが、それでもときたま現われてしまう。

　そういうとき、弱い人は諦あきらめるしかない。死んで、神殿に行って、三日くらいはデスペナの頭痛と吐き気に苦しむ。

　逆に言ってしまえば、それだけ。生き返る。だから町の外を歩ける。

　彼は。エイジ・ハズウェルは。生き返らないのだ。なのに胸を張って歩いている。

　いや、胸を張るとかそういう観念的なことを抜きにして、エイジはとてつもなく強い。

　魔法の代わりに機械で武装し、冗じよう談だんじみた領域で剣けん術じゆつの達人。

　なぜあそこまでの技わざを会え得とくできたのだろう。努力するといっても、一歩間違えれば彼は死んでしまうのだ。その『死』とは、二度と生き返ることのない本当の死。

　もしララセルが落伍者アウトサイダーだったとしたら。想像しただけで怖おぞ気けが走る。努力や修しゆ行ぎようどころか、恐おそろしくて外出もままならない。

　死ぬ可能性はいつだって存在する。馬車にひかれたり、喧けん嘩かに巻き込まれたり、転んで頭を打ったり、それこそ雷かみなりに打たれて死ぬ不運な人もいる。それでも安心して生活できるのは、神殿で生き返るからだ。その保証がなければ、誰もが発はつ狂きようしてしまう。

　なのにエイジは研けん鑽さんを積み、モンスターと戦い、あまつさえアマデウスを倒すと言っている。それはララセルが初めて触ふれた種類の強さだ。

　死と隣となり合あわせなのに、臆おくさず刃に身をさらす。そのくせ捨すて鉢ばちにならず、むしろララセルなどよりよほど命を大切にしている。きっとそれは、一つしかない命だからこそだ。

　命をかけるという、もう失われてしまった概念を、世界でたった一人だけエイジだけが知っている。

　それは眩まぶしくて、雄お々おしくて、美しい。

　エイジ・ハズウェルという男の在り方そのものが、どうしようもなく格好よく見えてしまう。人間が大昔に失ってしまった大切な何かが、彼の中に残っているのだ。

　気がついたときララセルは、エイジのことが気になって気になって、どうにもならなかった。

　そのエイジが、ララセルと自分は〝同じ〟だと言ってくれた。

　信じられないくらい嬉しい。思い出しただけで体が熱くなる。

　――私、やっぱりエイジのことが。

　と、彼の姿を思おもい浮うかべた瞬間。ウルティマラティオとの接続が弱まり、体の中を駆かけ巡めぐっていた魔力が消えてしまう。

「……ああ、失敗。駄だ目めよ私。こんなことじゃ、六天騎士どころか、エイジに並ぶことすらまだまだじゃない」

　ララセルは、再び瞼まぶたを閉じ、深く瞑めい想そうに入っていく。

　ウルティマラティオの力をより深く引き出すために。




　　　　　△




　オーガスタ王国の王都リッデルザール。その地下深く。

　ずっとずっと潜もぐって行った先にある、大だい空くう洞どう。

　上も下も、右も左も、岩だらけ。

　岩をくりぬいて作った空洞なのだから当たり前。縦も横も百メートル以上ある、広い空間。それを照らすのは、何百本もある松明たいまつの炎だ。決して電灯などではない。

　電気で光を灯ともす技術は、ロザリオが知る限り、かなり古い。旧世界の機械の中では、原始的なものだ。どんな未開の地でも、電灯くらいはあっただろう。

　そんなものすら今の世界には残っていない。

　自分たちウルティマラティオに毒された人間は、電気製品に触れると誤作動を起こさせてしまう。だから発掘しても動かせない。文化ミームの再現も進化も封ふうじられた牢ろう獄ごく。遺伝子ジーンだけがのらりくらりと残っていく籠かごの中。それがこの世界。

「スパム、スパム、スパム、スパム、スパム、スパ～～ム♪　スパム、スパ～～ム♪」

　ロザリオは地下空洞で歌う。

　こんな世界は迷惑スパムよ。ウルティマラティオのない世界に行きたいわ。そう想おもいを込めてステップを踏ふむ。

　黒いドレスを身にまとい、パンプスの底で音を鳴らし、銀色の髪かみをなびかせて、パニエとスカートを大きく広げて、くるりくるりと踊おどり狂う十四歳の女の子。

　――この世界を嘆く者。そう私は退廃少女ゴシツク＆ロリータ。

　その名はロザリオ・ロンバルト。腐くさった人類に絶望し、自分だけは違うと訴うつたえる厨ちゆう二に病びようの化け身しん。

「相変わらず美声ですねロザリオ。ボクには何の歌かは分かりませんが」

　ロザリオの歌と踊りのかたわらで、そう声を発したのは自分よりも更さらに年下の少女。

　十歳さいくらいに見える、それはそれは可か愛わいらしい乙女。




　ロザリオの銀ぎん髪ぱつと対比するような漆しつ黒こくの髪。

　ロザリオの服装と対比させた白いロリータ。




　影かげある少女を演じている自分と違って、彼女はいつも明るい笑え顔がおを浮かべている。その頭の上には、白い兎うさぎの耳が生えていた。

　自分を不思議の国に導いてくれた白ウサギさん。

　名前がないというのでロザリオが付けてあげた。

　キャロル・ラビット。名前がなかった彼女の名前。

「むかし、むかし、あるところにいた海かい賊ぞくたちが歌っていたものよ、キャロル。あなたの図書館で読んだだけだから、このメロディであっているか分からないけど」

「なるほど。あなたは本当に旧世界が大好きなのですね」

　そう言ってキャロルは、大きな瞳でロザリオを見上げる。いつも笑顔だから、何を考えているのか分からない。言こと葉ば遣づかいは丁てい寧ねいで、仕草も軽かろやかで、未み来らい永えい劫ごう老ふけることのない、無む劣れつ化かの淑しゆく女じよ。真実の少女ロリータ。

　ロザリオが地中から掘ほり出した、生きたお人形さんだ。

「そうよキャロル。私は旧世界に行きたいの。ウルティマラティオという迷惑装置スパム・マシンのお陰かげで、私は自分の力が信じられない。自分の努力と才能のお陰なのか、ウルティマラティオの演算のお陰なのか、区別が出来ない。そんなの嫌いや。私は私。才能に強制介かい入にゆうしてくるなんて許せない」

　お空を飛ぶローゼンクロイツの遺産。

　あれは人類に不死と魔法を与あたえた。その代わりに自由を奪うばった。




　禁則事じ項こうは三つ。




　まず、殺すということが禁じられた。

　他殺でも自殺でも、否いや応おうなく生き返る。

　かつての世界は、殺す自由があった。死ぬ自由があった。

　自分たちの利益になると判断すれば、当たり前に他人を殺していた。

　たとえば戦争で沢山殺せば国家から勲くん章しようがもらえた。

　自分が属する社会のために人を殺すことで、賞賛すらされていたのだ。

　そして、この世界が苦痛で苦痛で仕方がないという人たちは、自分を殺すことが出来た。

　死ぬより辛つらい暴力とか、絶対に返せない借金とか、そういうのに直面したら自殺も選せん択たくの一つ。この世界はどちらも奪われている。
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　それから、大規模破壊が禁じられた。

　この世界は電気機械の類たぐいが一切使えないから、個人で何かしでかすには魔法が必要だ。

　なのにウルティマラティオにはリミッターが設けられていて、街を一いち撃げきで吹ふき飛とばすような魔法は発動しないようになっている。

　どんなに努力しても、どんなに才能があっても、破壊の範はん囲いは城一つ程度。




　洗脳も限定されている。

　動物を操あやつる魔法があるから、その応用で人間を操ることだって出来そうなのに。

　そこにもやはりリミッターがかかっていて、人間には絶対に作用しないのだ。

　だから人を操るには、魔ま法ほうではなく薬物なんかを使うしかない。

　お陰かげ様さまで世界はそこそこ平和に推移している。




　電気機械が使えないから科学技術は枯かれてしまった。ウルティマラティオに依存しているせいで魔法も一定レベルを超こえられない。昨日も今日も明日も、ずっと変わらない。

　来る日もデイ・アフ来る日もター・デイ――。




　なぜか人はそれを恩恵ギフトと呼ぶ。

　だけど私はそれを迷惑スパムと言う。




　同じ世界に住んでいるのに、どうしてこんなにも認にん識しきが違うのか。絶対に皆、間違っている。私は私に制限なんてかけられたくない。私は私の力で生きていきたい。私は私。

　ゆえにロザリオは啓けい蒙もうするのだ。

　ウルティマラティオを盲もう信しんし、馬鹿歩きシリーウオークを続ける人々に、この世界はツギハギだらけと教えてやる。

　そしていつか、誰だれも気付いていない『第四禁則事項』も打ち破ってみせる。

　そのために私は禁忌呪文チート・コードを作り続けよう。バグもアマデウスもお構いなしに。

「さてさて。作業の進み具合はどうかしら」

　ロザリオは丘おかの上から地下空洞を見回す。

　小人さんたちが一生懸命働いている。それは、遠くにいるから小さく見えるだけで、本当は普通の成人だ。

　地上からさらってきた千人の労働者たち。

　ツルハシで地面を掘って、土ど砂しやを運び出す。蒸気機関を作って、この巨きよ人じんに搭とう載さいする。

「ふふ、まるでガリバー旅行記ね」

　ロザリオは古代の小説を思い出して微ほほ笑えんだ。

　なにせ自分とキャロルが立っているこの丘は、実は寝そべった巨人のお腹の上だった。

　かつて遠い遠い世界からやってきた、ローゼンクロイツの眷けん属ぞくたち。彼かれらが作りだした生物兵器。アマデウスと戦うための銀色の巨人。ここはその発掘現場。




　あらゆる知的生命体の敵として現われた、アマデウス。

　抹殺目録メシエカタログ78番目の世界から逃にげてきた、ローゼンクロイツたち。




　そのどちらもが『よそ者』だ。

　そいつらの好きにはさせない。この地球は、栄えるにしても滅びるにしても、地球の生き物の責任でやる。

　このロザリオ・ロンバルトの手によって、元の姿に戻もどすのだ。

　たとえ滅びへの第一歩であったとしても――。

「現場視察はこのくらいにしましょうか。班長ぉ、あとは任せたわよぉ」

　下にいる部下に叫ぶと、仮面を被かぶった男がこちらを見上げる。彼がここの現場指揮官だ。ロザリオはあくまで禁忌呪文チート・コードの最終調整をするため来たに過ぎない。

　千人を誘ゆう拐かいするのも、鞭むち打うって働かせるのも、ロザリオには残ざん酷こくすぎて向かない仕事だ。

　秘密結社黄金の夜明けゴールデン・ドーン。自分も彼もその一員であり、ロザリオはその中でもかなり偉い。

「ところでロザリオ様。一つ、お耳に入れたいことが」

　現場指揮官が大声で言ってくる。

「あら、何かしら？」

　ロザリオはそれほど期待せずに聞き返す。

　ところが語られた情報は、存外、興味を引くものだった。ソーラーパネルに電球。それを王立美術館に設置した男がいる、と。

「それは気になるわね。エイジ・ハズウェル……噂うわさだけは聞いたことあるけど、都市伝説だと思っていたわ。まだ王都にいるようだったら捕まえて頂ちよう戴だい。ぜひ会いたいわ」

「仰おおせのままに、ロザリオ様！」

　現場指揮官は綺き麗れいな敬礼をした。敬意と狂きよう信しんを混ぜ合わせた敬礼だ。ただし、それはロザリオへ向けたものというより、あのお方へのものだろう。

　計画の詳しよう細さいを教えてもらえなくても、あのお方に付いていけば大丈夫だと信じ切った構成員たち。駒こまとしては優ゆう秀しゆうだが、ロザリオは軽けい蔑べつしか感じない。

　ただでさえウルティマラティオがあるのに、わざわざ枷かせを一つ増やしている。信じられない愚ぐ者しやたち。それこそ見るに堪たえない。

「読書の時間よ、キャロル」

「分かりました、ロザリオ。ボクの手を握ってください」

　ロザリオはキャロルが差し出した手を取って、胸の前で指と指を絡からめる。

　――私を不思議の国にいざなう小さな手。

　78番世界の連中が人の役に立ったとすれば、この子を作ったことくらい。そのことだけは、とても感謝している。

「ローゼンクロイツが門番の名において、汝を図書館へといざなわん――」

　キャロルの声と光が二人を包み込み、本の森への門が開く。

　古代の知識が溢れるそこは、ロザリオにとって楽園だった。




　　　　　△




「大丈夫、エイジ？　ちゃんと運べる？　溢こぼしたら大変よ？　体にかかったらヤケドしちゃうわよ？」

「お母さんは心しん配ぱい性しよう過ぎるよ。俺おれはもう八歳なんだよ」

「そうね。エイジがちゃんと成長してくれて、お母さん、本当に嬉しいわ。だけど、あなたは他の人と違ちがう体なんだから。気をつけなきゃ駄目よ」

「はいはい。でも、カレーを運んで死んだ人なんて聞いたことがないよ」

　それは、何の変へん哲てつもない日曜日。

　平和な平和な正午過ぎ。

　どこにでもある一いつ家か団だん欒らんが行なわれていた。

「ははは。そうだな、エイジ。お前は立派な男だ。過保護にすればいいってものじゃない。よし、父さんと母さんの分も運んでくれ。頼たのんだぞ」

「任せてよ！」

　大工の父は、そのたくましい腕うででエイジの頭をゴシゴシ撫なでる。

　期待に応こたえるため、エイジは母の作ったカレーライスを盆ぼんにのせて運ぶ。

　今日はとても晴れているから、庭にあるテーブルで食べるのだ。

　落とさないよう盆を平行にして、慎しん重ちように、慎重に。

　そして無事に辿たどり着ついて、両親に褒ほめられて、幸せな食事が始まる。

　世界一美味おいしい母のカレーライスを食べ終わり、みんなで後片付けをしようとした、その矢先。

　空からの一撃で、父と母が死んだ。

　隣の家の人も。向かいの家の人も。

　店も、学校も、領主の館やかたも、川も、森も。

　そこにあらゆる区別はなく、徹底して平等な消しよう滅めつだけがあった。

　虐ぎやく殺さつ。ジェノサイド。生命の浄じよう化か。

　八歳のエイジが見上げる空には、黒い絶望アマデウスしかなかった。

　雨のように降ふってくる攻こう撃げき。山よりも大きなクラゲ。大地を抉る触しよく手しゆ。引ひき裂さかれる列島。腰こしから下を失ってのたうち回る人。腕だけになってしまった子供を抱かかえて発狂する親。逃げ惑まどう野生動物。無む謀ぼうな反はん撃げき。徹てつ底てい的てきな蹂じゆう躙りん。それら全すべてが帰結するのは死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死。

「お父さん……お母さんッ！」

　嘆きを聞く者はどこにもいない。希望なんてどこにもない。

　世界の崩ほう壊かいがとまらない――。




「うぁぁっ！」




　悲鳴を上げて起き上がると、そこにアマデウスはいなかった。

　抉れた地面や、粉こな微み塵じんになった建物もなく、悲鳴を上げる人の残ざん骸がいもない。

　掃そう除じの行き届いた部屋と、ふかふかのベッドと、静かに眠ねむるテンコがいるだけ。

「――夢、か」

　なさけない。もう十年も前の話だというのに。いまだトラウマだ。

　額の寝ね汗あせを拭ぬぐい、自じ虐ぎやくの笑えみを浮かべる。

　すると、隣となりにいたテンコがうっすら目を開けた。

「……マスター、どうしたの？」

「いや。何でもないよ。起こして悪かったな」

「ん。マスターもちゃんと寝なきゃ、駄目。体に悪い」

　そう呟つぶやくと、テンコはすぐに寝ね息いきをたてはじめた。

　信じがたいほどのマイペース。

　しかしテンコはずっとエイジのそばにいてくれた。

　あの日。カントラン平野が崩壊したとき。

　アマデウスが抉り取った地面から出土した棺桶。その中に眠っていた狐きつね耳の少女。

　テンコがいたからこそ、エイジはこうして今も生きている。

　そうだ。希望はまだここにあった。

　ゆえに。絶望なんてどこにもない。







第三章　荷電粒子兵器、起動







　リッデルザールは王都だけあって華はなやかな街だった。

　広場に行けばベンチで休む人や、犬の散歩をする人。噴ふん水すいのそばで談だん笑しようする人たちもいるし、デートしているカップルなんかもチラホラ。

「エイジ。道を歩くときは、ちゃんと歩道にしなさいよ。馬車に轢ひかれたらどうするの」

　そう言ってララセルは、自分が車道側に出る。

　一度死んだだけで終わりのエイジを思っての言葉だ。それはお節せつ介かいだが、しかし不ふ愉ゆ快かいではない。むしろ、彼かの女じよがこちらに気を使ってくれているというのが嬉しい。優やさしさが心ここ地ち好よい。

　だが、お節介なのは間違いなかった。

「轢かれねーよ。お前、俺のカーチャンか。どんだけ俺のこと好きなんだよ」

「なっ!?　す、す、好きじゃないし！　馬鹿じゃないの！」

　そんなエイジのからかいに、ララセルはいちいち反応して怒ど髪はつ天てんを衝つく。

「ララセル。顔真っ赤」

　そして冷静にツッコミを入れるテンコという構図。一年前とまるで変わらない。

　商店街は活気に溢あふれ、客を呼び込む店員の威い勢せいのよい声が響ひびき渡わたる。露ろ天てん商しようも多く、アクセサリーや自作の絵画、チープな腕うで時ど計けい、その他よく分からないものを売っている。その中には当然、食べ物を扱あつかっている店もあった。となれば狐耳が反応するのは、火を見るより明らかだ。

「マスター、マスター」

　テンコはエイジの服を引っ張りながら、とある露ろ店てんを指差す。その先を視線で追っていくと、焼きトウモロコシ屋があった。なるほど、見るからに美味しそうだ。テンコでなくても食べたくなるだろう。

　が、それにしてもテンコの興奮は異常だ。表情こそいつもと変わらず眠そうだが、その耳は独立した生物のごとく暴れている。

「おまえ、耳をなんとかしろよ。羽ばたいて飛ぶのか」

「食べた過ぎて空を飛びそう」

　それで飛べるものなら飛んで見せて欲ほしい。ぜひ見学したい。

　しかしエイジとてそこまでケチではなかった。焼きトウモロコシくらいなら買ってやる。値段も一本、鉄貨三枚と良心的だ。

　なにせエイジは王立美術館の仕事で、金貨五枚を得た。それを考えれば、気持ちが大きくなるというもの。金貨五枚なら、節約すれば五ヶか月げつは暮らせる。

　ちなみに、この世界には主に四種類の通貨があった。

　金貨、銀貨、銅貨、鉄貨、である。

　鉄貨が十枚で銅貨一枚。銅貨が十枚で銀貨一枚。銀貨が十枚で金貨一枚――というのが世界の標準だ。各国で発行している通貨は、それぞれデザインが異なるものの、成分と質量は基本的に統一されている。それに従わない国は商人から疎うとまれ、貿易面で苦労するだろう。

「よし、鉄貨を九枚やる。俺とララセルの分も買ってこい」

「マスター大好き」

　テンコは嬉しい台詞せりふを言いつつ鉄貨を受け取り、焼きトウモロコシ屋へ向けて突とつ進しんした。さながら獲え物ものへ襲おそいかかる猛もう禽きん類るいだ。

「相変わらずテンコちゃんは可愛いわね……はぁ……」

　そうため息を吐つきながら目を輝かがやかせているのは、オーガスタ王国近衛騎士の筆頭、ララセル・ラングリラだ。

「焼きトウモロコシはやるけど、テンコはやらんからな」

「なによ、ケチね。一晩くらい貸してよ！　私もテンコちゃんをぎゅってしながら眠りたいわ！」

「……本人がいいって言ったらな」

「ほんと？　やった！　ちょっとぎゅってしてくるわね！」

「いや、ここでやるなよ？　恥はずかしいにもほどがある」

　エイジがそう言うと、ララセルは子供のように頬ほおを膨ふくらませ「ぶー」と呟いた。

　筆頭騎士とあろう者が、完全にテンコの虜とりこになっている。

　しかし、エイジはエイジでテンコを可愛いと思っているし、クラリッサ女王も溺でき愛あいしている様子だった。もしかしたら、この世界にテンコの愛らしさに対たい抗こうできる者はいないのかもしれない。

「それにしても……こうやって見てると、人間にしか見えないわ。ローゼンクロイツ様が作った使い魔って本当なの？」

「何だ。いまだに疑っているのか？」

「疑うっていうか……だって普通の使い魔ってモンスター、もしくはモンスターをベースに作った合成獣キメラを、魔法で使し役えきしたものでしょ。テンコちゃんのどこらへんにモンスター要素があるのよ」

「そんなこと俺に言ったって仕方ないだろ。テンコ本人がそう言ってるんだ」

　そのとき丁度、テンコが帰ってきた。両手と、更に口が焼きトウモロコシでふさがっている。

「ふぁい、まふたーとららへるのふん」

「口にもの入れて喋しやべるなよ。なに言ってるか分からん。まあ、しかし、ありがとな」

　焼きトウモロコシを買ってきてくれたことに礼を言い、その頭を撫でてやる。すると再び狐耳がピコピコピコと上下した。

「ありがとうテンコちゃん。ところで、ねぇテンコちゃん。あなたはローゼンクロイツ様に作られたって本当？」

　ドサクサに紛まぎれてララセルもテンコの頭と耳を触さわりまくる。

「本当。テンコはマイスター・ローゼンクロイツに作られた。けど、今のマスターはエイジ・ハズウェル」

「ローゼンクロイツ様に会ったことがあるの!?　いつッ？」

　ララセルは少し興奮した様子で問とい詰つめる。

　だが、テンコは首をかしげるだけ。

「分からない。テンコはずっと地面の下で眠っていた。その前のことは思い出せない」

　それだけ答えると、テンコの口は焼きトウモロコシを食べる作業に集中した。

「無む駄だだぞララセル。テンコから旧世界のことは何も聞き出せない。俺が散々やったんだから」

「……けど、本当にローゼンクロイツ様の使い魔だとしたら、凄すごいことじゃない！」

　ララセルはテンコの耳を指で弄いじりながら言った。

　――ローゼンクロイツ様。

　今の世界を創った偉い大だいな魔ま法ほう使つかい。人類が破壊の日ブロウクン・デイを何とか生き延びたのも、はびこるモンスターと戦えるのも、すべてはローゼンクロイツのお陰だ。

　ゆえに、崇すう拝はいの対象。

　神や仏への信しん仰こうが消えたわけではないが、そこに並んでローゼンクロイツも崇あがめられていた。だが、彼がいつの時代の人間で、どんな人間で、どうやってウルティマラティオを作ったのか。そこに関しては、誰も何も知らない。

　だからこそ〝テンコがローゼンクロイツと深く関係している〟と聞かされて興奮するのは無理からぬことなのだが。

「いい加減にしておけよララセル。お前自身が言ったことだぞ。テンコは人間にしか見えないって。それを作られただの使い魔だの、人間に対して言うことじゃないぜ」

「あ」

　ララセルは自分がどれだけ失礼なことを言っていたのか、自覚がなかったらしい。自分の迂う闊かつさに目を丸くし、それから青い顔でテンコに向き直る。

「ごめんなさいテンコちゃん……私……」

「別に。気にしてない。けど――」

　テンコはそこで言葉を一度切り、口の中のトウモロコシを飲み込む。

「ララセルが私に誠意を示さないと気が済まないというのなら、そのトウモロコシをもらってあげてもいい」

　そう言ってテンコは、ララセルの返答を待たずに焼きトウモロコシを取り上げてしまった。そして代わりに、芯しんだけになった自分のトウモロコシをララセルに握にぎらせる。

「な！」

　近この衛え騎き士しが驚おどろく早はや業わざだ。愕がく然ぜんとするララセルを気にせず、テンコは焼きトウモロコシをポリポリ食べてしまう。

　ララセルは自分の手にあるトウモロコシの芯を悲しそうな顔で見つめるが、「それでテンコちゃんが許してくれるなら……」と呟き、涙なみだを呑のんだ。

　その姿が哀あわれで、エイジは自分のトウモロコシを分けてやりたくなる。だが、残念。もう食べてしまったあとだった。

「うぅ……トウモロコシなんてどうでもいいわ！　それより調査はどうなってるのよ。なんか、さっきから街のあちこちに変な機械置いたり、テンコちゃんに設置型魔法使わせたりしてるけど」

「変な機械とは失礼だな。高度なセンサーの塊かたまりだぜ？」

　昨日、女王陛下から依い頼らいを受けてから、エイジは作戦を立てた。

　地下で誰かが何かを建造しているという説。まずはそれを確かめよう。

　そのためには、王都の下に空洞があるか否いなかを知る必要がある。

「ところでララセル。お前はクラリッサ様の説を信じてるのか？」

「……え、それは……ここだけの話、あんまり……」

「だと思ったぜ」

　ララセルは今まで、女王陛下への忠義を示してきた。陛下を手伝ってと頼んだのも、全ては深い忠誠心から。

　ところが、彼女から地下空洞説の話はついぞ出てこなかった。

　信じていないのだ。

　無論、それをもってララセルを不忠と責めるのはお門かど違ちがいである。忠義を誓ちかったからといって、常に同じ考えでいることなど不可能なのだから。

「まあ、さっき広場に設置したのが最後だ。あれはな、爆ばく破は魔ま法ほうと地じ震しん測定器だよ。人工的に街を揺ゆらして、返ってきた振しん動どう波はで地中の様子を探さぐる」

「エイジって地震まで起こせるの!?」

　ララセルは驚き、そして後ずさった。

　六天騎士クラスの大出力を想像してしまったのかもしれない。

「馬鹿を言え。俺とテンコは六天騎士じゃねーっての。人が感じることの出来ないレベルの、微び弱じやくな揺れを起こすだけだ。んで、それを機械で測定する」

「ふーん……よく分かんないけど、やっぱりエイジとテンコちゃんって凄いのねぇ……」

「俺が凄いというより旧世界の技術が凄いんだ。テンコはマジで極きわまってるけどな」

　エイジは魔法を使えないから、テンコの魔法技術を本質的には理解できない。しかし、今まで出会ってきた人々と比べると、彼女の魔法は精度、範囲、威い力りよく、持続性など、あらゆる分野で突出していた。

　それもウルティマラティオの演算に頼たよらない、自分の意志だけで発動させる純じゆん粋すいな古代魔法だ。

「いやいや。テンコちゃんだけじゃなく、エイジも凄いから。そもそも機械を発はつ掘くつして修理するって、世界でエイジにしか出来ないことでしょ？」

「まあ、他の人は機械に触れると壊こわしちゃうからな」

「そうじゃなくて……仮に私たちが機械を操作できるようになったとしても、修理は出来ないわ。だって、どんな仕組みなのかサッパリ分からないんだから」

「うーん……弄ってるうちに分かるような気もするが。ま、可愛い女の子に褒められて悪い気はしないな。ありがとう」

　エイジは何気なくそう言った。するとララセルは飛び退のき、身構え、顔を燃えているかのように赤く染め上げた。まぶたが高速で痙けい攣れんし、歯がカチカチ鳴っている。

「か、かかか、かわ、かわ――」

「川？　おいララセル。お前どうした……？」

「だ、だって、エイジが急に、可愛いとか、変なこと、言うからッ！」

「いや、そのくらいでパニックになるなよ……ってか、なに？　お前、可愛いって言われ慣れてないの？」

「当たり前でしょう！　そんなの親以外から初めて言われたわ！　何のつもりよ！」

　何のつもりも、そのままの意味だ。ララセルが美少女なのは、おそらく万ばん人にんが認める。てっきり、そんな言葉は言われ慣れているものだと思い口に出したのだが、事実は逆だったらしい。

　不思議だ。しかし考えてみれば、ララセルは近衛騎士様だった。その辺の男たちから見れば、高たか嶺ねの花はなというより鋼鉄の花。外見よりも、その実力と地位で尻込みしてしまうだろう。

　つまりララセルにとってエイジの言葉は、生まれて初めて異性からかけられた『口説き文句』というわけだ。

　軽い気持ちで言ったのに。相手に過か剰じよう反応されると、エイジまで恥ずかしくなってくる。これは大変だ。

「……ああ、うん。まあ、あれだ。冗じよう談だんだよ。それより、焼きトウモロコシも食べたし。そろそろ本番と行くか」

　エイジは話題をそらしつつ、公園のゴミ箱に食べ終わったトウモロコシを三本まとめて捨て、そしてポケットから一枚の板を取り出した。

　片手で持つのに丁度よい大きさ。古代文明の末期では、ほとんど誰もが持ち歩いていたという電子機器だ。これもエイジが発掘して修理と改造を施ほどこした品の一つである。

「……なに、それ？」

　ララセルはまだ少し頬が赤いが、それでもエイジの隣に立ち、覗のぞき込んでくる。

「スマホっていうんだ。ここに地震測定器のデータが転送されてくる。お前は触るなよ、ララセル。誤作動起こすからな」

「わ、分かってるわよ」

　彼女はそう言うが、実は手を伸のばしかけていたのをエイジは見み逃のがさない。

「わっ、凄い、何か映った！」

　スマホの液えき晶しよう画面を起動させると、ララセルは口をパクパクさせて不思議そうにしている。それからエイジの顔を見つめ、たっぷり三秒。

「分かった！　エイジの顔に幻げん灯とう機きが埋うめ込んであって、そこからこれに映写しているのね！」

「格かつ好こいいなオイ！　その機能欲しいわ！」

　まるで古代のサイエンス・フィクションに出てくるサイボーグだ。もしエイジが全身機械の体だとしたら、誰かに触られただけで誤作動を起こして停止する。

　ロボットにとって生きにくい世界になったものだなぁ、とエイジはしみじみ思った。

「テンコ。起き爆ばくしていいぞ。つーか、なに食べてるんだよ」

「非常食のビスケット」

「非常食は非常時に食べるんだぞ」

「そう。非常にお腹なかが減った」

「焼きトウモロコシを二本も食べただろ」

「一本は私の。二本目はララセルの。属性が違う。だからお腹の中で対消滅した」

「んなわけあるか！」

　対消滅とは、物質と反物質が衝しよう突とつしたときに起きる現象だ。たった一グラムの物質・反物質が対消滅しただけで、町一つが焼け野原になるエネルギーが放出される。よって焼きトウモロコシが二本対消滅していた場合、テンコのお腹が減るどころか、王都が抉えぐれるという非常事態が発生する。

「非常に非情なツッコミ。流石さすがはマスター」

「そんなことで感心されても嬉うれしくない。いいから早く起爆しろ」

「ほいさっさ」

　平へい坦たんな声こわ色いろで陽気な台詞を口走る。

　その瞬しゆん間かん、街の各地に設置した測定器のデータが、スマホに送られてくる。

　テンコの遠えん隔かく設置魔法により、地下十メートルで微弱な爆ばく破はが起きたのだ。人体では感じることの出来ない揺れを使って、地中の姿を暴あばき出す。

　転送されたデータを基に、スマホのアプリが演算を開始する。待つこと数秒後、王都地下の３Ｄモデルが形成された。

　その結果――

「おいおい、こりゃ……」

　表示された画像は、エイジの想像を超こえるものだった。女王陛下の勘かんも大したものである。これが地震の原因か否かに関係なく、絶対に見過ごせない。ああ、これは間ま違ちがいなく非常事態だろう。ビスケットの出番だ。

「なに？　どうしたのよ一体」

　画面を見つめたまま硬こう直ちよくするエイジを、ララセルがいぶかしげに見つめる。

　分からないなら教えてやる。

　半年前から続く地震なんて、この事実の前ではオマケに過ぎない。

　今、自分たちが立っている大地の底に、もう一つ世界があるのだ。

「王都の地下、約五百メートルの場所に、直径百メートルの大だい空くう洞どうがある」

　それを聞いても、ララセルは何も答えない。アホみたいに口を開けるだけ。

　テンコがビスケットをかじる音だけが響いた。
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　一同はひとまずクラリッサ女王を訪ね、調査の結果を報告した。

　そしてエイジは、これからの作戦を語る。

　内容は簡単だ。まずエイジが囮おとりになって誘ゆう拐かい犯はんをおびき出す。ノコノコ現われた誘拐犯を尋じん問もんし、色々と吐はかせる。

　シンプル・イズ・ベスト。

　しかも、成功の確率は非常に高い。

　なにせ、この街で行方ゆくえ不明になった千人のうち、ほとんどが何らかの技術者だ。そしてエイジは、旧世界の技術を一部とはいえ復活させた、その道の有名人。大手をふって歩けば、向こうから誘拐してくれるはず。

　しかし、この作戦に手放しで同意してくれたのは、クラリッサ女王だけだった。

「それはいいアイデアですわ、エイジ様」

　そう彼女は落ち着いた声で言う。迷いもよどみもない。エイジが失敗するなど有り得ないと確信しているかのような振ふる舞まいだ。

「確かにエイジの実力なら大だい丈じよう夫ぶなんでしょうけど……それでも……うーん……」

　一方ララセルは、腕を組んで唸うなっている。やはり一度死ねば終わりという落伍者アウトサイダーの体質を心配しているのだろう。彼女は誰よりもエイジの力を評価してくれているが、それとこれとは分けて考えてしまうらしい。

　それからテンコだが、彼女は出されたお菓か子しを食べるのに忙いそがしく、こちらの話を聞いてすらいない。

　ゆえに、ここで説得すべきはララセル一人だ。

　幸いにもララセルは――ちょろい。

「なあララセル。心配してくれるのは嬉しいが、そこは笑え顔がおで送り出してくれよ。それにだ。俺が強いのは知ってるだろ」

「それはもちろん、誰よりも理解しているつもりよ。私の当面の目標は、あなたに並ぶことなんだから！」

「だろ？　つまりララセルより強い俺が負けたら、ララセルはもっと雑ざ魚こってことになるわけだ」

「は？　私は雑魚じゃないし。むしろエイジが負けるわけないじゃない。エイジをぎゃふんと言わせるのは私なんだから！」

　ララセルは身を乗り出し、ツバが飛ぶほど声を荒あららげた。

「ほら。だったら問題ないじゃないか」

　論破完かん了りようである。

「うぅ……けど万が一というか…………一応、私もあとをつけるわよ……？」

「ああ、それはむしろ頼む。テンコもな」

「ん？」

　全く話を聞いていなかったテンコは、口いっぱいにパンケーキを詰め、こちらを見上げて不思議そうな表情を作った。

　どう見ても頼りになりそうもない。が、こう見えてテンコの実力は折り紙付きだ。エイジ一人で切きり抜ぬける自信はあるものの、保険は多い方がいいに決まっている。

　実際、自分を囮にするという作戦は、落伍者アウトサイダーであるエイジにとって非常にリスクが高い。

　しかし敵は、絶対にエイジというエサに食いつくはず。

　それに。地の底で何が待ち構えているのか、個人的に興味がある。十中八九、機械の仕し業わざ。それをこの目で見たい、この手で触ふれたい、分解したい。

　本当に蒸気機関なのだろうか。レシプロマシンだったら飛び上がって喜ぶ。ガスタービンエンジンなどが出てきた日には感かん涙るいするかもしれない。

　あるいは自分さえ知らない未知の機械――ああ、楽しみだ。
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　囮になる。つまり誘拐してもらうには、エイジ・ハズウェルの存在を相手に知ってもらわねば始まらない。

　あるいは既すでに知っているのかもしれないが、なにせエイジは昨日街に来たばかりなのだ。相手の情報収集能力に期待するより、こちらから教えてやるべきだろう。

　俺はここにいますよ、とアピールするわけだ。

　それには、不特定多数が集まり、多少騒さわいでも咎とがめられない場所が適している。となれば酒場しかない。

　街をぶらつき、適当な酒場に入る。そこでエイジはビールをがぶ飲みしながら、マスターや常連客に絡みまくった。

「へえ、兄ちゃんが王立美術館に電球をね。どうりで妙みように明るいと思ったよ」

「おや、マスター。美術館に行ったんですか？　失礼ながら芸術とは無む縁えんそうですが」

「失礼だな！　と言いたいが正解だ。たまたま前を通りかかっただけだよ。腹の足しにならないものを眺ながめたって仕方ねぇだろ」

「そうは言いますが、飾かざってあった裸ら婦ふ画、結構そそるものが有りましたよ」

「なに！　そうか、そいつは盲もう点てんだった！　今度マジで行くかな」

　マスターは腕を組み、真しん剣けんに検討する様を見せる。すると、周りの常連客が陽気に笑い始めた。

「わははは！　マスター、そんなことしたら奥おくさんに殺されるんじゃねーか」

「馬ば鹿かを言え。純粋な芸術鑑かん賞しようだよ。やましい気持ちのない高こう尚しような精神だ。なあエイジさんよ」

「ええ、そうです。女の裸はだかは芸術です」

「ぎゃはははは！　だったら今度、皆みんなで芸術鑑賞に行こうぜ！」

「いいなぁ、電球でライトアップされた裸婦画かぁ」

「エイジ・ハズウェルに乾かん杯ぱいだ」

「かんぱーい！」

　仕事抜きにすっかり打ち解けてしまったエイジは、そのまま三時間ほど酒を飲み続けた。

　店を出た頃ころにはすっかり泥でい酔すい状態だ。自分が真まっ直すぐ歩いているのかも怪あやしい。

　もしエイジを狙ねらっている者がいたなら、絶好のチャンスと見るはず。念には念を入れて、人ひと気けのない川かわ端ばたの道を行く。

　本当に人っ子一人いない、静かな道だ。

　ここまでお膳ぜん立だてしてやってもアクションを起こさないとしたら――地下の連中はよほどの腑ふ抜ぬけに違いない。もしくは、既に人材を必要としないところまで計画が進んでしまっているのか――。

　しかし、そんなエイジの心配は杞き憂ゆうに終わる。

　道をふさぐように人ひと影かげが二つ現れたのだ。

　それがただの物取りの類たぐいでないのは、一いち目もく瞭りよう然ぜん。

　二人ともそろいのダークスーツ。顔を覆おおい尽つくす白い仮面を付けているので、人相や表情はうかがえない。自分は怪しい者です、と全力で主張している。

　ゆえにエイジは臨戦態勢を取った。

　体内のナノマシンを起動。アルコールとアセトアルデヒドを一気に分解。筋力強化。五感の鋭えい敏びん化。

　もしこれで目の前の二人が、ただのコスプレ徘はい徊かい者だとしたら警けい戒かいしただけ損である。だが、その可能性は限りなく低い。なにせ相手は抜ばつ剣けんしていた。その構えが素す晴ばらしく堂に入っている。

　決定的なのは、体からほのかに漏もれる魔ま力りよく光こう。

　ウルティマラティオと繋つながっているか否かにかかわらず、力として顕けん現げんしたそれは誰だれの目にも映る。それこそ犬いぬ猫ねこですら、強い魔力光を見れば恐おそれをなして逃にげていく。

　そういった意味では、二人が放つ光はまだ弱い。薄ボンヤリとしているだけ。だが、それは弱者であることに直結しない。むしろ、嵐あらしの前の静けさと見るべきだ。

　踏ふみ込んできた瞬間、何倍にも跳はね上あがるに決まっている。

　仮面越ごしの闘とう志しが、彼かれらの実力を雄ゆう弁べんに語っていた。

「エイジ・ハズウェルだな。我らと共に来て頂こう」

　その声は正面からではなく、背後から聞こえた。振り返らずとも、そこにもう一人いることくらい感じ取れる。

　つまりエイジは待まち伏ぶせされた上に、尾び行こうもされていたわけだ。もちろん、そうなるように誘さそったのだから望むところ。

　それに、尾行は何も相手の専売特許ではなかった。

「来て頂くのはあなたたちの方よ」

　背後の男の、そのまた後ろから、少女の凜りんとした声が闇やみ夜よに響いた。

　オーガスタ王国近衛騎士筆頭、ララセル・ラングリラだ。

　相手の三人がララセルを知っているかどうかは分からないが、しかし、やはり彼女もまた見ただけで強者だと分かってしまう域の者。頭に霞かすみでもかかっていない限り、この状じよう況きようが不利であると察するだろう。

　予想どおり、三人は硬直する。そして一いつ瞬しゆん後には逃げの一手を打った。

　エイジ前方の二人は飛び退き、後方の一人は川へ向けて走る。

　ほとんど躊ちゆう躇ちよせずに撤てつ退たいを選んだのは賞賛に値あたいした。ララセルを小こ娘むすめと見ず、正確に実力を測ったのだ。

　ララセルから離はなれていた二人は無事に安あん全ぜん圏けんまで離り脱だつした。しかし可か哀わい想そうに、残る一人は逃げられない。ララセルの振り下ろした剣によって脳天から両断される。

　まるで野菜でも切るように、左右に分断してしまう。

　速く、そして強力無比な斬撃。文句なしの電光石火。

　おそらく敵は、自分がどうやって死んだのかも分からずに、今いま頃ごろ神しん殿でんでデスペナに苦しんでいるに違ちがいない。

　そんな筆頭騎士の実力を目まの当あたりにし、あとの二人は全力で逃げようと、こちらに背を向ける。

　だが、残念。そっちも行き止まりだ。

「とおせんぼ」

　そう呟くのは狐耳の少女。

　声にやる気がなく、眠そうな顔も相変わらず。されど、ローゼンクロイツの技わざを受うけ継つぐ使い魔だ。テンコが立ちふさがった道は、どんな分厚い壁かべよりも突とつ破ぱ困難といえる。

　ところがテンコの場合、ララセルと違って、その振る舞いに実力が現われていない。正体を知らなければ、ただの幼子としか思えないのだ。

　ならば当然、敵は止まらない。テンコを無視して加速しようとする。

　しかし――

「なっ!?」

　加速は未発に終わる。それどころか二人とも、地面に足を縫ぬい付つけられたように立ち止まり、更さらに膝ひざをついた。苦く悶もんの声がこぼれ落ちる。

「これは、まさか……重力魔ま法ほう！」

　彼らが驚くのも無理はない。

　炎ほのおや氷、あるいは雷かみなりといった、普ふ段だんから見慣れているものはイメージしやすい。ゆえに、魔法で作り出す難易度が低い。各おの々おのの練度にもよるが、攻こう撃げき魔ま法ほうといえば、その辺りが一いつ般ぱん的てきであろう。
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　だがテンコが操あやつったのは重力という目に見えないもの。地球に生まれた以上、誰もが影えい響きようを受け続ける力だが、逆に意識する機会の少ない力だ。使い手は実に珍めずらしい。

「テンコちゃん本当に凄い……どういう訓練したらあんなこと出来るのかしら」

「俺おれに魔法のこと聞かれてもなぁ」

　重力魔法は本来、実用性に欠けた魔法に分類される。

　たとえば炎や雷であれば、分かりやすく破壊が起きる。氷ならば相手を串くし刺ざしにしたり、全身覆い尽つくしたりと応用が利きく。

　しかし重力を何に使う？　二倍にしても、成人男性ならよほど虚きよ弱じやくでない限り立ち上がる。三倍は苦しいが、鍛きたえている者なら効果範はん囲いから逃げる余地がある。まして筋力強化魔法の熟練者を相手取るなら、十倍でも用をなさない。

「テンコ。今、何倍だ？」

「五十倍。だから近づいちゃ駄だ目め」

　仮に体重が六十キログラムだった場合、三トンになってしまう重力だ。その状況で圧死していない敵二人も偉えらいが、涼すずしい顔で維い持じし続けるテンコの魔力と技術は、それこそ人にん間げん業わざを超えている。

　門外漢のエイジですらそう思うのだから、ララセルにとっては驚きよう天てん動どう地ちに違いない。

「ああ……あんなに可か愛わいい上に強いなんて……自信なくすわ」

「そう肩かたを落とすな。ララセルには剣けん術じゆつがあるから、タイマンなら勝てるんじゃないか。多分」

　エイジは深く考えず適当な発言をする。

　もちろん、ララセルが強いのは確かで、先さき程ほどの一いち撃げきは目が覚めるようなものだった。

　この一年、毎日鍛たん錬れんを積んでいたというのは確からしい。

　事実、応用力はともかく、単純な戦せん闘とうだけで考えると、今のララセルとテンコはなかなか甲こう乙おつ付けがたい。

「それよりもエイジ。私、あんたが戦ってるとこ見たかったのに、もう終わっちゃったじゃないの。どういうことよ！」

「どうって。出てきていきなりやる気満々で一刀両断にした奴やつの言うことかよ。俺に戦わせたかったなら、手加減して俺を待てよ」

「う、それは……こいつらが歯ごたえないのが悪い！」

「こいつらがねぇ……ま、筆頭騎士から見たらそうか」

　三人とも決して弱くはない。それどころか、各国の騎士と比べても遜そん色しよくがないレベルだろう。しかし『筆頭騎士』と『ローゼンクロイツの使い魔』に挟はさみ撃うちにされては、秒殺に決まっている。エイジがサボったというより、手を出す暇ひまがなかったというのが真実だ。

　せっかくナノマシンを起動させたのだから、少しは体を動かしたかった――と、エイジがそんな贅ぜい沢たくを考えた、そのとき。

「ならば歯ごたえのある相手を用意しましょう」

　声が降りそそいだ。

　それに続いた殺気を感じ取り、全員が一いつ斉せいにその場を離れる。

　重力に縛しばられた二人を除いて。

「ぎゃ」

「ぐふ」

　彼らの頭部に、矢が突つき刺ささった。それも尋じん常じような速度ではない。五十倍の重力でもほとんど軌き道どうが変化しなかった。どんなに強い弓でも不可能な速さ。

　魔法を使って加速させたのだろう。

　それを証明するように、矢に施された爆ばく裂れつ魔ま法ほうが発動し、二人の体は内側から吹ふっ飛んだ。激しい爆ばく発はつによりレンガ畳だたみが抉えぐれ、肉やら骨やらといった破は片へんが弾だん丸がんとなって飛び散る。

　ララセルはそれら全すべてを剣で振り払はらい、テンコは不可視の壁を作りだして弾はじく。

　そしてエイジは、わずかに三歩下がっただけで何もしない。その三歩の間に、人体の破片は光の粒りゆう子しとなって溶とけていった。

「今のを回かい避ひするとはお見事。でかい口を利くだけのことはありますね」

　その声の主は、川沿いの五階建ての建物、その屋上にいた。

　星空を背にして立つ彼は、たった今死んだ二人と同じダークスーツ、白い仮面。矢を放った張本人だと主張するように、アーチェリーの弓を持っている。

「おいおい、殺す気か。俺を誘ゆう拐かいしたいんじゃないのか？」

「ああ、そういえばそうでしたね。ですが、近衛騎士のララセル・ラングリラまで出てきたとなれば話は別。おおかた、おとり捜そう査さで我々をおびき出す作戦だったのでしょう？　そして見事に成功した、と。ならば私の使命は第一に口くち封ふうじ。同どう胞ほうを手にかけるのは心苦しいですが、あとで神しん殿でんで回収すればいいだけのこと。それから、あなたたち三人は、やはり確保しておきましょうか。嗅かぎ回られるのも不ふ愉ゆ快かいですし。それに、私の上司がエイジさんにいたく興味があるようですから」

「へえ。そりゃ嬉しいね」

　判断としては妥だ当とうだろう。

　仲間が余計なことを言う前に神殿へと転送させてしまえば、こちらとしては手が出せない。神殿には常に警察がいて、生き返った者に死因を聞いているが、「コスプレして遊んでいたら崖がけから落ちて死んだ」とでも言っておけば、そうそう怪しまれない。

　逆にこちらを殺せば、相手にとって面めん倒どうになる。ララセルが近衛騎士の身分を明かし、先に転送された仮面の三人を捕とらえるよう命じたらアウトだ。苛か烈れつな尋問が始まる。どこまで訓練をつんでいるのか知らないが、人の口を割らせる手段はいくらでもあるのだ。地下空洞の入り口なり目的なりを吐はかせてしまえば、こんな独立愚ぐ連れん隊たいではなく正規の部隊を編成して送り込める。

「しかし、俺たち三人を確保するだって？　正気か？　三対一だぜ。どこまで腕うでに自信があるんだよ」

「少なくとも、あなたがたが軽くあしらった三人よりは……ですが、その程度で対抗できる相手ではなさそうですね。切り札を使いましょう」

　仮面の男は、唯ゆい一いつの武器である弓を捨て、それから仰ぎよう々ぎようしく指を鳴らした。

　その気き障ざったらしい動きに応こたえるかの如ごとく、天空から咆ほう哮こうが聞こえる。




　オォォォオオオオオオオオオオオオオンッ！




　低く低く、まるで地じ獄ごくから来た使者のような声。人間とは生物としての格が違うのだと言いたげに、怪かい物ぶつが落ちてくる。

　ほとんど減速もせずに地面に激げき突とつ。爆ばく音おんで大気と大地を震ふるわせ、破片を振り払って起き上がった。その巨きよ大だいな翼つばさを広げ、太い首と頭でこちらを見下ろし、長い尻尾しつぽを鞭むちのようにしならせる。

「街中にドラゴンですって!?」

　ララセルがヒステリックな声を上げるのも無理からぬこと。

　破壊の日ブロウクン・デイ以降に現われた、動植物の突とつ然ぜん変異体、モンスター。

　ドラゴンは、その中でもとりわけ巨大で凶きよう暴ぼうな存在だ。まして眼前に降り立った個体は、頭から尻尾の先まで五十メートルはありそうだ。単純に背の高さだけでも二十メートルは下らない。

　大きいというのは、それすなわち強さに結びつく。

　ゆえに人類は、大型モンスターが棲せい息そくしている場所を生活域としない。比ひ較かく的てきモンスターが小さくて弱い地域を狙って町や村を造る。そして魔法を鍛え上げ、生活域から徹てつ底てい的てきにモンスターを駆く逐ちくし、破壊の日ブロウクン・デイからの五百年を生き延びてきた。

　よって、自分から会いに行かない限り、大型モンスターを目にすることは、まずありえない。それが街中へ、それも王都に降下してくるなど、自然現象の範はん疇ちゆう外だ。

「そうですよ、ドラゴンです。私の可愛い使い魔！」

　仮面の男は叫さけび、ドラゴンの頭部に飛び乗った。

　凶暴なドラゴン種が、人間を頭に乗せて静かにしている。それだけで、男の言葉が真実と分かった。このドラゴンは、彼の言うことならなんでも聞く。

「こんなデカい奴……倒たおしたとしても街の被ひ害がいは甚じん大だいよ！」

　ララセルの声は悲鳴に近かった。

　勝てない、と思っているわけではないだろう。彼かの女じよの実力ならドラゴン相手でも通用するし、テンコとエイジもいる。

　しかし、この巨きよ体たい。歩き回っただけで建物が粉ふん砕さいされてしまう。ブレスで大火災が発生する。

　つまり王都にドラゴンがいるという状況そのものが既に大だい惨さん事じ。それを防げなかったという自責の念が、近衛騎士を責任感で締しめ上げる。

「さて。大人しく投降するならよし。抵てい抗こうするなら、両手両りよう脚あしを踏みつぶして差し上げましょうか。この子はなかなか器用なのですよ」

「確かに……勝っても犠ぎ牲せいが出たら意味がないわ……」

　ララセルは悔くやしそうに呟つぶやく。

　人間は死んでも生き返る。だが建物はそうもいかない。

　人々は街で生活を営んでいるのだ。それが焼け野原になれば、命が助かっても絶望の二文字がのしかかってしまう。まして、国家の中心地である王都が炎えん上じようすれば、オーガスタ王国そのものが崩ほう壊かいしかねない。

「ねえテンコちゃん。あのドラゴンを重力魔法で止められない？」

「ちょっと大きすぎる。二十秒くらいなら。それ以上は疲つかれ果はてて死ぬ。私が」

　テンコは緊きん張ちよう感のない声で答える。

　あの巨体を二十秒も止められるのは大したものだ。しかし、テンコが足止めしている二十秒でララセルがドラゴンを仕留められるかとなれば、それは無理というもの。

　敵は巨大。剣の二、三本突き刺しても、致ち命めい傷しようには程ほど遠とおい。そもそも、今のララセルが全力を出せば、その膂りよ力りよくに耐たえきれず、剣が折れてしまう可能性が高い。

　魔法を使うにしても、生半可な威力では皮ひ膚ふで防がれてしまう。

　つまり八方ふさがり。ララセルにとって、この状況は詰つんでいる。

　ゆえに――

「エイジ！　ここはお願い！」

　ララセルは本当に悔しそうに、苦虫を噛かみ潰つぶしたような顔でエイジを向き、パンッと両手を合わせて頼たのんできた。

　本当は自分で戦いたいに違いないのだ。しかしそれは無理だから、こうしてプライドを捨てエイジに頭を下げている。

　なんて可愛い奴なんだ――と、エイジは苦く笑しようしてしまう。

「そんな素す直なおに頼まれたら断るわけにもいかないな。いいだろう。久しぶりに一撃必殺を見せてやる」

「一撃必殺？　正気ですか？　こちらはドラゴンなのですよ」

　仮面の男は怪け訝げんそうな声を上げる。

「やかましい。かかってくるなら早くしな。こんな化け物いつまでも置いておくと、騎き士しと警察がワラワラやってくるぞ。ドラゴンはともかく、あんた自身が衆目に晒さらされるのは嫌いやだろう？」

「ふん、生意気ですね。少し火傷やけどでもしてみますか？」

　仮面の男から、魔力光が放たれる。

　それに呼応して、ドラゴンが口を開いた。大きく息を吸い込み、吐き出されたのは灼しやく熱ねつの炎。三人どころか、町の区画ごと呑み込む規模。

　しかし、誰も逃げない。動けないのではなく、あえて逃げない。

　なぜなら、この程度ではエイジ・ハズウェルを崩くずせないと知っているから。

「電磁フィールド、展開」

　エイジのベルトに仕込まれたロストテクノロジーが、前方に磁場の壁を作り出す。

　これもまた旧世界の遺物を改良したものだ。もともとは、核かく融ゆう合ごう発電所において発生するプラズマを、炉ろ心しんに封ふうじ込めるために使われた技術らしい。

　それを盾たてとして使えば、炎の息を止めるなど造作もなかった。

「うわぁ……あんな凄すごい炎なのに全然熱くない……エイジ、それ、一年前より防ぼう御ぎよ力りよく上がってない？」

　なぜか味方であるララセルから呆あきれたような声が出る。

「まあ、少し改良したからな」

　電磁フィールドはエイジだけでなく、ララセルもテンコも包み込んでいる。その壁は炎そのものはおろか、熱すら通さない。

「少しねぇ……」

　ララセルは引きつった顔で立ち尽くす。ライバル視しているエイジの成長を喜んでいいのかどうか悩なやんでいるのだろう。

　対して、敵の男は即そく座ざに激げき昂こうした。

「これはどういうことですか！　効かないならまだしも、届かないっ？　これほどの規模で防ぼう御ぎよ魔ま法ほうを展開し、維持し続けるなどと……ララセルさん、あなたは身体強化に特化した騎士だと聞いていたのですがね！」

　この現象がララセルの仕業だと誤解しているらしい。まあ、当然の思考といえる。こちらの中で最も高名なのは彼女だ。

　しかし二重に間違っていた。ララセルは無関係だし、そもそも魔法ではなく科学である。

　そうこうしているうちに、ドラゴンは息切れし、炎が止まってしまう。

　家屋を十数個は炭に出来そうな炎だったが、こちらに焦こげ目め一つなし。

「何だ、もうお終しまいか？　もう少し分けてくれてもいいだろう」

　炎は確かに止まった。だが、消えたわけではない。エイジが作った電磁フィールドの境目で、火の玉になって残留していた。

　あの莫ばく大だいな火力の全てが、直径五メートルほどの火球となって留とどまり、いまだ熱を放っている。

「ど、どうなっているのです！　こんな魔法、聞いたこともないっ！」

「炎を盗ぬすまれたのがそんなにショックか？　それは悪かった。じゃあ返すぞ」

　エイジは磁場を反転させた。

　火球を押おしとどめていた力が逆を向き、吐いた本人、すなわちドラゴンへと返っていく。

　何十秒もかけて吐かれた炎が一ひとか塊たまりになって直ちよく撃げきし、一気に熱エネルギーを解放する。

　憐あわれなドラゴンの体は炎に包まれた。主人の命に従って行動したのに、自分の炎で体を焼かれたのだ。さぞ無念だろう。

　ドラゴンは悲鳴を上げて暴れ、仮面の男を頭から振り落とした。

「うわあっ！」

　情けない声とともに、彼は川に落ちる。窮きゆう地ちに弱い性格なのか、すっかり腰こしを抜かしてしまっていた。

　しかし、まだ終わらない。ドラゴンの方はやる気だ。

　響ひびき渡わたる咆哮が、モンスター上級種の誇ほこりを感じさせた。

　身を震わせて炎を払い、地面を踏みしめてこちらを威い嚇かくする。

　さあ、まだまだこれからだぞ。俺はまだやれる――そんな声が聞こえてきそうな目。

「主人と違って立派な戦士だな。ならばいいぜ。相手してやる。前言どおり一撃必殺で終わらせてやる」

　それがせめてもの慈じ悲ひ。

　苦しまずに逝いくがいい。

　戦って死ぬという、人類が失って久しい戦士の権利だ。

「八や咫た烏がらす。叢むら雲くもを射出しろ」

　空を見上げて、そう命ずる。

　エイジの唇くちびるの動きと脳波を読み、それは命令を受じゆ諾だくする。

　常にエイジの頭上を旋せん回かいし続ける黒い鳥。

　航空プラットホーム、八や咫た烏がらす。

　幅はば三十メートルの無人全翼機。ソーラーパネルから得た電力と三機のイオン推進装置によって半永久的に飛行し、エイジの作った機械を搭とう載さいし、輸送し、射出する天空の城。

　今、エイジの脳波を探知して、その目前に『兵器』を投下した。

　風を切り裂さいて、垂直に降り立ったのは、馬鹿げた大きさの、剣。

　刃やいばと柄つかをあわせれば、エイジの身みの丈たけほどもある。幅と厚みは辞書のよう。

　こんなもので斬きられたなら、人体など紙くずも同然。

　だが、相手はドラゴンだ。あの巨体に比べたら、普ふ通つうの剣もこの剣も、等しくテーブルナイフのようなもの。

　そんな事実もお構いなしに、エイジは剣を片手で持ち上げる。

　ナノマシンによって強化された筋肉が可能にする所業だ。素晴らしい力。かなり上位の魔ま法ほう使つかいとも渡り合える身体強化である。

　で、それがどうしたというのか。振り下ろしても突き刺しても、ドラゴンを絶命させるには至らない――と、普通なら思うだろう。

　しかし、この剣は普通の対極にある剣だ。ドラゴンを一撃必殺する無む双そうの兵器だ。

　エネルギー回路接続。

　電磁フィールド展開。

　荷か電でん粒りゆう子し、生成開始。

　エイジは剣を空にかざした。その刃は青く発光し、夜に輝かがやく。この時点で、あらゆる物質を斬り裂くだけのエネルギーを秘ひめているが、それでは足りない。

　一撃必殺には及およばない。

「刮かつ目もくしろよ。これが叢むら雲くもだ」

　刃から光が伸のびた。天高く、高く。見上げれば首が痛いほどに。

　数値にして五十メートル。

　その構成材料は、百万度の荷電粒子プラズマ。本来なら瞬またたく間まに散らばって、周囲一帯を地獄にしてしまうエネルギーを、電磁フィールドで閉じ込め、強ごう引いんに剣の形にしたもの。

　嘘うそのような大出力。冗じよう談だんのようなオーバーキル。

　対戦艦アンチバトル荷電粒シツプ・プラ子大剣ズマブレード、叢むら雲くも。

　こいつを今から振り下ろす。

「テンコ、ララセル。もう少し離れてろ。あと全力で防御魔法を使え。チーズになりたくなかったらな」

「え、え？　わ、分かった！」

　ララセルは何やらジタバタしたのち、魔力光を放って身を守る。

　テンコは勝手知ったるもので、とっくに身の守りを固めていた。ついでに仮面の男を確保して、片手で引きずっているのだから流石さすがだ。




　ォォォォォォオオオオオッ！




　輝く刃を前にして、一時は怯ひるんでいたドラゴンが、果か敢かんに猪ちよ突とつを開始する。

　そこに死があろうとも、駆かけ抜ける、覚かく悟ご。

　死なないから行くのではなく、死ぬと分かっていても征いく勇気。

　人類から消きえ失うせたものが、まさか獣けものの中に残っていたとは。

　惜おしい。心底惜しい。エイジはそう思いながら、叢むら雲くもを振り下ろした。

　青く輝くプラズマの刃。何もかも燃やし、溶かし、蒸発させる、撃げき滅めつの剣。

　斬ったという感かん触しよくすらなく、それはドラゴンを消し飛ばす。

　炭も、灰も、影かげすら残さず滅めつした。そのまま勢い余ってアスファルトを打つ。触れた途と端たんに気化し、更にその周りが沸ふつ騰とうする。

　――荷電粒子、放出停止。

　エイジは青光の刃を消し、叢むら雲くもをただの大剣へと戻もどした。

　しかし、熱源が消えたからといって、既に放出された熱が冷めるわけもなく。ドラゴンがかつていた場所は、さながら溶よう鉱こう炉ろのごとく煮にえたぎる。あるいは煮込んだチーズのよう。

「テンコ。氷結魔法であれを冷やしてくれないか……ってララセル。何だよ、その顔。出された料理にゴキブリが入っていたみたいな表情しやがって」

「だって、今の、は？　何なの、その威い力りよく！　前よりずっと強くなってるじゃない！　剣術だけでも化け物じみてるのに、持ってる武器まで反則的とか何なのよ！　ってか、その剣近づけないでよ！」

　ララセルはよろめくように後ろに下がる。

「近づけるかよ。間ま違ちがって触さわられたら誤作動起こすし」

「間違っても触りたくないわよ！　だから早くしまって！」

　しまえと言われも困る。叢むら雲くもは持ち歩きに不便な大きさだから、普段は空中の八や咫た烏がらすに搭載している。戻すには一度、八や咫た烏がらすを地上に降ろさねばならない。これが街の外ならすぐにそうするのだが、あいにくここは王都だ。場所もないし、何より目立つ。

　もっとも、これだけ派手にやったのだから、既に十分目立っている。

　警察が来て面倒になる前に、この場を離れた方がいいだろう。

「マスター。かちんこちんに凍こおらせておいた」

「おうサンキュー。ところで、その仮面の男、やけに大人しいな」

「どうやら失神中」

「なるほど」

　叢むら雲くもに恐れをなして脳のブレーカーが落ちたのだ。起きるまで尋じん問もんはお預けだ。

　しかし、どのみち場所を替えるつもりなので、不都合は特にない。

「ささ。移動するぞ。最終的に警察沙ざ汰たにするにしても、まずは女王陛下を通さないと義理が立たんからな」

　いまだ恐れの色を隠かくさないララセルの背中を押し、エイジたちはその場をあとにした。







第四章　地下突入







　仮面の男の尋問は、二十分ほど走った先にある公園で行なった。

　まずテンコが魔法で水を呼び出し、彼の頭上にぶっかけて目を覚まさせた。それからエイジが叢むら雲くもを肩に担かついで眼前に立ちはだかる。それだけで彼はすくみ上がった。生き返ると分かっていても、プラズマの光は恐ろしいようだ。

　さて、尋問を始めようか――と思ったところで、別行動をしていたララセルが帰ってきた。

「ただいま。神殿に行ってきたけど、さっきの三人はもう逃げたあとだったわ。係の警官の話では、はいずって出て行ったそうよ」

「へえ。デスペナくらってるのに頑がん張ばるな」

　当たり前だが、エイジはデスペナを経験したことはない。しかし二日ふつか酔よいなら知っている。ナノマシンにアルコール分解機能を付ける前は、よく苦しめられた。それを何倍も強きよう烈れつにしたのがデスペナらしい。よくもそんな状態で逃げることが出来たと、エイジは感心した。

「一応、凶きよう悪あく犯はんだから捕つかまえるようにって言ってきたけど、望のぞみ薄うすでしょうね。詳くわしい説明もなしに騎士が指示しても、警察はやる気出さないわ」

　警察と騎士では、当然、騎士の方が圧あつ倒とう的てきに強い。しかし、それをもって騎士が偉いというわけではなく、むしろ普段から治安を守っているのは自分たちなのだという気き概がいが警察にはある。よってララセルが何を言っても、警察が従う義務も義理もなかった。そもそもの命令系統が異なるのだから仕方がない。

　だが、実際に地下空くう洞どうに行き、それこそが地じ震しんの原因であると証明できれば、議会や警察も動き出すだろう。

「じゃあ、やっぱりこいつを締め上げるしかないわけだ」

「そうね。拷ごう問もんとかしたことないんだけど、どうやるのかしら？」

　ララセルは頬ほおに手を当て、真ま面じ目めな顔で物ぶつ騒そうな台詞せりふを吐く。

　拷問と聞き、仮面の男はビクリと肩を震わせた。が、それ以上の反応はなし。なかなか根こん性じようが据すわっている。

　とりあえずエイジは、仮面を剥はぎ取とることにした。

「おや、なかなかイケメンじゃないか。仮面なんかしているから、モテない男の同盟かと思ったぜ」

　仮面の下から現われたのは、二十代後半の優やさ男おとこだった。

　ドラゴンを使し役えきし、王都で暴れようとした人間には見えない。

「ふん。なにを馬ば鹿かなことを――ぐふっ」

　こちらを嘲あざ笑わらう彼だが、エイジは無言でその腹に拳こぶしを叩たたき込んだ。カエルが潰れたような悲鳴が上がったが、お構いなしに今度は頬を殴なぐる。鼻血と歯が飛んだ。

「テンコ。回復魔法をこいつに」

「ん」

　テンコは頷うなずき、男に手をかざす。すると血が止まり、折れた歯も生えてくる。それを確かく認にんしてから、エイジは下あごを蹴け飛とばし、砕くだく。それから回復。肋ろつ骨こつを折る。回復。

「ぐはっ、えぅ……っ！」

　傷はテンコが治してしまうが、殴られた感触は消えない。痛みと恐きよう怖ふは記き憶おくされる。

　そして神殿に行くことも出来ないから、永遠に逃げられない。

「ちょっとエイジ。やり過ぎじゃない……？」

　拷問だと言っていたララセルが、不安そうにエイジの服を引っ張る。

　本当に不慣れらしい。こんなものは拷問というより、通常の尋問だ。

　これからが本番。

「やり過ぎなものか。こいつはきっと意志が固い。滅めつ多たなことじゃ口を割らない。ああ、そうだ、素す晴ばらしい覚悟を持っているんだ尊敬するぜ。しかし、俺たちはこいつらの目的が知りたい、地下空洞に行く方法が知りたい。だから是ぜが非ひでも聞き出さないとな。あらゆる方法を使って。俺は朝まで付き合うぜ、いや何日だって大だい丈じよう夫ぶだ。お前の勇気に敬意を払って、この剣けんでゆっくり炙あぶってやる」

　エイジは叢むら雲くもの刃は先さきを、男の首筋に当てた。

「ひっ」

　裏返った悲鳴を上げ、それからガクガク震え出す。

　もちろん、エイジに拷問の趣しゆ味みはない。そんな何時間も根気よく続けるのはご免めんだ。しかし、彼は叢むら雲くもに恐怖を抱いだいている。それを利用し、こっちが狂くるっていると思わせれば、少しは協力的になるだろう。

「わ、分かりました！　質問に答えます！　だから拷問しないでください、いっそ一思いに殺して下さい！」

「おいおい。殺したら神殿まで迎むかえに行くのが面倒だろうが。じゃ、最初の質問だ。お前らの組織の名は？　まさか、ただの仲良しグループとは言わないだろうな」

「……黄金の夜明けゴールデン・ドーン」

　男は本当に素直に答えてくれた。それにしても。

　黄金の夜明けゴールデン・ドーン。妙みように引っかかる名前だ。

「はて。どこかで聞いたような」

「あなたも？　私も聞いた覚えがあるような、ないような」

　エイジとララセルは顔を見合わせる。

　もしかしたら、そこそこ有名な犯罪組織なのかもしれない。その活動実績を詳しく追究してみたいが、今はそれよりも優先すべきことがある。

「よし。それじゃあ、お前らの目的は何だ。地下空洞で何してやがる？　地震はその副作用か？　それとも目的そのもの？　千人も誘拐したんだ。さぞ壮そう大だいな計画なんだろうぜ」

　エイジが叢むら雲くもをもてあそびながら尋たずねると、男は口を固く結び、それから目を泳がせ、ようやくポツリと語る。

「巨きよ人じんを――」

「巨人？」

「そうです。巨人を掘ほっています」

　言っている意味が分からないので、エイジはもう一度殴った。

「げふっ！　本当です！　本当に巨人を！」

「エイジ。ちょっと可か哀わい想そうじゃない……？」

　ララセルは非難がましく言ってくる。よくそれで拷問をやってみようと少しでも思ったものだ。

「さっき川かわ端ばたで人間を一刀両断にしてたくせに」

「え、だって……ええっと……それはそれ、これはこれよ！」

　苦しい言い訳を始めるが、まあ言わんとするところは分かる。きっと性格的に、真っ向勝負以外で人を傷つけられないのだろう。

　人としては好感が持てるし、騎士としても正しい。

　だが、それでは捜査にならない。地震の原因に辿たどり着つけない。

「まぁいい。んで、その巨人はどんな奴なんだ？　大きさは？」

「身長、約四十メートル。色は銀です……」

「ふーん。それで、お前さんたちは巨人を掘り起こして、何をやるつもりだ。庭に飾かざるのか？」

「知りません」

「は？」

「だから、私は何も知らされていないのですよ！　しかし、全ては黄金の夜明けゴールデン・ドーンのためです！」

　とぼけている、ようにも見えない。その目には、どこか狂きよう気きがあった。

　目的を知らされていなくても組織に全てをささげてしまいそうな、そんな常人には理解できない色が浮うかんでいる。

「はあ、なんかもう面倒だな。百聞は一見にしかずだ。ここで尋問続けるより、現場に行った方が早いだろ。おい、お前。地下空洞まで案内しろ。どっかに入り口があるんだろ」

　叢むら雲くもをこれ見よがしにかざしてやる。

　エイジは、彼かれがまた震えてくれるのかと思ってそうしたのだが。

　期待に反して、返ってきたのは笑えみだった。

　それも、卑ひ屈くつなものではない。

「いいでしょう。案内しますよ。ただし、飛んで火に入る夏の虫になっても知りませんがね」

　どうしたことか、こちらを見下すような、そんな笑み。

　さっきまでみっともないほど脅おびえていたのに、この変わり様はなんだろうか。




　　　　　△




　弱い奴が急に強気になったとき、一番考えられる理由は、強い味方が出来たとき。

　これから向かう地下空洞は、当然、彼の仲間が大勢いる。もし本当にこの男よりも格上が複数出てきたら、それは厄やつ介かいというしかない。

　なにせ彼とて、決して弱いわけではないのだ。

　ドラゴンを使い魔にして使役していたということはつまり、ドラゴンに勝ったということなのだから。

　無論、叢むら雲くものプラズマを解き放てば、誰だれが何人来ようと薙なぎ払う自信がある。

　しかし、それは最も早はや不可能だった。尋問のときはいつでもプラズマを出せるような振ふりをしていたが、実のところ叢むら雲くものバッテリーは空である。充じゆう電でんするには八や咫た烏がらすに戻すしかないし、丸一日かかってしまう。

　よって、今の叢むら雲くもは普通の名めい剣けんであり、それほど圧倒的な兵器ではないのだ。

　それでも――

「行くぜ。時間が経たてば経つほど、きっとこいつらに有利になる」

「そうね。正直、警察とか私以外の騎士を連れてきても、あんまり役に立ちそうにないし……」

　エイジの提案にララセルは頷いた。

　ララセルはこの国で最強の騎士だ。それでも、あのドラゴンには苦戦してしまう。ドラゴンよりも強力な敵を相手取るのに、ララセル以下の者を増やしても意味がない。それどころか足手まといだろう。

　というわけで、男の背中を蹴飛ばして道案内をさせた。

　そして辿り着いたのは、王都外がい縁えんにある廃はい墟きよ。五階建ての石造ビルディングだ。

　もともとは白かったであろう塗と装そうは灰色に変色し、長年放置されてきたことを物語っている。一体、何十年前から使われていないのか知らないが、幽ゆう霊れいでも出そうな雰ふん囲い気きだ。

　人は滅多に寄りつかないだろう。しかし、逆に肝きも試だめしに使われることもあるはず。

「……エイジ。なんかこのビル、凄く嫌な感じしない？」

　近衛騎士筆頭のララセルは、こともあろうに脅えた声を出していた。そのことにエイジは、からかう前に驚おどろいてしまう。

「まさか幽霊やお化けが怖こわいとか言い出さないよな」

「そんなんじゃないわよ！　いや、でもそんな感じ……？」

　勘かん弁べんしてくれ、と思ったが、ララセルは至し極ごく真ま面じ目めな顔で言っている。まさか本当に霊れい的な存在がこの廃はいビルにいるのか。

「マスター。このビルには結界が張られている。嫌な感じがするのはそのせい」

　エイジとララセルがビルを見つめていると、テンコがビスケットを食べながら教えてくれた。

「へぇ、そうなのか。つか、お前どんだけビスケット持ってるんだよ」

「左右の袖そでの中に、それぞれ二キログラム」

「キロ単位かよ!?」

「あげない」

「いらんわ！」

　だが、これで辻つじ褄つまが合う。

　おそらく、人を寄せ付けないための結界だ。ということは、物理的な作用がなく、精神だけに感応しているはず。そしてエイジは、物理現象を起こさない魔ま法ほうを感じることが出来ない。

　だからこそ、ララセルの言っている嫌けん悪お感が少しも分からない。ただの廃ビルにしか見えない。結界が通用しないのだ。

　もちろん、エイジのような魔法オンチをも対象にした結界ならば効くのだろう。しかし、そんな一時代に一人いるか否いなかという存在を想定して計画を立てる者など皆かい無むだ。

「……あなたがウルティマラティオと繋つながっていないというのは、どうやら本当のようですね。なるほど、上の方が興味を持つはずだ」

「お前の上司なんか知るかよ。いいから案内しろ、殴るぞ」

　男はそれ以上何も言わず、再び歩き出した。

　当然、向かうは廃ビル。

「テンコ、灯あかりをくれ」

「ん」

　テンコの手の平から、光の玉が浮かび上がった。昼間並みの明るさ、とまではいかなくても、探たん索さくするのに支障のない光源にはなる。

　懐かい中ちゆう電灯を使ってもいいのだが、電池がもったいない。エイジは別に科学万ばん能のう主義者ではないので、魔法で代用できる部分は積極的に使っていく。

　男は地下を目指した。

　地下一階、地下二階、そして地下三階。

　立ち止まった壁かべの先には――壁がなかった。穴が開いていた。

　その奥おくには、線路が見える。右と左に延びていき、灯りが届かない奥まで続く。

「ちょっと何これ。どうして地下に線路があるのよ。まさかこんなところを汽車が走るわけないし……トロッコ用？」

　ララセルの言うことはもっともだ。こんな地下で蒸気機関車を動かせば、煙けむりで大変なことになるだろう。だが、伊達だてと酔すい狂きようで線路が設置されているとも思えない。壁も天てん井じようもコンクリートで固められ、実にしっかりした造りだ。

　おそらくは、旧世界の遺い跡せき。

「地下鉄だな、こりゃ」

「流石さすがですね。そのとおり。これは旧世界で使われていた、本物の線路ですよ。まだ電気で列車が動いていた時代のね。地下空洞への道は、途と中ちゆうまでこの地下鉄を使わせて頂きました」

「よくこんな場所を……お前ら、旧世界の知識をどれだけ持っているんだ？」

「さあ？　私は指示に従っているだけですから」

　男は小こ馬ば鹿かにしたように肩かたをすくめる。

　腹が立つ仕草だが、彼から情報が引き出せそうもないのは確かなので、エイジは無視を決め込んだ。

　一同は線路をしばらく歩き続ける。

　男は黙もく々もくと。テンコはビスケットを食べながら。ララセルは「やっぱりお化けでそう」と呟き。エイジは旧世界の電車が残っていないかと少し期待して。

　そして線路は緩ゆるやかなカーブを描えがき始めた。その進行方向とは逆の壁に、また大穴が開いていた。壁をぶち抜ぬき、地面の底へと続いていく下り道。奥は完全な暗くら闇やみで、まるで地じ獄ごくの入り口に見えた。

　舗ほ装そうされていない剥むき出しのトンネル。この地下鉄とは似ても似つかない急ごしらえ。

　別の者が掘ったのだと一目で分かる。

　それでも、地面には線路が走っていた。地下空洞へ資材搬はん入にゆうするのに使ったのだろうか。

「よくもまぁ、こんなもんを人知れず王都の真下に掘りやがって。大したもんだ。工事会社でも始めろよ。きっと注文殺さつ到とうだぜ」

「おやおや。我々は既すでに、世界秩ちつ序じよの構築という一大事業を始めているのです。残念ですが、よそからの注文を捌さばいている暇ひまはないのですよ」

「はっ、世界秩序とはふかしやがる。巨人さんを掘り起こす目的も教えてもらっていない下したっ端ぱのくせに」

「……ちっ」

　男はそれきり黙だまり込んだ。こちらとしても特に仲良くしたいと思わないので、そのままトンネルを進む。

「これって、王都の中心部に向かってるわね」

　ララセルが呟く。

「へえ、流石は地元民。地上が見えなくても地図はバッチリか。まあ、観測データでも中心部の真下に空洞があったからな。ちゃんと目的地に向かっているわけだ」

「マスター、テンコはお腹なかが減った」

「おい、ちょっと待て。手と口の中にビスケットある奴やつの言う台詞じゃねーぞ」

「お菓か子しは別腹」

「どこかぶっ壊こわれてんじゃねーのか」

　そんなやり取りをしながら進むこと約二十分。

　永遠に続くかと思われた地底のトンネルに、ようやく終わりが見えてきた。

　遠くに、光がある。

「おい、あれが地下空洞への入り口か？」

「ええ、そうです。これで私の任務も達成できました。もともとあなたを拉ら致ちして連れて来ることが目的だったのですから。自ら来てくれて本当に感謝しますよ」

「あっそ。とりあえず、お前はもういいよ」

　エイジは叢むら雲くもを横に振った。すると男の首と胴どう体たいが離はなれ、ボトリと地面に落ちる。

　プラズマを出せなくても、その刃は名剣と呼ぶに相応ふさわしい。よって人を切断するくらい造作もなかった。

　男の死体は一いつ瞬しゆんで分解され、チリも残さず消え失せた。

「さて。テンコ、灯りを消せ」

「ん」

　周囲は暗闇になった。しかし進行方向に光があるから、それを目指して歩けばいいのだ。もはや案内も道しるべも必要ない。この先に何があるのか、確かめるだけ。

　あと三十メートル。二十メートル、十メートル。

　そして、目の前が一気に開けた。

　地下、ということが信じがたいほどの広さ。あらかじめ観測データを見ていなければ、地上に出てしまったのかと勘かん違ちがいしていただろう。

　直径百メートルの地下空洞。

「こりゃまた……」

「ほんとに巨人がいるわ……」

　エイジとララセルは入り口で立ち尽つくし、目の前の光景に唖あ然ぜんとした。

　実のところ、今の今まで半信半疑だった。王都の地下に巨人がいて、それを掘り起こしているなどと、どうして信じられようか。それは人じん為い的てきな地震よりもなお滑こつ稽けいな話だ。

　しかし、現にいるのだ。

　銀色の、全長約四十メートルの、仰あお向むけに横たわった巨人。

　まだいくらか地面に埋うまっていて、それをツルハシやスコップをもった人々が掘っている。必死に、汗あせだくに、死にそうな顔で。

　その背を鞭むちで打つ、仮面の男たち。

　巨人を掘っている人は、何百人だろうか。なにせ大きさが大きさなので、その周りにいる人数が分かりにくい。しかし千人には届かないように見える。

　対して仮面の男はざっと五十人ほど。こちらは数が少ないので、あたりを付けやすい。

　それだけの人数差なのに、人々は鞭打たれるまま、奴ど隷れいのごとく働いていた。

　おそらく、仮面の男たちは数の差を覆くつがえす強さを有している。つまり一人残らず魔法使い。

　無論、人類はエイジを除けば全員ウルティマラティオに繋がっている。誰もが多かれ少なかれ魔法を使える。

　肉体労働を続ければ肉体強化の魔法を会え得とくするし、草原で放牧していれば視覚強化の魔法が身につきやすい。そうやって人々は、知らず知らずのうちに何らかの魔法を使っている。

　だが、そんなものは取るに足らない。脆ぜい弱じやくといってもいいだろう。

　魔法の習得それ自体を目的に訓練を積んだ者からすれば、一いつ般ぱん人じんの魔法など塵ちり芥あくたそのもの。一ひと振ふりで打ち砕いてしまう。

　ウルティマラティオの力を引き出すことに特化した人間。それこそが魔法使いなのだ。

　仮面の男たちは、全すべて魔法使いと考えるべきだろう。現に今まで出会った四人は、並以上の力を持っていた。

　ゆえに多数であっても従うしかない。もしくは――。

　ある者が、悲鳴を上げてツルハシを振り上げた。「もうこんなこと沢たく山さんだ！」と叫さけんで振り下ろす。仮面の男へ、ではなく、自分の心臓へ。

　自殺。神しん殿でんへの逃とう走そうだ。

　鎖くさりで繋がれていようと、監かん視しされていようと、一瞬で逃のがれられる最善手。しかし、仮面の男たちもそんなものは想定していた。即座にツルハシを引き抜き、複数人による回復魔法を一いつ斉せい射。

　憐れにも、彼は助かってしまう。地上への脱だつ出しゆつは失敗だった。

「ふざけた真ま似ねを。いいか、全員よく聞け！　自殺を企くわだてた者は、拷問にかける。いや、それだけでなく地上に残してきた家族も無事では済まんぞ。分かったか！」

「ま、待ってくれ！　俺おれはどうなってもいいが、妻と娘むすめは……！」

　死のうとした彼は、仮面の男にすがりつき泣きわめいた。

　何でもする。もう逃にげようとしない。拷問でも何でもしてくれ。だから家族だけは。

　その懇こん願がんに対する仮面の答えは無む慈じ悲ひだった。

「いいや駄だ目めだ。お前は見せしめだ。大切な妻と娘に会わせてやるぞ。お前の眼前でたっぷり悲鳴を上げさせてやる」

　その言葉に対し、人々の反応は二種類あった。

　震え上がり、我わが事になったらどうしようと青くなる者。

　無関心で、鞭で打たれぬよう黙々と巨人を掘り進める者。

　おそらく前者は最近連れて来られた人々で、後者はずっとここに閉じ込められている人々なのだ。

　仮面の男たちは今までずっと、同じ手法で奴隷を統とう率そつしてきたのだろう。それを覆す手段を、弱者は持ち合わせていない。地上に残した家族のために、自殺を我が慢まんする。

　ああ、しかし。

　今ここにはエイジがいる。

「テンコ。ララセル。この場にいる人間を片かたっ端ぱしから神殿に送るぞ。仮面も、誘ゆう拐かいされた人も。全員だ」

　そう宣言し、ジャケットの裏から五つの機械を取り出す。

　銀色の小型自律兵器――エイリアス。エイジの脳波で空を舞まい、音も無く忍しのび寄より、青い輝きレーザーで貫つらぬく殺人装置。多数を相手取るなら、うってつけの道具だ。

　仮面の男たちにとってそれは計画の破は綻たん。

　誘拐された人たちとっては地上への帰き還かん。

「分かった。誘拐された人たちは、出来るだけ無痛で送るわ」

「仮面は骨をばぎばぎにしてから殺した方がいい？」

「ああ、そうだ。分かってるじゃないか、テンコ」

　そして三人は、名乗りを上げることも警告することもせず、徹てつ底てい的てきな攻こう撃げきを開始した。
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　この地下空洞には四種類の建物がある。

　まず一つは奴隷用のあばら屋。地上では技術者として働いていたくせに、いざ連れてきたら使えない雑ざ魚こたちが寝ね泊とまりする場所だ。個室なんて贅ぜい沢たくは許さず、雑魚だけに全員雑魚寝だ。

　次にプレハブ小屋。比ひ較かく的てき優ゆう秀しゆうな奴隷を泊める場所で、二人一部屋でベッドもある。ここに泊まる者たちは肉体労働ではなく、巨人を動かす動力装置の修復と改造をやらせていた。

　それから集合住宅。黄金の夜明けゴールデン・ドーンが住む場所であり、当然、全て個室。最初から作業が一年以上かかると分かっていたので、それなりに豪ごう華かな造りだ。

　最後に一いつ軒けん家や。外装も内装もアールヌーヴォー調のもので、無む駄だに凝こっている。ロザリオとキャロルの家だ。他の奴隷や団員と違ちがって常じよう駐ちゆうしているわけでないのに、ロザリオは伊達と酔狂でこの家を造らせた。だって普ふ通つうの家に住むなんて、自分に似合わないから。

　そんなアールヌーヴォーの屋や敷しきで、ロザリオは優ゆう雅がに読書に耽ふける。

　十九世紀のデザインを再現したソファーに座り、美味おいしい紅茶を飲みながら、ステンドグラス・ランプの灯りで、旧世界の文章を追いかける。

　――ああ、なんて知的なのでしょう。そう、私は退廃少女ゴシツク＆ロリータ。他の皆みんなとは違うのよ。

　この部屋の調度品も、着ている黒いドレスも、この本も、何もかもが素晴らしい。だから、きっと私も素晴らしい。

「何を読んでいるのですか、ロザリオ」

　キャロル・ラビットが後ろから抱きつき、そう聞いてくる。

　甘あまい香かおり。綺き麗れいな黒い髪かみ。

　ローゼンクロイツが残した図書館の門番さん。永遠に年を取らない生きたお人形。とても特別な存在。そのマスターである自分も特別。

「アントニイ・バージェス著、時計じかけのオレンジ」

「小説ですか。活字を追うなんて、ボクには難しくてできません」

「あらまあ。あなたの図書館から持ってきた本よ。司書なのに活字嫌ぎらいなんて、いけない子ね」

「ボクは司書ではありません。ただの門番です。門を開くだけ。その中にある本をどうするかは、あなたが決めることですロザリオ。ボクを終わらぬ夢から解き放ってくれたマスター」

　マスター。彼かの女じよはそう甘えた声で呟つぶやき、しがみつく力を強める。

　破壊の日ブロウクン・デイよりもずっとずっと前から棺かん桶おけに閉じ込められ、地中で眠ねむり続けていた可哀想な少女たち。彼女以外にもあと何体かいて、それぞれ違う遺産を守っているのだという。

　どんな遺産なのだろう？　どんな可か憐れんな門番なのだろう？

　全部全部、自分のものにしたい。

　永遠の少女たちに囲まれたら、ロザリオも永遠になれるだろうか。

　いやいや、永遠なんて高望みはしない。むしろ永遠は邪じや道どう。私が私でいるために。

　世界は変化し続けるもの。だから私も変化し続ける。

　ゆえに、変化を抑よく制せいしたウルティマラティオは邪じや魔まなのだ。

　人類を遺伝子ジーンの伝でん播ぱ装置に貶おとしめ、文明ミームの進化を阻そ害がいする迷惑装置スパム・マシーン。

　昨日も今日も明日も同じ。個人は歳としを取って行くのに、人類そのものは五百年ずっと変わらず。目標がない。冒ぼう険けんがない。飽あくなき探求心が根こそぎ奪うばわれている。

　これではミラーニューロンが劣れつ化かしてしまいそう。

「ところでロザリオ。その本はどんな内容なのですか？」

「いわゆるディストピアものよ。主人公は手の付けられない不良少年で、強ごう盗とう傷害に強ごう姦かんと何でもござれ。ついに逮たい捕ほされてしまうのだけど、刑けい期き短縮を条件にルドヴィコ療りよう法ほうの被ひ験けん者しやになるの。このルドヴィコ療法ってのは、ようは洗脳ね。暴力的行動に激しい嫌悪感を抱くよう改造されるの。別に主人公の倫りん理り観かんが変わったわけじゃないのに、犯罪を行なおうとすると、機械的に頭痛と吐はき気けが襲おそうようになってしまったの」

「へえ、それは辛つらいですね。でも、おかげで善人になれたのでしょう？」

「そうね。犯罪が出来ない体になったわ。けど、それって善かしら？　自分で選せん択たくしたわけじゃないのよ。本当はヴァイオレンスを欲ほつしているのに、ルドヴィコ療法のせいで出来ないだけ。奪われただけ。ねえ、これってまるでウルティマラティオみたいじゃない？　私たちに選せん択たく肢しはない。科学を捨てて魔法を使うしかない。ああ、とても環かん境きように配はい慮りよしてるわね。殺人も自殺も出来ない。ええ、優しい世界だわ。けど、それがどうしたの。選択肢を頂ちよう戴だいよ。私は私でいたいのよ。時計じかけなんてまっぴらご免だわ！」

　いつの間にか、ロザリオは大声を出していた。それは淑しゆく女じよにふさわしくない行ないだ。なんて破は廉れん恥ち。キャロルしかいない場所でよかった。

「まあ、私ったら。はしたない」

「ふふ、そうですね。ですが、ボクはそんなロザリオが大好きです。ボクはきっと、ロザリオの叫びで目覚めたのです」

「ありがとう。私も大好きよ、キャロル」

　この世界で一番大切な親友。

　この子と私とで、ウルティマラティオを停止させるのだ。誰にも邪魔はさせない。

　と、時計じかけの話をしていたら――。

「あら？　外が何か騒がしいわね」

「本当です。どうしたのでしょう」

　二人で顔を見合わせ首をかしげる。すると仮面を被かぶった男が、呼び鈴も鳴らさず飛び込んできた。

「ロザリオ様、大変です！」

　この地下空洞の現場指揮官だ。

「無粋ね。女二人の家に勝手に入ってくるなんて。着替えでもしていたらどうするつもりだったのかしら」

「も、申し訳ありません。ですが、敵襲です！　エイジ・ハズウェルが我ら黄金の夜明けゴールデン・ドーンと奴隷たちに攻撃を開始しました！」

「ふーん。問答無用で？　話し合いの余地はなし？」

「ありません！　ゆえにご指示をロザリオ様！」

　現場指揮官は色めきたっているが、ロザリオは唇くちびるに指を当てて呑のん気きに考える。

　王立美術館にソーラーパネルと電球を設置したというエイジ・ハズウェル。ぜひお話ししてみたかったが、いきなり戦端を開くような野蛮人なら仕方がない。今日のところは友達になるのは諦あきらめて、またの機会にしよう。

　いや、むしろ――。

「全てあなたに任せるわ指揮官。あなたの裁量でこの混乱を収束してみせなさい。場合によっては巨人を起動させてもいいわ」

「はっ？　しかし、巨人はまだ機関部も音響接アコーステイ続器ツク・カプラも調整が不完全で……」

「大丈夫よ。半分でも性能を出せれば誰にも負けない。六天騎き士しでも来ない限りはね。それともあなたは、私の作った音響接アコーステイ続器ツク・カプラと禁忌呪文チート・コードが信用できないのかしら」

「め、滅相もございません！　ではこれよりエイジ・ハズウェルの殲滅を始めます！」

　敬礼し現場指揮官は走り去っていく。

　彼は頑張るだろう。巨人をも動かしてエイジ・ハズウェルと戦うだろう。

　そうなったとき、エイジはどんな動きを見せるのか。

　――まさか負けるなんて言わないで。私が恋こい焦がれている旧世界の技術。その欠かけ片らでも蘇よみがえらせたというのなら、不完全な巨人など蹴散らしてご覧なさい。

　見たい見たい。魔法ではなく科学の力を。旧世界の機械がどんな戦い方をするのか、この目に焼き付けたい。

　ゆえにロザリオは、せっかく掘り出した巨人を当て馬にすると選択した。

　黄金の夜明けゴールデン・ドーンではなく、あくまで自分のために。

「さあ、逃げましょうキャロル。私たちはどこか安全な場所から観戦よ」

「はい、行きましょうロザリオ。ボクはどこまでもお供します」

　そして二人は仲のよい姉妹のように手を繋ぎ、秘密の出口から脱出する。

　もしかしたら音響接アコーステイ続器ツク・カプラが暴走するかも、と分かっていながら。

　死にゆく仲間たちのことなんて、微み塵じんも考えず。
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　地下空洞は殺戮の海と化していた。

　ナノマシンによって飛躍的に高められたエイジの身体能力は、高位の魔ま法ほう使つかいに伍ごする。そこに叢むら雲くもの切れ味が加われば、人間の体などヨーグルトのようなもの。斬きられた者たちは痛みを感じる間もなく神殿に送られる。更さらに脳波コントロールされた小型自立兵器エイリアスが蜂のように飛び交い、レーザーという針で刺す。

　オーガスタ王国近衛騎士筆頭のララセルも剣を持ち、駆かけ抜ける。魔法を飛ばしたり拡散させたりといった技わざは苦手であるが、身体強化魔法においては、この場にいる誰よりも優れている。筋力も耐久力も自己治癒も五感も反射も、おしなべて超人。本気を出したララセルの身体能力はドラゴンと比べても遜そん色しよくがなく、そこに研けん鑽さんを積んだ剣けん術じゆつが加わるのだから、刃やいばの暴風雨と呼べるほどの現象を巻き起こす。彼女が通ったあとには生者なし。

　テンコは前者の二人と比べ、立ち止まったまま。だが、それは怠惰を意味しない。なぜなら彼女は、ローゼンクロイツの技を受け継いだ使い魔だった。炎ほのお、風、水、氷、雷かみなり、磁力、重力――そういった魔法らしい魔法を四方八方へ乱れ打つ。結果、一歩も動くことなく破は壊かいを生み出す。それに巻き込まれた者は、仮面であろうと奴隷であろうと分け隔てなく死んでいく。生半可な防ぼう御ぎよ魔ま法ほうで防げはしない。そんな面制圧を続けているのに、テンコに疲労の色はなかった。速度、範はん囲い、精度、射程、威い力りよく――全てが高水準であり、その燃料となる魔ま力りよくも無尽蔵。ビスケットを食べる余よ裕ゆうすらあった。

　よって、勝敗は最初から決まっている。

　この三人以外は一人も生き残らない。等しく神殿送りになる。これだけの人数が一斉に転送されてくれば、鈍い警察もただ事ではないと気が付くだろう。そして被ひ害がい者しやたちの証言を聞けば、地下空くう洞どうに辿り着く。

　仮に警察が完全無欠の無能で、仮面の男たちを全て逃がしてしまったとしても、誘拐された人々を救えるというだけで、この虐ぎやく殺さつに意味があった。

　だから、ためらわずに斬る斬る斬る。

　さあ、あとわずか。

　誘拐された人たちはあらかた送った。残るは仮面の連中だ。

　建物の中からわらわら出てきて最初より増えているが、それがどうした。

　皆殺しにしてから、このエイジ・ハズウェルがゆっくり巨人を調べてやる。

　そんな趣味的なことを考えたとき、戦局に異変が起きた。

　果か敢かんに戦っていた仮面の男たちが、撤てつ退たいを始めたのだ。

　無秩序な逃走ではなく、管理された撤退。

　それも巨人の頭部と胸部に向かう二手に分かれて。

　そんな所に向かって何が変わるのか。エイジは疑問に思ったが、答えはすぐに出た。

　なんと巨人には入り口があったのだ。乗り物のようにハッチを開き、仮面たちは中に入っていく。

　まさか、この巨人――操縦できるのか。だとすれば是ぜが非ひでも中を見たい。分解したい。構造を脳に焼き付けてやる。
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　言うまでもなく、黄金の夜明けゴールデン・ドーンの生き残り三十八人は、巨人の中に逃げ込んだのではない。エイジとその仲間二人を殲滅するために、この古代の決戦兵器を起動させようと乗り込んだのだ。

　――銀色の巨人。

　ロザリオ・ロンバルトから聞いた話によれば、抹殺目録メシエカタログ78番目の世界で製造されたものらしい。その目的は、無論、アマデウスとの戦せん闘とう。

　かつてこの地球に到来したクリスチャン・ローゼンクロイツと、その眷けん属ぞくたちが運用した超兵器。その一つ。

「おお、ローゼンクロイツよ。遺産を残して下さりありがとうございます。あなたの意志は我ら黄金の夜明けゴールデン・ドーンが必ずや、あのお方に届けます！　ですが、その前に、あの三人を倒たおすため、お借りします！」

　地下空洞の現場指揮官は頭部コックピットの中央に座すわり、大いなる異星の魔法使いへ祈りを捧げた。

　コックピットに連れてきた部下は五人。それぞれがコントロールパネルに手をかざし、魔力を流して制御する。

　しかしこの巨きよ人じん、肝心の動力源が停止したままだった。

　なにせ旧世界の技術を更に上回る、ローゼンクロイツの遺産なのだ。現代に生まれた人間が完全に修復できるわけもなく。別の手段で代用するしかなかった。

　そのためのロザリオ・ロンバルト。そのための音響接アコーステイ続器ツク・カプラと禁忌呪文チート・コード。

　あの天才少女が作り上げたゼンマイ駆動の階差機関が、巨人を蘇らせる。

　胸部に向かった三十二人を餌にして。

「胸部へ通達。これより音響接アコーステイ続器ツク・カプラを起動する」

「了りよう解かい。我らが黄金の夜明けゴールデン・ドーンのために」

　伝声管での短いやり取り。それは死ねという命令。それは死ぬという受じゆ諾だく。

　指揮官は胸に熱いものを感じながらも、冷酷に作戦の開始を宣言した。

　そしてコックピットにいる部下五人がそれを受け止める。

「では諸君。始めるぞ。音響接アコーステイ続器ツク・カプラ、起動」

「音響接アコーステイ続器ツク・カプラ、起動確かく認にん。禁忌呪文チート・コードを演奏」

「第三禁則事じ項こう、突とつ破ぱ。洗脳を開始」

「――炎を放て」

　ウルティマラティオの恩おん恵けいは、この世界の誰にも降りそそいでいる。それがあったからこそ、この五百年、人類は生き延びてきた。

　しかし同時に、三つの枷かせもはめられていた。

　治安維い持じには枷が必要であると分かるが、それは愚ぐ者しやのための措置だろう。

　黄金の夜明けゴールデン・ドーンならば、正しくウルティマラティオを使うことができる。

　よって枷など不要。

　音響接アコーステイ続器ツク・カプラと禁忌呪文チート・コードは、その枷を外すための手段だ。

　ゼンマイ式の音響接アコーステイ続器ツク・カプラは、人の耳には聞こえない波長の音を放つ。それは魔法と化して広がり、ウルティマラティオの回路へと侵入を果たす。

　そこで流すのが禁忌呪文チート・コード。三つの禁則事項を解除するための呪じゆ文もん。ローゼンクロイツが想定していなかったであろうコード。それを不正に流すことによって、ウルティマラティオのプロテクトを突破する。

　ここで今、流している禁忌呪文チート・コードは第三の、すなわち洗脳を禁ずる枷を無効化するものだ。

　それをもってして、胸部にいる三十二人をトランス状態にし、死の淵まで火炎魔法を使わせる。

　蒸気機関を動かすために。

　現状、人間に作ることが出来る動力で最強なのは蒸気機関だ。石炭を燃やした火力によって水を沸ふつ騰とうさせ、その蒸気の圧力によって動力を得る。当然、火力が強ければ強いほど、そのパワーは増していく。

　ならば、石炭より火力が高いものを燃料にすれば、劇的に強くなるはずだ。

　それはガソリン？　それはニトロ？

　否、魔法使い。

　ボイラー内部に閉じ込めた三十二人が今、限界まで火炎魔法を解き放ち、己おのれと酸素を燃焼させていく。

　熱い。息が出来ない。体が炭化する――普通なら悲鳴を上げ、魔法を使うための集中力が維持できない。ところが彼かれらは禁忌呪文チート・コードによって洗脳されている。痛みも苦しみも超ちよう越えつし、ひたすら熱を放つだけの生きた燃料だ。

　もちろん、そんなことを続ければ、ほどなくして絶命する。熱源を失い蒸気機関は停止する。だが、魔法使いは極端な話、脳さえ生きていれば活動可能だ。洗脳によって究極の域まで肥大化した集中力は、炭化した体を回復魔法で再生させていく。

　よって、ここに狂きよう気きのマッチポンプが完成した。

　限界まで振ふり絞った魔力で自分たちの体を焼き尽つくし、平行して回復し続けるというセルフ地獄。

　彼ら三十二人の脳が焼き切れるまで、ボイラーの熱量は増加し続ける。

　すなわち、人肉燃焼式蒸気機関。

　ロザリオ・ロンバルトが考案した悪魔の発明が、巨人の心臓となって血液を巡らせた。

「蒸気機関、回転一六〇〇。両弦バランス正常」

「βカプセル内、圧力上昇。エネルギー充填九〇パーセント」

「フライホイール始動、十秒前」

　全ては順調だ。やはりロザリオの言葉は正しかった。このシステムはもう十分に戦える。完成度が半分であっても、世界を支配するのだ。

　蒸気機関の出力が上昇するに従って、巨人全体を振しん動どうが包つつみ込んでいく。いや、この振動は地下空洞をも越こえ、地上の王都まで到達しているはず。

　この半年間続いていた地じ震しんは全て、この人肉燃焼式蒸気機関のテストで発生したものだ。しかし今日はテストではない。途中で止めたりしない。ゆえに過去最大。なにもかもを粉ふん砕さいする。

「指揮官殿どの！　エイジ・ハズウェルが、胸部装甲に攻撃を！」

「なにっ？」

　あとわずかというこのときに、蒸気機関とは別の振動が巨人を襲う。エイジが大たい剣けんを叩たたき付けてきたのだ。信じがたいことに、その一いち撃げきが全長四十メートルの巨人を大きく揺ゆらした。

「うろたえるな！　如何いかに強かろうと、剣の一撃や二撃で巨人の装甲を貫けるものか！」

　指揮官は自分の不安を拭うために怒ど声せいを発する。

「エネルギー充填一〇〇パーセント」

「フライホイール接続、点火！」

　ここに78番世界の巨人が復活を果たす。

「――発、進ッ！」

　背中から白い粒りゆう子しの翼つばさを広げ、飛翔する。

　天井を破砕し、地中を抉り、そして――真上に位置する王都へと。







第五章　その名はアマデウス







　テンコが反重力を作り出す。それを使い、巨人が開けた穴から地上へ向けて落下し、エイジたちは王都へ帰還した。

　そこには、まさしく目を疑うような景色があった。

　夜の空。そこに銀色に発光する巨人が浮いている。あたかも、自分が支配者だと知らしめるように。

「おいおい、冗じよう談だんだろ。空飛んでやがるぜ」

　ビルの屋上から見上げたエイジは、声を震ふるわせて呟く。

　どんな仕組みなのか、あの巨人の中には何が詰つまっているのか――それを思うと期待で震えてしまう。ああ、早く分解したい。

「感心してる場合じゃないでしょ！　あんなものが暴れたら王都はひとたまりもないわ」

　隣となりに立つララセルが、ヤケクソ気味に叫んだ。

　暴れたらも何も、暴れるに決まっているだろうに。奴はそのためだけに起き上がり、飛び立ったのだから。

　よって、こうして巨人が王都上空にいることそのものが大事件だ。あとは、どれだけ速やかに排はい除じよできるかにかかっている。

　戦力として期待できるのは、ここにいる三人だけ。

　当初の目論見では、地下空洞に地震の原因があると証明し、オーガスタ王国の警察と騎士を正式に動かすことにあった。が、あんなものを相手にすれば、並の魔法使いは何も出来ずに消し飛ぶだけだろう。ドラゴンと遭そう遇ぐうした辺りからその懸念があったが、これでハッキリした。

　なにせ全長四十メートル。その背中から光の翼を広げ、神の如ごとく王都を見下ろす巨人。

　あの巨きよ体たいが浮き上がっているというだけで、尋じん常じような出力ではないと分かってしまう。

　当然、街のいたるところから悲鳴が上がり、パニックが起きている。逃げ惑まどう人々が押おし合い、ドミノのように倒れ圧死して消えていく。

　そんな混乱を嘲あざ笑わらうように、巨人は口を開いた。溢あふれ出すのは笑い声の代わりに、エネルギーの奔流。狙いは無論、エイジたち。

「電磁フィールド展開！」

　巨人が放った光が激げき突とつする寸前、磁場の壁かべがそれを防いだ。あまりの光量に目の前が真っ白になり何も見えない。もし直ちよく撃げきしていれば足元のビルと一いつ緒しよに蒸発していただろう。

　しかし、防ぎきる。

　そして、跳ね返す。

　巨人は自分の攻撃をそのまま受け、爆ばく発はつで全身を包まれる。四十メートルが見えなくなるほどの火球が王都上空に出現する――やはり信じがたいエネルギー量だ。

「やった！　エイジ凄すごい！」

　ララセルは炎に包まれた巨人を見てはしゃぎだす。だが、喜ぶのは少々早すぎるだろう。

「馬ば鹿か、こんなんで終わるかよ」

「え？」

　風が吹き、炎が散る。その中から現われたのは、汚よごれ一つない無傷の巨人だ。

「うそ、だって今の、王宮が吹っ飛ぶくらいの威力があったじゃない！」

「もともと奴の攻撃だからな。フグが自分の毒で死ぬか？」

　地底に眠っていた正体不明の巨人。いつから王都の下にいて、誰だれが作ったのか。そもそも人工物なのか生物なのかすら分からない。確かなのは、旧世界の遺物であろうということだけ。

「テンコ。あいつは魔ま法ほうで動いているのか？　それとも機械なのか？」

　空から聞こえてくる音は、大出力の蒸気機関であるとエイジの耳が言っている。だが、いくら巨きよ大だいな蒸気機関を作っても、巨人が飛ぶとは思えないし、まして先さき程ほどの攻撃など絶対に無理だ。

　だからエイジは、誰よりも魔法に長たけているテンコに尋たずねたのだが。

「魔法も使っている。けど、それだけじゃない。何だか分からない」

　返ってきたのは、そんな不明瞭な言葉だった。

　テンコは魔法を使うだけでなく、読み取る技も秀でている。なのに分からないと言う。

　されど、丸ごと機械というのでもない。

　それは、つまり――。

「ハイブリッドってことか！　すげぇな！」

　そういう選択肢もあったかとエイジは驚きよう嘆たんした。そうだ、どちらか一方を使う必要はないのだ。両方ともこの世界にある以上、組み合わせるのがむしろ当然。素す晴ばらしい。勉強になった。より深く知るために、倒してバラす。

　エイジは巨人を前にして、自分が負けることなど微塵も考えていなかった。

　叢むら雲くものバッテリー切れなど、ハンデにもならない。

　自分の武器は、まだまだ幾らでもある。それこそ国を滅ぼせるくらいに。

　なにせ、この十年。エイジが想定してきたのは常に、対アマデウスなのだから。




　　　　　△




　クラリッサ・オーガスタは地震を感じたとき、またか、とウンザリした。

　ところが、その地震はいつまでも収まらない。むしろ強まり続け、ついに立っていられないほどになった。そして、地底から突き上げられるような衝撃によって体が浮き上がり、たまらず悲鳴を上げてしまう。

　本棚が倒れ、額縁が落下し、シャンデリアが躍る。

　座り込んで、頭を抱え、地震が終わるのを待つ。ひたすら待つ。

　災害の前では、王族も市民も関係ない。祈るだけ。

　揺れが止まったのは、果たして発生から何分後だっただろう。

　永遠にも思える時間だった。もしかしたら十数秒の出来事だったかも知れない。何十分も揺れていたような気もする。

　クラリッサは恐る恐る立ち上がり、おもちゃ箱をひっくり返したような状態の部屋を見回す。誰が片付けるのだろう――なんてノンビリしたことを考えてから、すぐに現実に戻る。

「街は!?」

　慌てて窓に駆け寄り、割れたガラス越しに外を見る。

　王宮の庭で、地割れが起きていた。木も折れ曲がり、美しかった庭園が見るも無惨になっており――だが、そんなものはどうでもよく、遠くから見える幾いくつもの煙けむりが、クラリッサの胸を締め付けた。

　火災が発生している。家屋の倒壊も起きているだろう。死者は何人だ。いや即そく死ししたならまだいいが、生き埋うめになっているとしたら地じ獄ごく。その救助を一刻も早く。火を消さないと被害は天てん井じよう知らずに膨れ上がる。警察と騎き士し団だんで避難誘導を――。

　クラリッサのなかで様々な思考が駆け巡めぐったが、悲しいことに、オーガスタ王国において王の権限は無に等しい。全ての決定権は議会が握にぎっている。よって警察にも騎士団にも指示を出せない。

　それでもクラリッサは絶望していなかった。議会は確かに利権にまみれ、国民の生活を第一に考えているとは言いがたい。しかし、それは政治家に限らず、人の組織なら大なり小なり当然だ。次の選挙で勝つため、必要最低限の仕事はしてくれるはず。

　ところが、そんな真っ当な思考を打ち消すように、再度の衝撃が王都を襲った。

　ほんの一撃。時間にして一秒にも満たない。だが、先程の地震など比べものにならないような揺れ。まるで王都全体が持ち上げられ、叩き付けられたような。

「きゃぁっ！」

　クラリッサは尻しり餅もちをついた。その痛みもすぐに意識から消える。

　なにせ見上げた先に、銀色の発光体がいたのだから。

　つい数秒前まで、影かげも形もなかったのに。そいつは確かに王都の空に浮うかんでいた。夢か幻まぼろし。自分の頭がおかしくなって幻覚が見えているのだとしたら、どんなに幸せだろう。

「巨人……」

　そう表現するしかない、銀色の人ひと形がた。背中から白い翼を広げ、王都を見下していた。

　何だあれは。どこから来た。まさか、あれが地震の原因だったのか。

　理解不能。理解不能。

　状じよう況きようを処理しきれず、思考が停止してしまう。

　そのとき、部屋に五人の近この衛え騎士が駆け込んできた。

「陛下、ご無事ですかっ？」

「さあ、我々と共にお逃げ下さい！」

　近衛騎士の役目は一いつ般ぱんの騎士と違い、治安維持ではなく王の護衛だ。しかし、その指揮系統はやはり議会に属している。

　よって彼らが日ひ頃ごろ、クラリッサの身辺警護をしてくれていても、クラリッサの部下という訳ではない。本来の義務を超こえてクラリッサに忠誠を誓ちかってくれた不良騎士はララセル唯ただ一人。ゆえにクラリッサは、この五人に感謝もしているし信用もしているが、友とは思わない。だからこそ地震の調査をララセルだけに命じた。

　そんな近衛騎士たちの言葉が、クラリッサの止まっていた頭を再び回し始める。

　――逃にげる？　ええ、そうです。あんな巨人がいたら死んでしまいます。何度も何度も死んでしまいます。早く遠くに逃げないと。

　初めは保身が浮かんだ。誰だって自分の身が可か愛わいいから。それは当たり前。

　しかし、近衛騎士が続けた一言が、クラリッサの思考を正反対の方向へ導いた。

「議会の方々は既すでに地下シェルターへの避難を始めています！　陛下も早く！」

　議会は、もう、避難した、だと――。

「は？」

　クラリッサは、血液が逆流するのを感じた。頭に血が上りすぎて破裂しそう。

「議会が真っ先に逃げてどうするのですか!?　誰が指揮を執るのです？　警察は？　騎士は？　住民を誰が助けるのですか！」

「し、しかし……死んでも生き返るのですから……」

「そうです！　ウルティマラティオの恩恵がある以上、何も恐おそれる必要はありません。ですが、高貴な方々にデスペナルティを与あたえるわけにはいきません。それに、民衆も自分たちで避難をするでしょう」

　彼らの言葉にクラリッサは耳を疑ってしまう。こんな連中が騎士をやっているという現実に目め眩まいがした。

「さあ、陛下。早く……」

「お黙だまりなさい！　この恥知らずども！」

　彼らは愚ぐ図ずだ。話をしていると鼓膜が腐くさってしまいそう。

「死んでも生き返る……？　ええ、そうでしょう。ですが、肝心の神しん殿でんが破壊されたらどうするのです？　〝復活はもっとも近い神殿〟というルールがある以上、王都の神殿が破壊されたら、別の街の神殿で生き返ってしまいます。そうなったら、誰も帰ってきてくれませんよ！　国家が国民を見捨てたのですから！　この王都が首都機能を失えば、オーガスタ王国が分裂するかも知れません。他国に併合されるかも知れません。ですから、戦いなさい、人々を誘導なさい！　あの巨人を一分一秒でも足止めし、一人でも多くを逃がすのです！　国民を守らずして国家のどこに存在意義があるのですか。たとえ王都の建物が根こそぎ焼け落ちても、人さえ残っていればやりなおせるはずです。国とは人が集まって作られるのです。しかし、ここで我々が真っ先に逃げては、人は離はなれていくでしょう。法律や経済よりもまず、信がなければ国はなりたたないのですから！　死んでも生き返るというのであれば、なおのこと命を張って国民を救いなさい！」

　女王による命令。

　それは完全に憲法違反だった。そのような権限は、クラリッサのどこにもない。

　よって近衛騎士が応じる義務はなし。むしろ議会が女王を逃がせと言ったのなら、腕うでずくでも逃がすのが責務だろう。

　だが、彼らの顔つきが変わる。騎士の顔になる。

「私は今から騎士団基地と警察署に行き、指示を下します。従わぬ者は殴なぐってでも従わせます。あなたがたもですよ！　私と共に来なさい。もしこの期に及んで逃げるとほざくのであれば、私を倒してからになさい！」

　言うまでもなく、クラリッサに戦闘力などなかった。武芸も魔法も、かじったことすらない。肉体労働の経験もない。騎士はおろか、一いつ般ぱん的てきな女子と取っ組み合っても負けてしまう。

　しかし、誰も女王と戦おうとはしなかった。

　ただ、膝ひざを突き、頭を垂れ、誓うのみ。

「我ら一同、女王陛下にお供させて頂きます」

「結構！　ならばまずは騎士団を掌握します。一刻の猶ゆう予よもなりません。私を抱かかえて走りなさい。全力で！」

　魔法使いである騎士たちの全力疾走に、まともな人間であるクラリッサが耐たえられるわけがない。下手をすれば首が折れる。それでも躊ちゆう躇ちよせず命じた。

　彼らは応えた。




　　　　　△




　ララセル・ラングリラ。十七歳にして、近衛騎士の筆頭を務め、自他共に認めるオーガスタ王国最強の騎士だ。

　だが、その実力の高さに反比例して、議会の評価は低空飛行を続けていた。

　なにせ言うことを聞かない。議会よりも女王を優先する。にもかかわらず国民の人気は高いのだから始末に負えなかった。
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　議会に大人しく従い、女王を人形として扱あつかっていればもっと出世が早く、二十歳はたちになる前には騎士団長も確実だろう。しかし、そうはしない。自分が正しいと思った選択を取る。

　なぜなら両親もそういう騎士だったから。

　世界最強の六人、六天騎士だった父と母。その実力も名声も、今の自分より遥はるかに上。

　そも、六天騎士は名めい誉よ称号だ。選ばれたからといって義務が生じるわけでも、対価を得るわけでもない。六人それぞれが別の騎士団に所属しているのが普ふ通つうで、ゆえに六天騎士同士で戦うことも有り得る。

　ただたんに、この世界の上位六人をリストアップしただけ。利権は絡まない。だからこそ逆に、オーガスタ王国から二人も選ばれたというのは、本当に名誉なことだった。

　優れた騎士が同時代に同国に生まれたという奇跡。

　ララセルの両親は、幼馴染みだったらしい。小さな頃ころから互たがいに競い合い、高め合い、気が付いたら六天騎士になっていたという話を聞かされた。まだ二人が生きていた頃に。

　両親は真実、正義の騎士だった。

　単純に戦闘力が優れているのみならず、議員や役人の汚職を追及し、企業の犯罪を暴き、オーガスタ王国にはびこる闇組織も一掃した。そんな二人を邪じや魔まに思う勢力は無数におり、暗殺されかけたことも一度や二度ではなかった。が、それら全すべて返り討ちにしてしまう。

　ララセルは二人が無敵だと信じていた。

　何があっても勝利して帰ってくる、究極の騎士。

　それが十年前、アッサリと死んでしまった。死ぬ。人が死ぬ。寿じゆ命みよう以外で死ぬことがあるなんて、ララセルは知らなかった。

　泣いて、嘆いて、暴れて、最後に自殺を試みた。しかし死ねない。神殿で生き返ってしまう。天国の両親に会いに行くのは不可能だった。そのときララセルは、この世界の全てを怨うらみさえした。

　それでも今は、一つの答えを出している。

　もう二度と会えない両親と向き合うには、越えることだ。実力でも精神性でも並び立ち、追い越す。

　――私がお父さんとお母さんの跡あとを継いで、六天騎士になる。

　その決意を固めてから、ララセルは歩き始めることが出来た。悲しみを忘れたわけじゃないけれど、涙なみだは拭った。あとは駆け抜ぬけるだけ。その先にきっと両親がいるから。

　だから、こんなデカイだけの化物に負けていられない。

「エイジ、あの巨人を吹っ飛ばす武器はないの？　さっきドラゴンを倒したような」

「残念ながら叢むら雲くもはバッテリー切れだ。しかし、手段ならあるぜ。それを当てるには、奴やつの動きを十秒ほど止めなきゃならん」

　あの巨体を、人の力で十秒も止める。それは――

「十秒ね。分かったわ。その役目は私がやる。エイジはトドメをお願い」

　楽勝だ。自分は六天騎士、アラン・ラングリラとケイシー・ラングリラの娘むすめなのだから。その誇ほこりに懸けて王都を守る。相手が誰であろうと、負けたりしない。

「……いいだろう。信じてるぞ、ララセル」

　そんなエイジの言葉に送られて、ララセルは進撃した。信じてるぞ――なんて嬉うれしいことを言ってくれる。がぜんやる気が出てしまう。

　何となく頬ほおが熱くなるのを感じながら、ララセルは突き進む。

　逃げ惑う人々で埋まった大通り。そこに並ぶ店の外壁を走る。

「アクセス――ウルティマラティオ」

　意識の奥おく底そこ。思考の深淵。そこに繋つながっている『私』ではないモノ。空の彼方の演算装置ウルティマラティオを強く感じ取る。

　接続。並列。処理。開始。

　自分の末端がウルティマラティオへ溶とけていき、ウルティマラティオが自分に混ざってくる。

　魔力をダウンロード。演算は自分の脳とウルティマラティオで同時に。

　どれだけの魔力を引き出せるか、どれだけ複雑な魔法演算が出来るのか。全ては魔法使いの技量にかかっている。

　ララセルは複雑な演算は少々苦手だ。しかし代わりに、扱える魔力なら誰にも負けない。あくまで六天騎き士しを除けばだが――自分より高出力の魔法使いに出会ったことはまだない。

　ウルティマラティオから転送されてきた魔力は、ララセルの全身を駆け巡り、その機能を爆発的に増大させていく。量が多すぎて、体が星のように発光してしまうほど。

　その魔力を燃料に、ララセルは店の屋根を蹴け飛とばした。レンガを砕き、その反動で飛ぶ。まるで大たい砲ほうで撃ち出されたように、空の巨人へ一直線に。

　高度は約二百メートル。王都の全域を見渡せる高さだ。あちこちから火が上がっているのがよく分かる。

　この巨人はまだほとんど暴れてもいないのに、地上に現われたというだけで壊滅的な被害をもたらしていた。

　――悔くやしい。

　クラリッサ陛下が、地震の原因は地下にあると判断しなければどうなっていただろう。エイジを呼び、突き止めなかったらどうなっていただろう。

　きっと、誰も地下にあんなものがあると知らずに暮らし、ある日、破局を迎むかえる。

　けれど、きっと、まだ間に合う。

　地下で奴らが作業を続けていたということは、巨人はまだ完全じゃないはず。

　ララセルは巨人の頭上まで跳び――そこから下へ向け、加速した。

　足場のない空中では疾走できないという物理法則を、魔法でねじ伏せる。私は征いくのだから征かせろ、と。

「はぁぁぁぁっ！」

　巨人の顔面へ向け剣を突き出す。彼我の質量差は何万倍だろう。普通に考えれば勝ち目は皆かい無む。しかし、それを覆くつがえす速度があった。貫けぬまでも傷くらいはつけてやる。

　けれども、巨人とてカカシではないから。こちらが立ち向かえば、迎撃しようと動くのが道理だ。

　四十メートルの体とは思えぬ速さで巨人はこちらを向き、拳こぶしを振り上げた。

　剣と拳が衝しよう突とつする。

　片や超ちよう音おん速そく。

　片や大質量。

　その結末は、ほぼ互角。

　ララセルは空中に放り投げられ、一方、巨人は地面に落ちる。

　四十メートルが無数の建物を押しつぶし、噴煙を上げ、仰あお向むけに寝ねそべった。そんな光景を見ながらララセルも落下する。

　あの辺の避難は完かん了りようしたのか。一体、何人の生活を奪うばってしまったのか。

　そんな忸じく怩じたるものを感じつつ、広場に着地した。

「エイジ、今よ！　巨人は止まっているわ！」

　ララセルは叫さけぶ。無論、ここから聞こえるはずもないが、巨人が倒れたのは見えているだろう。ならば、あのドラゴンを消し飛ばしたような、凄すさまじい一撃を叩き付けてくれるに違ちがいない。

　そう楽観したのも束つかの間ま。二枚の白い翼が、巨人の落下地点から広がり、地面を打つ。

　大気と大地が揺れ動き、その反動をもってして、巨人は起き上がった。

　傷もなければ曇りもない、美しくすらある銀の体。

「……上等よ。かかってきなさいよ」

　そう嘯うそぶいて、ララセルはまず、ヒビが入った両りよう腕うでの骨を回復させる。

　それから、半分に折れてしまった剣を構える。悲しいかな、どんなに頑がん張ばっても、剣までは元に戻らない。

　されど怯まず臆おくさず顧みず。かりに素手であろうと止めて見せよう。エイジにそう約束したのだ。ここで諦あきらめたら、父にも母にも陛下にも国民にも顔向け出来ない。なにより自分で自分が許せない。

　ララセルは魔ま力りよくを絞り出す。夜の街が昼間に見えるほどの光を放つ。

「さあ、私はここにいる！」

　巨人はこちらを向く。そして歩く。馬鹿みたいに大きな歩幅で、一気に距離を詰めてくる。この剣では、防ぼう御ぎよも攻こう撃げきもままならない。蹴飛ばされたりしたら、即死してしまうかも。

　それでも逃げるなど、思いもよらなくて――。

　思うのは、どうやって巨人を倒すか。それだけ。

　空を飛べないように翼をむしり取ってやる。歩けないように脚をへし折ってやる。

　決意を胸に、無む謀ぼうな突撃をしようとした刹那、意外すぎる声が広場に響く。

「騎き士し団だん魔ま法ほう砲撃隊、斉射三連！　撃てっ！」

　それは間ま違ちがいなくクラリッサ女王陛下の声。普ふ段だんからは想像も出来ないほど威い勢せいよく、あろうことか砲撃の命令を下していた。

　それが冗談でないと証明するように、広場に展開した騎士団の魔法砲撃隊、約二十人が一いつ斉せいに爆ばく裂れつ魔ま法ほうを三連射する。

　火線は夜の空に伸のび、吸い込まれるように巨人へ命中した。銀の装甲表面で大爆発を巻き起こす。一発一発は微力なれど、集中した火力運用により、一定の制圧力を弾き出す。結果、さしもの巨人も大きくよろめいた。

「魔法通信！　武装警察、Ｂ地点とＣ地点において配備完了しました！」

「市民の避難、約七割完了。神殿にてデスペナで苦しんでいる者もいますが、馬車で順次、街の外へ送り出しています！」

「騎士団白兵戦隊、突撃準備完了。いつでも征けます！」

「よろしい。今後はわたくしの指示を待たず、各部隊の裁量で攻撃を加えなさい。的は大きいのです。まさか外すボンクラはいませんね!?」

「敵は推定四十メートルのウスノロです。わき見をしていても当たります！」

「では撃って撃って撃ちまくりなさい！　あのでかぶつにオーガスタ王国の恐ろしさを教育するのです！」

「全ては女王陛下のために！」

「撃てェェッ！」

　掛け声とともに、苛か烈れつな砲撃が始まる。それはこの場にいる魔法砲撃隊によるものだけでない。王都のあちこちから上がった。

　火炎魔法、雷らい撃げき魔法、氷結魔法、竜巻魔法、振動魔法。

　榴りゆう弾だん砲ほう、カノン砲、高射砲、速射砲、噴射砲、迫撃砲。

　まるで、攻撃魔法と通常兵器の見本市みたいに。王都に駐留している全戦力が、巨きよ人じんを倒そうと一致団結している――しているのはいい。むしろ嬉しい。あてにしていなかったのに、皆みなが動いてくれたのだ。それは感動すら覚える光景。

　けれども、どうしてその陣頭指揮をクラリッサ女王陛下が執っているのだろう。王にそんな義務はないし、権限はもっとない。

　意味が分からずララセルはクラリッサ陛下に駆け寄り、問いただした。

「へ、陛下！　ここで何を!?」

「何って、騎士団と警察の指揮ですよララセル。見て分かりませんか？」

　クラリッサ陛下は不思議そうな顔で首をかしげた。

「分かります。分かりますけど、なぜッ？　それは陛下の役目じゃないでしょ！　議会はどうしたんですか！」

「議会、ですって？　知りませんよ、あんな人たち！　自分たちだけ先に逃げて！」

　そう叫び女王陛下は、はしたなく地団駄を踏ふむ。なにやら議会に対する恨み言を呟つぶやいているが、要約すると〝腹が立ったので女王自ら騎士団と警察に指示を出して回っていた〟らしい。シビリアンコントロールはどこに行ってしまったのだろう。

「凄まじい越権行為ですね、陛下」

「それがどうかしましたか！　だいたい、いつも議会の命令を無視しているララセルに言われたくありません！　何ですか、わたくしのお願いばっかり聞いて！」

「わ、私は別枠だからいいんですよ！」

　ララセルがそんな言い訳をすると、魔法砲撃隊の連中が「こいつ何を言ってるんだ」という目まな差ざしを向けてきた。

　いやいや、別枠として考えて頂きたい。一人くらいはララセルのように陛下の友人として振る舞まう人間がいないと、バランスが取れないだろう。

　そもそも、今は全員が同じ穴の狢むじななのだから、そんな目で見られる筋合いは微み塵じんもなくて――。

「巨人、口内に発光現象！」

「っ!?」

　言われて初めてララセルは気付く。

　ああ、全く。味方が増えたことにより気が緩んでいた。戦せん闘とう中に敵から目を離すなど、自分でも信じられない愚挙だ。

　格下が相手ならともかく、王都を滅ほろぼしかねない巨人を前にして。

　しかも、敵が撃とうとしているのは、あの閃せん光こうだ。こちらの火力を全て合わせたよりもなお強力な破は壊かいの光。

　巨人の口の中から、莫ばく大だいな魔力光が溢れ出す。まだ攻撃を放っていないのに、予備動作だけでこの威圧感だ。怖おぞ気けが走る。

「総員、防ぼう御ぎよ魔ま法ほう！」

　反射的にララセルは叫んだ。が、それが何になる。さっき、あれを防げたのはエイジがいたからだ。ここにいる二十数人が魔力を合わせたくらいでは、巨人の閃光に負けてしまう。おまけにララセル自身が、体の外に魔力を出すのが苦手ときている。

　遂ついに巨人が口から光を放った。一直線にララセルたちへと向かってくる。

　こうして改めて見ると、何て馬鹿げた出力。本当にこれをエイジは防ぎ、あまつさえ跳ね返したのか。実はあれは夢だったのではないか。

　詰んだ――誰もが諦めを顔に浮かべた、そのとき。

「ふぁいと一発」

　間の抜けた子供の声が流れる。

　そして、王都を区画ごと消しよう滅めつさせるはずだった閃光は、遥か手前で防がれていた。そこにあるのは、前代未聞の厚みを持った防御魔法の壁。作った主は、ふわふわ浮かんでいる狐きつね耳の少女。

　ローゼンクロイツが作り上げた古代の使い魔、テンコである。

　それにしても、ふぁいと一発？

「……もしかして、間一髪って言いたかった？」

「そう、それ」

　テンコはララセルの前に降り立ち、相変わらずの眠ねむそうな顔で頷うなずいた。

「あらあらテンコ。ナイスタイミングですね。ご褒美に撫なで撫でしてあげましょう」

　クラリッサ陛下も呑のん気きなもので、テンコを抱だきしめその頭と耳を抉えぐるように撫で回した。

「くすぐったい。撫で撫でよりお菓か子しが欲ほしい」

「はい、分かりました。あとで幾らでも食べさせてあげます」

「ん。約束」

　狐耳が嬉しそうにピコピコ動き出す。それからテンコは、両腕に抱えていた大剣をララセルに差し出した。

　エイジが使っていた叢むら雲くもだ――。

「マスターからの預かりもの」

「エイジが、私に？」

「そう。思いっきり振ふり回しても折れないから乱暴にしてもいいって。それから――自分から言い出したんだから、責任を持って巨人の脚を十秒止めろって」

　テンコはララセルの目をジッと見つめて言った。

　この子がその真意を理解しているとは思えない。しかし、テンコの口を通してエイジに叱しつ咤たされているような気になってしまう。

　そうだ。オーガスタ王国はララセルの故郷で、ララセルはそこの騎士で、自分から戦うと言ったのだ。なのにこの体たらく。エイジに笑われても仕方がなかった。

　けど、いつまでも笑わせはしない。ここからが逆転劇の始まりだ。

「分かったわ。足止めどころか、私が倒たおしてやるんだから」

「ん。テンコも手伝う」

「……それもエイジに言われたの？」

「違う。けど手伝う。だってララセルもクラリッサも友達。好き」

　テンコは照れる様子もなく、さも当然のように言ってくれた。

　きっとそれは彼かの女じよの本心で。本当に友達だと思ってくれているから、わざわざ口に出してくれた。助けに来てくれた。
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　そのことが嬉しくて嬉しくて。ララセルは戦いの真っ最中にもかかわらず、ついつい微ほほ笑えんでしまう。

　そして、この子のマスターにも見せつける。

　心配しなくても、私は戦えるんだって、教えてあげる。




　　　　　△




「装甲融解率一・三パーセント！　損傷軽微！」

「ふははは。これだけ攻撃を加えてもたったそれだけか。オーガスタ王国は惰弱である。いや、この巨人が強すぎるのかな」

　部下の報告を聞き、指揮官は機き嫌げん良く笑った。

　実のところ、初めのうちは不安で一いつ杯ぱいだったのだ。まず巨人が動くか分からない。動いたとして、まともに制御できるのか、戦えるのか。

　しかし、現実はどうだ。起き上がった途と端たん、地下空くう洞どうの天井を貫き、五百メートルも地中を一気に掘ほり進み、王都の制空権を取った。

　四方八方からあびせられる大火力には少々驚おどろいたが、なんのことはない。派手なだけで、巨人にダメージなし。

　地上に出てから受けた損傷といえば、エイジ・ハズウェルに跳ね返された光弾と、少女騎士の斬撃くらいだ。

　それとて致ち命めい傷しようには程ほど遠とおい。ゆえに巨人は無敵である。

　歩くだけで家屋を潰し、腕を振れば薙なぎ払はらう。口から飛び出すナリタウム粒りゆう子し光弾を連射すれば、王都を荒こう野やに変えるのも造作ないだろう。

　強い。固い。飛べる。

　三拍子揃った究極の汎用人型決戦兵器、それがこの銀の巨人。

「さあ、エイジ・ハズウェルはどこだ！　ひねり潰してやるぞ！」

　巨人はあてもなく王都をさまよい、あてもなく破壊する。それが素晴らしく快感だ。誰も逆らえない絶対的な力、まるで神になったような気分を覚える。

　もはやエイジなど、どうでもよいのではなかろうか。王都を消滅させてから、総帥のもとにこの巨人を送り届ける。それこそが大義だ。エイジのような小僧に構う必要は皆無といえる。

　大幹部であるロザリオ・ロンバルトの命であるから、一応はエイジを捜すが、仮に見つからなかったとしても、そう問題ではあるまい。

　なにせ無敵なのだから。無敵ということは、何が起きても絶対安心ということ。

　思うがままに暴れ、壊こわし、そして倒す。

　アマデウスを倒す。殲滅する。地球から駆く逐ちくする。それこそが黄金の夜明けゴールデン・ドーン。

　そんな気高い理想を邪魔する、愚か者が現われた。

「またあの少女騎士か！」

　名前は忘れたが、オーガスタ王国で一番強い騎士だ。どういうわけかエイジと一緒に地下空洞に乗り込んできて、滅茶苦茶に暴れてくれた。

　その強さは、さっき剣けんと拳が激げき突とつしたときにハッキリ分かった。あんな華きや奢しやな体なのに、身長四十メートル・体重三万五千トンの巨人と互角に競り合ったのだ。十二分に怪かい物ぶつといえよう。

　しかし、脅威には程遠い。瞬しゆん間かん的なパワーでは並ぶかも知れないが、持続性や耐久力においては段違い。なにせ質量が違う。小こ娘むすめが無理をして対たい抗こうしても、それが長続きする道理はなかった。

「今度こそデスペナの苦痛に沈めてくれる！」

　少女騎士は空を駆けるようにして、上空から向かってくる。先程と同じ軌き道どう。つまり馬ば鹿かの一つ覚え。

　拳一つで互角だったという前例から学習し、左右の拳を合わせて迎え撃つ。おまけに脚は不安定な空中ではなく大地を踏みしめていた。よって負ける要素が一つもない。

　だが、しかし。

　激突の瞬間、コックピットルームに警報が鳴り響く。同時に司令官は、自分の質量が何十倍にもなったような圧力を感じた。断じて気のせいではなく本当に重い。魔ま法ほうで肉体を強化しているのに、指を動かすだけで辛つらい。

「な、何事か!?」

「巨人周辺の重力が異常に強まっています！　や、約五十倍！」

「馬鹿を言え。そんな魔法を使えるのは六天騎士くらいだぞ！」

「ですが現に……ッ」

　巨人がギシギシと音を立ててきしみ始めた。それどころか、立っていることも出来なくなり片膝をつく。地面が陥没する。めり込む。

　なにせ三万五千トンの五十倍といえば、百七十五万トンだ。ちょっとした山が突とつ然ぜん現われたようなもの。そのような急激な変化に、地盤は耐えられない。

　ならば沈んでいくしかないのか。また地下空洞に逆戻り？　それは間ま抜ぬけすぎるだろう、余りにも。

「音響接アコーステイ続器ツク・カプラの出力を上げろ！　こんな重力に負けてどうする！」

「しかし、既に蒸気機関内部の同志たちは限界です。いつ絶命してもおかしくは……！」

「それがそうした！　限界を超こえるための音響接アコーステイ続器ツク・カプラと禁忌呪文チート・コードであろうが！　信念さえあれば必ずや結果が付いてくる。構わんからやれ！」

「りょ、了りよう解かい！　全ては黄金の夜明けゴールデン・ドーンのために！」

　音響接アコーステイ続器ツク・カプラから禁忌呪文チート・コードを奏で、人肉燃焼式蒸気機関の回転数を上げていく。三十二人は命を燃やす。銀の巨人を立ち上がらせる。重力にも屈せず、迫り来る少女騎士へと両の拳を突つき出した。

　その刹那、突如として重力が元に戻る。その落差に対処できず、巨人は大きくつんのめった。

　その瞬間、少女騎士は軌道を変え、一いつ瞬しゆんにしてこちらの死角へと回り込む。

「倒れるな！　踏みとどまれ！」

　司令官の命に応え、部下たちが必死にコントロールし、何とか転倒だけはまぬがれた。だが、少女騎士はどこへ消えたのか。

　今までの動きが全て陽動だとすれば、本命の攻撃がくるはず。狙いはどこだ。どんな攻撃がくる。いったん空へ逃れようか。しかしこれ以上、機関部に負担をかけると爆ばく発はつの恐れすらある――。

「敵、真下ッ！」

「な、にっ？」

　回かい避ひの命令を出すのも間に合わず、本日最大の衝撃が巨人を襲った。舌を噛かみ千切りそうになるほど。コックピットルームにいた全員がシートから浮き上がり、激しくシェイクされる。魔ま法ほう使つかいでなければ、挽ひき肉にくになっていただろう。

「ど、どうなっているんだ……!?」

「敵の斬撃と思われる攻撃が右足に直ちよく撃げき。第一から第四装甲板まで大破！」

「人工筋肉裂傷！　姿勢を維い持じできません！」

　一いち撃げきで。たった一撃で巨人が歩行不能に追い込まれた。

　司令官は戦慄した。まさかオーガスタ王国にこれほどまで強力な騎士がいたとは。かつての六天騎士、アラン・ラングリラとケイシー・ラングリラの死後は、烏合の衆しか残っていないと思っていたのに。

　――いや、待てよ。ラングリラ？　たしか今の筆頭騎士は……そうだ、ララセル・ラングリラだ！　あの小娘、まさか六天騎士の娘!?

　だとすれば地上最高の血統だ。サラブレッド中のサラブレッド。両親が共に六天騎士など反則であろう。どうして今まで気が付かなかった。念入りに調べるべきだった。いや、調べていたはずなのだが、巨人は無敵と断じ、不要な情報だと切り捨てていた。

「くそっ、飛べ。飛んで逃げるんだ！　大きく高度をとれば、奴らは手出しできな――」

　最後まで叫ぶことすら出来なかった。

　また、あの高重力が巨人に襲いかかったのだ。今度は五十倍どころではない。百倍、もしかしたらそれ以上。

　こんな重力では、飛び立つことなど絶対に出来ない。右足が壊れているゆえに、歩いて脱だつ出しゆつするのも不可能だ。では、這いずって逃げるか？　否、そのような時間は残っていない。その前に、乗っている自分たちが圧死する。

「が、ぐぅぇっ……ナ、ナリタウム粒子光弾を……最大出力で、足元に、ぶち込め……奴らを……殺、す……！」

「で、ですが、この状況で、う、撃てば、巨人、も消滅してしまいま、す……っ」

　内臓という内臓が押おしつぶされ、骨が軋み、血管が破裂するほど血圧が上がる。まともに呼吸も出来ない状じよう況きようで、それでも司令官は声を張り上げた。

「それが、どうした！　ど、どうせこのままでも我々は死ぬ……デスペナでのたうっているところを逮たい捕ほされてお終しまいよ。ならば……全員を道連れにするのが当然であろう！」

　銀の巨人が持つ最大の武器、ナリタウム粒子光弾。そのフルパワーは、小さな町なら一発で壊滅させるだけの破壊力と拡散性を秘ひめている。禁則事じ項こうを無視した兵器だ。

　この場所から撃てば、神殿をも十分破壊可能である。

　復活は最も近い神殿で行なわれるというルールに従い、どこか別の街で生き返る。

　数多くの人間が、不意打ちのように転送されるのだ。しかも、全員がデスペナに苦しんでいる。その混乱の中ならば、逃げ出す余地も見いだせるはず。

「りょ、了解――ナリタウム粒子光弾発射用意」

「エネルギー弁べん閉へい鎖さ、ナリタウム粒子充じゆう填てん開始」

「音響接アコーステイ続器ツク・カプラセイフティーロック解除。禁忌呪文チート・コード演奏」

「機関部、耐久限界突とつ破ぱ……ボイラーが融解しています！」

「構うな！　一発撃てればそれでいいッ！」

「タ、ターゲットスコープ、オープン。電影クロスゲージ明度二十。目標、王都」

　まだ未調整の蒸気機関と音響接アコーステイ続器ツク・カプラであるにもかかわらず、設計限界を超えて人肉を燃焼させる。胸の機関部にいる同志たちの悲鳴が、伝声管からコックピットに響ひびき渡わたる。それが大きくなるにつれ、蒸気機関の出力も上昇していった。

「ナリタウム粒子充填一二〇パーセント」

「最終セイフティー解除。対ショック、対閃せん光こう防ぼう御ぎよ」

「発射、十秒前」

「秒読みなどいらん、撃てぇぇぇいっ！」

「了解――ナリタウム粒子光弾、発射！」

　全てを覆す、最強の一撃。それが解き放たれる瞬間に、世界が破けた。

　なぜなら禁忌呪文チート・コードとは、ウルティマラティオの法則を書き換える音色。奏で過ぎれば世界に矛盾バグがたまり、檻おりが壊れる。

　ウルティマラティオによって封印されていた奴らが、こちらの世界に顔を出す。

　人肉燃焼式蒸気機関にたまったバグを喰って、あらゆる知的生命体を消滅させんとやってくる。

　主が作りし抹殺目録メシエカタログに従い、全世界全次元全宇宙でジェノサイドを続ける化物ども。




　その名を、アマデウスという。




　　　　　△




　右足を折られ行動不能に陥った巨人を見て、エイジはビルの屋上から賞賛の声を送った。

「やるじゃないか、ララセル」

　エイジは心の底から褒め称える。テンコの手を借りたとはいえ、よくぞあの巨人の足を止めた。

　一年前の彼女では無理な芸当だ。強くなったでしょ――と訴うつたえるような戦いぶりだった。

　ならばエイジも約束を守る。あの巨人に一撃必殺を叩たたき込んでくれる。

「八や咫た烏がらすを中継し、高天原たかまがはらへ。目標、銀の巨人。日緋色金ヒヒイロカネ弾頭を装填せよ」

　空を仰ぎ、エイジは呟く。その唇くちびるの動きと脳波を読み取り、航空プラットホーム八や咫た烏がらすは、命令を衛星軌道上の高たか天まが原はらへと転送する。

　叢むら雲くもも八や咫た烏がらすも高たか天まが原はらも、エイジの故郷にかつて存在した伝承からの引用だ。

　すなわち神々。それに対してエイジは祈るのではなく、命じた。

　傲ごう岸がん不ふ遜そん。だが、それがどうした。神々は十年前、エイジの故郷を救ってくれなかった。そんな連中に祈ってもしかたがない。働くつもりがないのなら、エイジが無む理り矢や理り使ってやる。

　人工衛星『高たか天まが原はら』が、エイジの脳波に従って、跪ひざまずいた巨人をロックする。

　砲身を向ける。弾頭を装填する。バレルに電流を通す。磁界を発生させる。ローレンツ力を生み出す。

　その目的は、衛星軌道上からの、超々音速極大質量弾頭による狙撃である。まさしくエイジの切り札――その一つ。

　それを発射しようとした、まさにそのとき。異変が起きた。




　十年前失った左目の代わりに埋うめ込んだ、硝子眼グラス・アイ。

　そこへ高たか天まが原はらからの観測データが送られ、表示される。

　世界が正常か否いなかを測定するバグ・カウンターが、異常な数値を出していた。

　それはウルティマラティオの悲鳴。殺戮者がやって来る前兆。

　警告の色。赤い光が左目から溢あふれ出す。




「まさか……!?」




　ララセルによって右足が破壊され、更さらにテンコの重力場に捕まった巨人は、身動きが取れないはずだった。あとは蹂じゆう躙りんするだけだと、タカをくくっていた。

　なのに動く。いや、むしろ痙けい攣れんしていた。

　まるで体内から食い荒らされ、苦しんでいるようだ。

　そして――胸部から黒い霧が噴射した。火山の噴火のように、もの凄すごい勢いで飛び出す。意志を持っているかの如ごとく、巨人の表面に纏わり付いていく。

　あっという間に、銀の巨人は黒く染まってしまった。

　たんに色が変わっただけでなく、形状が変化していく。ハッキリとした人型だったのに、ピンボケの写真みたいに揺ゆらぐ。あるいは蜃気楼。

　しかし、確かにそこに存在する。まさかが実在する。

　圧あつ倒とう的てき質量と威圧感を維持したまま、ゆらゆらと形が揺れ動く。

　これを〝見る〟のは、二度目。

　この違和感。この恐きよう怖ふ。この非現実性。あたかも世界に開いた穴を見ているような感覚。

　最初に見たのは十年前。故郷が滅びたあの日。

「出たな――アマデウスッ！」

　エイジは打ち震ふるえた。




　　　　　△




　ララセルもまた震えていた。

　足を折ったはずの巨人が平然と立ち上がり、その全身を黒く染め、しかも陽炎かげろうのように輪郭が定まらない。

　最初、自分の目がおかしくなってしまったのかと思った。

　だが、おかしいのは目だけではなかった。

　日常的に魔法を使っていると、相手の魔力の大小に敏びん感かんになってしまう。エイジからは微塵も感じられなかった。テンコは息を呑むほどの量を放っていた。

　そして、あの黒くなった巨人は――直視したくない。というより、出来ない。

　おかしいだろう。何だ、あの魔力量は。密度が常識を逸脱している。むしろ全身が魔力の塊かたまりであるように見える。馬鹿な。そんなもの、有り得ない。あの大きさで、この質量で、全すべて魔力など。触ふれただけで死んでしまう。

　死。それはララセルが知っている死なのか？

　ララセルにとっての死とは、神しん殿でんで生き返ることだ。しかしあれは、そんな生やさしいことを許してくれない。

　なぜだか知らないが、この世界の法則から外れた、別次元の存在に思えて仕方がない。

　カチカチと歯が鳴る。口から自然とそれの名がこぼれた。

　アマデウス、と。

　父と母はこんなものと戦ったのか。ああ、それなら納なつ得とくだ。十年越ごしにようやく理解した。これでは、帰ってこない。死んでも生き返るという世界の法則なんて、こいつの前では通用しない。死んだら死ぬ。奴やつは終わりを告げる者だ。

　あれが視界に入っているというだけで耐たえられない。発はつ狂きようしそう。

　逃にげないと逃げないと逃げないと逃げないと逃げないと逃げないと逃げないと。私が終わる。消えてしまう。一刻も早く、全てを捨てて、遠くへ――。

「――逃げてたまるかァァッ！」

　勝ち目など絶対になかった。敵に触れただけでララセルという存在が抹消される。そう分かっているのに、憤怒が脚を動かした。たとえ一太刀でもいいから――。

　しかし、その疾走に思わぬ方向から邪じや魔まが入った。

「ララセル、馬鹿。ここは退却」

　テンコのノンビリした声が頭上から聞こえ、そして首根っこを掴つかまれ、そのまま持ち上げられた。

「ちょ、テンコちゃん！　何するのよ！」

「だから、逃げる」

　重力制御でふわりと浮かび、そのまま巨人の反対方向へ脱だつ兎との如く。

「逃げてどうするのよ！　あれは……アマデウスでしょ！　倒さなきゃ、皆、死んじゃうのよ！　普ふ通つうの死じゃなくて……」

　永えい眠みん。二度と帰らない、本当の死。

　お父さんとお母さんのように。

　そんなものがこの王都に、何万何千という人々に襲おそいかかるなんて、許せない。

　だから征かなきゃならないのに。

「マスターがトドメを刺してくれるから大だい丈じよう夫ぶ。それにララセルがいなくなったら、テンコは悲しい」

「テ、テンコちゃん……」

　逃げ遅おくれた人々や、街の建物と同じように、ララセルもまた、無力な存在。アマデウスの前では全てが等しく虚しく殺され破壊されるだけ。

　なのにエイジは勝てるとテンコは語る。

　――勝てる？　あれに？　無理。絶対に無理。けど……それでも。

　それでもエイジなら。




　　　　　△




　銀の巨人を呑み込んだアマデウスは、王都リッデルザールをゆっくりと歩いた。

　それだけで建物が消えていく。

　潰れるのではなく、崩れるのでもなく、消えてしまう。

　まるで、初めからそんなものは無かったよ、と言いたげに。

　果か敢かんに砲撃を加えていた騎き士し団だんや警察も、わずかに擦かすっただけで滅めつした。

　老ろう衰すい以外で死ぬという、おとぎ話。それがこの街に現われたのだ。

　全ての者に振り下ろされる、死の鉄てつ槌つい。

　五百年前の破壊の日ブロウクン・デイ。十年前のカントラン平野。その再来。

　抵てい抗こうの余地なく、森羅万象が消え果てていく。

　それを見て、エイジは震えていた。

　歓喜の震えだ。

　故郷を滅ぼした敵。アマデウス。それを叩き、潰し、抉り、薙ぎ、焼き、払い、屠ほふる光景を毎晩夢想している。殺す殺す、ああ殺す。

　アマデウスが何匹ぴきいるのか、数に限りがあるのかないのか知らないが、関係ない。見付け次第、現われ次第、問答無用でぶち殺す。生存権など皆かい無む。一欠片も残さず、一いつ切さい合切を消滅させる。

　理由は知らないし、どうでもいいが、よくぞ来てくれた。歓迎しよう。死ね。

　この日のために作った対アマデウス兵器を喰らい給え。

「八や咫た烏がらす、電磁ネットワイヤー射出！」

　エイジの命に応え、航空プラットホームが八本の巨きよ大だいな杭を投下した。

　それはアマデウスの周りを取り囲み、強力な放電現象を始める。

　行く手を塞ぐ、電磁波の檻だ。数秒しか持たないだろうが、それで十分。

　なにせ高たか天まが原はらは、既すでに砲撃の準備を整えているのだから。

　間違いなく、現時点の地球において最強の威い力りよくであると断言する。

　無意味に被ひ害がいを広げずに、敵だけを貫つらぬく至高の杖つえだ。

　それは旧世界において、とある軍事超大国が研究開発していた宇宙兵器。その改良型に他ならない。

　エイジが作った超合金『日緋色金ヒヒイロカネ』の弾頭を、電磁投射砲レール・ガンによって加速させ、なおかつロケット推進によって再加速させ、標的を時速二万キロで撃ち抜く質量兵器。

　コンデンサの電気エネルギーを全て砲身に流し込む。砲弾の装填はとっくに終了。あとは命じるだけ。全てを終わらせる準備が整ったと、左目が一層光り輝かがやいて教えてくれる。

　断罪の砲弾。

　すなわち、その名を――。

「八百万ロツズ・フロの裁きム・ゴツド」

　衛星軌道からの精密砲撃が行なわれ、ほぼタイムラグなしで着弾。

　火炎と轟音と振しん動どうと暴力と破壊が降りそそぐ。

　神がやらねば俺おれがやる。我こそが審判者なり。そんな想おもいを込めた、十年越しの一撃が、黒い巨人を貫かん通つうした。

　火薬など一グラムも使っていないのに、摩ま擦さつ熱ねつで弾頭と大気が燃え上がる。火柱が天空から地表へと伸びる。爆ばく音おんが王都の窓という窓を粉こな微み塵じんにした。大地を波打たせ、熱で砂をガラスにしてしまう。

　無論、そんなものは余波であり、本命は別格の暴力だ。

　時速二万キロの砲弾というだけでも、城を二、三個吹っ飛ばせる。しかし真打ちには程遠い。ダイヤモンド以上の硬度と、蜘蛛くもの糸を超える弾性、更にオリハルコン級の魔ま力りよく耐性を併せ持った超合金日緋色金ヒヒイロカネの弾頭が、アマデウスの消滅力にも耐えて深く侵徹していく。

　そして内部にて、中身を解放する。

　たっぷり詰つまった反物質、千グラム。と、時空領域シユバルツシルト半径の露出した圧縮小惑星――つまりマイクロブラックホールである。

　解放された反物質は、周囲の物質と反応し、対消滅を始めた。

　対消滅とは、物質と反物質が衝しよう突とつしたときに起きる現象だ。たった一グラムの物質・反物質が対消滅しただけで、町一つが焼け野原になるエネルギーが放出される。よって千グラムの物質と反物質が対消滅した場合、王都そのものが跡あと形かたもなく消え去るのだ。

　しかし、それでは人間まで死んでしまう。それどころか、流石さすがのエイジも助からない。

　そこで、対消滅のエネルギーが外に漏れぬよう、マイクロブラックホールで圧縮・吸収する。

　つまり、大都市消滅クラスのエネルギーを、余すことなく一点に集中させ標的だけにぶつける必殺の杖。

　ロッズ・フロム・ゴッドとは、実にふさわしい名前だろう。

　運動エネルギー。対消滅反応。ブラックホール。

　三段構えの暴力は、どうやらオーバーキルだった。死体蹴げりも甚だしい。一段目でアマデウスの体はあらかた崩れていた。対消滅反応などいらなかったかも知れない。
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　被害を最小限に抑えたつもりだったのに。直径約五百メートルに亘わたって、コンパスで線を引いたようなクレーターが出来上がっている。

　いやはや、やり過ぎた。

「まずは一匹目だ、アマデウス。貴様らが何万何億何兆いるのか知らんが、世界の果てまで追い詰め抹まつ殺さつしてやる」

　ご覧の通り、エイジの力は通用する。

　ゆえに、これは格上への挑ちよう戦せんではなく、狩かりの類たぐい。

　死なないはずの人類に死の鉄槌を振り下ろすアマデウス。

　奴らはエイジの過去を蹂躙した。そして再び現われ人類の未来を奪おうとするなら、視界に入ったそばから殲滅してやる。

　十年前の悲しみを繰り返さないために――。




　　　　　△




「なぁにあれ……六天騎き士しより……いいえ、下手したらうちの総帥より強いじゃないの」

　銀の巨きよ人じんから、アマデウスが現われる――それを半ば予測していたロザリオだが、この結末は思いもよらないことだった。

　噂うわさのエイジ・ハズウェルがどんな戦い方をするか、ちょっと見物しておこう。そんな軽い気持ちでけしかけた決闘だったのに。まさか六天騎士の介かい入にゆうもなく、即日解決してしまうなんて。

　いや。即日というより一撃だ。

　想定外も想定外。ついつい頬ほおを抓つねって夢じゃないかと確かめたくらい。

　少なくとも、一発の威力という点において、あのエイジとやらは他の追随を許さないだろう。そして、噂どおり彼かれがウルティマラティオの恩おん恵けいを受けない落伍者アウトサイダーだとしたら。そんな身でありながら、単身でアマデウスを倒したのだとしたら。

「痛いですよ、ロザリオ」

「あら、ごめんなさいキャロル。夢かどうか知りたくて」

「だったらボクのではなく、自分の頬を使って下さい！」

　そうムスッと言って、可か愛わいい兎うさぎ耳幼女がこちらの頬に手を伸のばし、ぐにっと摘んでくれる。

　おかげで現実だと理解した。

　目の前で起きた光景は夢ではない。

　彼、エイジ・ハズウェルは。魔法を使わずに、自分で作った道具だけでアマデウスに勝利したのだ。それはまさに、ロザリオの抱く旧世界への憧れを具現化したような男だった。

　動悸が速くなる。呼吸が荒くなる。頬が赤くなる。

　是ぜ非ひとも会って、お話がしたい。

「素敵……ああ、素敵素敵！　エイジさん……あなたこそローゼンクロイツに毒されない、真の人間よ！」

　ロザリオは感極きわまって、自分の体を抱きしめて打ち震えた。

　だって、思い描いた理想型なのだ。人とはああであるべきだろう。

　自分の努力と創そう意い工く夫ふうで困難を乗り越える。それこそが人間。ウルティマラティオなどという外部演算装置に頼たよるなんて、醜悪極まっている。

　そう。ロザリオは今、エイジに恋こいをした。

「やれやれ。ロザリオの懐かい古こ主義にも困ったものです」

　そんなマスターを尻目に、キャロルはいつもの笑え顔がおで、淡たん々たんと呟つぶやいた。




　　　　　△




　高たか天まが原はらから送られたデータが、左の硝子眼グラス・アイに表示された。

　コンデンサ容量がゼロを表わしている。

　つまり今の一撃で、電気エネルギーが底を突いてしまったのだ。ふたたび八百万ロツズ・フロの裁きム・ゴツドを使えるようになるまで、一ヶ月以上はかかるだろう。

　デメリットは他にもある。

　これまで高たか天まが原はらは、つねにエイジの上空にいる静止衛星として運動してきた。が、電気エネルギーがなくなったことにより、軌道制御のためのイオン推進エンジンが作動しない。よって高たか天まが原はらは、少しずつエイジの頭上からずれていく。

　無論、太陽光発電によって回復するが、しばらくはお別れだ。

　――早々とアマデウスを相手にする機会は巡ってこないだろうが……唐から沢さわの完成を急いだ方がいいだろうな。

　エイジにはローゼンクロイツの工こう房ぼうがある。設計さえ終わってしまえば、製造そのものは瞬時に完かん了りようする。

　アマデウス戦に限らず、切り札は多い方がいい。なにせエイジは死ねば死ぬ。どう足掻こうとも、防ぼう御ぎよ力りよくという点において他人には追いつけない。ならば攻こう撃げき力を高めるのは当然の選せん択たく。大火力の集中運用により敵を撃げき滅めつする。

　こちらの装備の質を圧倒的に高めれば、兵数の差など容た易やすく覆る。

　それは人間相手でもアマデウス相手でも変わらない。兵数差が千兆でも、装備品質の差が無限大なら勝つ。単純な方程式ランチエスター。ゆえにエイジは揺るがない。

　などとビルの屋上で物思いにふけっていると、聞き慣れた少女騎士の声が近づいてくる。「エイジ、エイジ！　やったわね！　勝ったわね！」

　ララセル・ラングリラが、元気な声を上げてやってきた。なぜか、その背中にテンコをおぶっている。

「おお、ララセル。なんだってまたテンコを背せ負おってるんだ？」

「それが……テンコちゃん、途と中ちゆうで疲れちゃったみたいで、眠ねむっちゃったのよ」

　ララセルは心配そうな声を出し、背中の狐きつね耳幼女に目を向ける。

　なるほど、確かにテンコは鼻はな提ちよう灯ちんを膨ふくらませ、スヤスヤ眠っていた。

「無理もない。あの巨人を足止めする規模の重力魔法を使ったんだから。三日くらい休めば、また元気になるさ」

「ほんとっ？　良かったぁ……でも、そうよね。あんなの私には逆立ちしたって出来ないわ。はぁ……自信なくす……」

「そうは言うけど。ララセルだって凄かったじゃないか。巨人の脚を折ったんだぞ。胸を張れ。いや実際、正直なところ、俺はララセルがあそこまでやるなんて思わなかったぜ。見くびっていた。お前は凄い奴だ」

「ふぇ!?　そ、そんな、褒め過ぎよ！　もう、顔が熱くなるじゃない！　褒めたって何もあげないんだからね！　むしろテンコちゃん頂ちよう戴だい！」

「やらねーよ。つーかテンコは物じゃない」

　そうやって騒さわいでいると、話題のテンコがうっすらと目を開けた。そして極めて不機嫌そうな声で呟く。

「……うるさい」

　同時にテンコの周りに紅蓮の火の玉が現われた。これ以上騒ぐと炭化させてやるという意思表明だ。

「お、おおぅ……」

「ごめんなさいテンコちゃん……」

　普ふ段だん感情を見せない者が怒ど気きを放つと、ギャップでとても恐おそろしく見える。

　しかし、エイジとララセルの返答で機き嫌げんを直してくれたらしい。火の玉を消し、再び眠りについた。

「はぁぁ……怒おこったテンコちゃんも可愛かったわ。テンコちゃん欲ほしい……」

「んなこと言ってる場合か。死にかけたんだぞ、俺ら」

　もっともテンコが可愛いというのは、エイジも激しく同意している。だからこそ、絶対に譲り渡さないのだ。――いや、そうではなく、苦楽をともにしたパートナーだからだ。別に可愛いから独り占めしたいのではない。断じて。

「まあ、それはおいといて。あんた、どういう火力してるわけ？　巨人ならまだしも、アマデウスを一発って。しかも自分で足止めしてたじゃない。あれ出来るんだったら、私いらなくない!?」

　あえてエイジが避さけていた話題なのに、ララセルは自分から言い出してしまった。そうなると、こちらとしても認めざるを得ない。

「……ぶっちゃけ」

「じゃあ、どうして私に巨人の足止めさせたのよ！」

「いや、それはララセルが自分でやるって言い出したことだろ。俺はその意を汲くんで任せたんだが。それとも、自分の街を守るのに、部外者たる俺に全部ぶん投げた方が良かったか？」

「それはそうだけど……何だかムカつくわ。もしかして、他にも私の知らない隠し技わざあったりするの？」

　ムカつくと言いながらも、ララセルの目には好こう奇き心しんが浮かんでいた。やはり騎士だ。強い者や、強くなる方法には興味を惹ひかれるのだろう。

「あると言えば、ある」

「凄い！　見たいわ！」

「今からか？　せっかく守った王都が跡形もなくなるが……まあ、ララセルがどうしてもと言うのなら……」

「ちょ、ストップ！　危ないわね。何考えてんのよ！」

　ララセルは本気で青ざめ、ズズズと後ずさる。反応が素す直なおで面白い。からかい甲斐のある筆頭騎士様だ。

「冗じよう談だんに決まってるだろ。こんなところで使うかよ。俺だって命が惜おしい」

「あ、王都が吹っ飛ぶのはマジなんだ……」

　自分から見たいと言ったくせに、ララセルは顔を引きつらせ、頬をピクピクさせる。

　しかし、マジなものはマジなのだから仕方がない。

「でもエイジって本当に強いのね。分かってたことだけど、見直しちゃった」

「強いって言うか、強い道具を作るのが得意なんだよ」

「なに言ってるのよ。地下空くう洞どうでエイジが剣けんを振るっているところ久しぶりに見たけど……ため息が出たわ。悔くやしいけど認める。私じゃまだ剣と剣の戦いでも遠く及およばない」

　ララセルは真しん剣けんな瞳ひとみでエイジを見つめる。

「少々過大評価されているような気がするが……まあララセルみたいな美少女に褒ほめられて悪い気はしない」

　すると案の定、筆頭騎士様は面白いくらい目を泳がせ、あたふたと後ずさる。

「び、びしょびしょ、美少女!?」

「照れんなよ」

「て、照れてないし！　なんで私がエイジに、び、美少女って言われて照れなきゃいけないのよ！　そんなん、言われ慣れてるし！」

「前と言ってること矛む盾じゆんしてるぞ」

「う、嘘うそじゃないもん！　陛下に言われたことあるもん！　だから笑うなぁぁ！」

　無理である。

　ぷーくすくす。

　次はどうやって弄いじってやろう。

　なんて考えていると、ビルの下から甲高い笛の音が聞こえてきた。それから何やらガミガミとした怒鳴り声もする。

「何だ？」

「陛下の声に聞こえたけど……？」

　エイジとララセルは屋上から下を覗のぞき込んだ。すると、やんごとなき身分の女性、すなわち、オーガスタ王国の女王陛下がホイッスルを吹きながら、怒いかりの形相でこっちを指差していた。

「ララセル、ララセル！　何をエイジ様といちゃついているのですか！　近この衛え騎士のくせに、わたくしの未来の夫に手を付けるなんて……抜け駆けは許しませんよ！　ああ、エイジ様ぁ、そのようなところにいないで、早く降りてきて下さいまし！　そして、わたくしと勝利を祝って、愛の抱擁を……っ！　いえ、むしろそれより激しいことを！」

　クラリッサ女王は、なにやら一人で盛り上がっている。

　そして夢見がちな表情で、結けつ婚こん式しきの日程がどうとか意味不明なことを語り始めた。

　本人がとても楽しそうなところを邪魔しては悪いと思い、エイジたちは黙だまってその場を立ち去ることにした。
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エピローグ







　アマデウス撃破から、三日が経たった。

　あれだけの騒ぎにもかかわらず、建物への被害は約二千世帯で済んだ。もちろん小さな被害とは決して言えないが、アマデウス出現による被害としては驚異的に少ない。エイジの一いち撃げき必殺が功を奏したのだ。

　なにせ被害の八割は、八百万ロツズ・フロの裁きム・ゴツドによって発生したクレーターの内側に限定されている。逆に考えると、全ての被害はエイジの仕し業わざともいえよう。

　そして人的被害だが、なんと一いつ般ぱん市民はゼロである。これは全て、クラリッサ女王が憲法を無視して騎士団と警察を掌握し、迅速に避難誘導を行なったからに他ならない。何でも、街から脱出するのが間に合わない人々のために、政府用の地下シェルターを強ごう引いんに開放し、詰め込んだと聞く。

　しかし、騎士や警察からは、百人を超こえる死者が出てしまった。アマデウスによる死。それは二度と帰らない永劫の死だ。

「皆みなを前線に送り出した者として、わたくしはそれを背負っていかなければなりません」

　王宮の私室にてクラリッサ女王は、エイジを前にそう語った。

　女王自らの越権行為に、真っ先に逃げた議会。そして何より破は壊かいされた建造物。

　王都の問題は山積みで、復興はまだまだこれからだった。だが、何にしても、国家が国民を守るため戦い、勝ったという事実がある。それほど心配することもないだろう。

　そしてララセルに抱かれて帰宅したテンコだが、いまだに大半の時間を眠って過ごしていた。一日に二回くらい起き上がり、「お腹なかが減った」と言って、パクパクモグモグしてからまた寝ねるというサイクルだ。

　あの日に使い果たした魔力を回復させるため、何よりも睡眠と食事が必要なのだろう。しばらくそっとしておいた方がいい。

　それはつまり、テンコが回復するまで、エイジもこの街を離はなれることが出来ないということでもある。

　――王都にいてもやることないんだけどな。巨人は破は片へんも残ってないから調査できないし、地下空洞も崩れて立ち入れないし。

　のんびり眠るテンコを見つめながら、エイジはどうやって暇ひまを潰そうか真剣に悩なやんだ。

「それにしても、エイジ様が掘ほって下さった井戸のお陰かげで、飲用水だけは心配いりませんわ。ありがとうございます」

「本当よね。水道管が吹ふっ飛とんで、あちこちで断水が起きているもの。私からも礼を言うわ。ありがとう」

「いえ。王都地下の３Ｄマップがありましたから。容易いことですよ」

　なお、広こう範はん囲いに亘って水道管が吹っ飛んだのは、八百万ロツズ・フロの裁きム・ゴツドが作ったクレーターのせいだ。クラリッサ女王もララセルも、アマデウスを倒たおすために必要な被害と言ってくれるが、そんな言葉に甘えてばかりもいられない。

　次の課題は、もっと損害を減らすことだな――と、エイジは一つ目標を立てた。

「ん……お腹減った」

　女王のやんごとなき太ふと股ももを枕にしていたテンコが、不意に起き上がった。

「まあ、テンコ。おはようございます」

「おはよう……何か食べるもの」

「ではドーナツなんていかがでしょう」

「食べる」

　テーブルの上にあった三人分のドーナツを、テンコは一人で平らげた。

　そして、

「おやすみ」

　再び眠りの世界へ旅立ってしまう。

　エイジはまだ一つも食べていなかったのに。テンコの回復のためには仕方がないことであるが、少し悲しい。あとで自分で買いに行こう。

「ああ……テンコちゃん可愛いぃ……お嫁さんにしたいわ」

「何を言っているのですララセル。テンコはわたくしのものです」

「違いますよ陛下。テンコのマスターは俺です！」

　なにゆえ誰だれもかれもがテンコを自分の所有物にしたがるのか。抜群に可愛いだけじゃないか。もしくは耳を触さわると気持ちいいだけだ。尻尾しつぽもモフモフしている。それがどうした。あとエイジがいないと眠れないと言ってベッドに潜もぐり込んでくるくらいだ。おお、絶対に手放さないぞ！

「エイジ様がマスター。そしてエイジ様はわたくしの未来の夫。つまりテンコはわたくしのものというわけですね？」

「違います」

「ど、どうしてですかッ？」

「いや、どうしてって……ああ、それよりも、連中にかんする調査は進んだんですか？」

　エイジがそれを口にすると、ふざけていたクラリッサ女王の表情が、一いつ瞬しゆんで引き締まる。

　この王都リッデルザールを混乱の渦に叩たたき込んだ、謎の組織。

　黄金の夜明けゴールデン・ドーン――奴らはそう名乗っていた。

　エイジもララセルも、その名をどこかで聞いたような気がしたのだ。が、詳くわしいことは思い出せなかった。オーガスタ王国騎士団の諜ちよう報ほう組織なら、何らかの情報があるのではと期待していたのだが。

「ええ、ありました。とは言っても、それが本当に彼らのことなのかは分かりませんが」

「え、陛下。それ本当？　私も聞いていませんよ」

「当然ですララセル。わたくしもついさっき報告を受けたばかりですから。今日はその話をしようと思ってエイジ様に来て頂いたのですよ」

　そうだったのか。てっきりクラリッサ女王が、テンコに膝枕したいがために呼んだのかと思っていた。

「黄金の夜明けゴールデン・ドーン。正確なところはもう資料が失われているのですが、その名が最初に現われたのは、なんと破壊の日ブロウクン・デイ以前。つまり旧世界のようです」

「ほう……旧世界ですか」

　エイジは旧世界と聞いただけで体が反応してしまう。

　もっとも、クラリッサ女王が言うように、旧世界の資料はほとんど残っておらず、あったとしても断だん片ぺん的で正確性に欠ける。よって、かつての黄金の夜明けゴールデン・ドーンと今の黄金の夜明けゴールデン・ドーンにどんな関連性があるのかは分からない。

　もしかしたら、ただ名前を拝借しているだけというのも考えられる。むしろ、その可能性が高いだろう。連中の組織がいつからあるのか知らないが、旧世界からずっと続いているなど有り得ない。

　あの破壊の日ブロウクン・デイによって、人類の文明と歴史は一度終わったのだ。以後と以前では違ちがう世界。連続性は生物としての遺伝子くらいだ。

「そして最も新しい記録は三十年前。隣となりの国、ドルツァー帝てい国こくでの事件です」

　クラリッサ女王は語る。

　いわく、三十年前に黄金の夜明けゴールデン・ドーンを名乗る秘密結社が、ドルツァー帝国へ対し、宣戦を布告したらしい。

　ドルツァー帝国といえば世界有数の大国だ。国家でもないただの結社が挑むなど、身の程知らずも甚だしい。おまけに彼らは、クリスチャン・ローゼンクロイツの後継者を名乗っていたという。狂きよう気きに取りつかれているとしか思えない。

　ところが、ドルツァー帝国は当初の予定よりも苦戦を強いられた。数日で壊滅させるつもりだったのに、何と半年間にわたって戦いが続いたのだ。

　黄金の夜明けゴールデン・ドーンが、それだけ強力な魔ま法ほう使つかいの集団だったということである。

　だが、どれだけ強くてもしょせんは国家と結社。勝利を収めたのはドルツァー帝国だ。

　黄金の夜明けゴールデン・ドーンはそのほとんどが煉れん獄ごく刑けいとなり、いまだに魔法を封印されたままだという。いくらかは逃亡に成功したらしいが、それ以降、黄金の夜明けゴールデン・ドーンの名によって起こされた事件は記録されていない。

「そうか……言われてみれば聞いたことがある。三十年前にドルツァー帝国に喧けん嘩かを売った馬ば鹿かな連中の話。それで黄金の夜明けゴールデン・ドーンという名に引っかかったんだな」

　酒の席で語れば、きっと爆笑ものだろう。

　そんな、ただの昔話。歴史的な阿あ呆ほうとして、記録の一ページに残っていくだけ――のはずだったのに。

「それがどうして今になって、王都の地下で巨人を掘っていたんです？　どこで巨人の存在を？」

　エイジは疑問を一気に並べた。

　巨人に乗っていた者たちの行方ゆくえは掴めない。おそらくアマデウスに呑み込まれて消しよう滅めつしてしまったのだ。そしてエイジたちが神殿送りにした連中は下したっ端ぱで、尋じん問もんしても情報を引き出せない。ただ「偉い大だいなる黄金の夜明けゴールデン・ドーン万ばん歳ざい」を叫さけぶだけ。

　更さらに気になるのは、アマデウスが出現した理由だ。

　工房に残された資料いわく、世界にバグがたまるとアマデウスが現われる。

　そのバグは、結界の向こう側にいるアマデウスによって作られることもあれば、誰かがウルティマラティオに仕様外の負ふ荷かをかけることによっても発生する。

　王都に発生したあのバグは、はたしてどんな理由で生まれたのだろう。

　もし黄金の夜明けゴールデン・ドーンの仕業であれば。もし黄金の夜明けゴールデン・ドーンがアマデウスを呼び出すのであれば。それはエイジにとっての殲滅対象。一人たりとも許さない。

「わたくしに聞かれても……ですが、ドルツァー帝国に行けば、何か分かるのではないか。そう考えています」

「なるほど。三十年前のことを詳しく知るだけでも、意味があるかも知れませんね」

　現状、それ以外の手がかりは皆無なのだ。

　連中のことを調べようと思えば、ドルツァー帝国に行くのが最善。というより他に選せん択たく肢しがない。

　奴やつらを追いかけた先にアマデウスがいたら僥ぎよう倖こうだ。また狩りが始まる。

「そういうわけでララセル。あなたはドルツァー帝国に行って、黄金の夜明けゴールデン・ドーンのことを調べて下さい」

「はぁ!?」

　急に命令されたララセルは、すっとんきょうな声を出す。口を大きく開けた顔が面白い。「ララセル。仮にもわたくしは女王です。命令に対して『はぁ!?』なんて無礼ですよ。親しき仲にも礼儀あり。タメ口はせめて二人っきりのときにしてください」

「いや、いやいや！　陛下、この国は議会制なんですよ。あなたには騎士に対する命令権なんてありませんから！」

「知っています。超法規的な措置はこの前だけです。だからララセルに頼たのんでいるんじゃないですか」

「私も騎士ですけど！」

「けど、いつもわたくしを優先してくれるじゃないですか」

「限度があります！　そんな隣の国まで行くなんて、職場放棄じゃないですか！　ドルツァー帝国を調べるのであれば、ちゃんと議会を動かして正式に誰かを派遣して下さい。民主的にいきましょう」

　ララセルはありきたりな常識論を語る。しかし、この場合、クラリッサ女王が言っていることが非常識すぎるので、エイジもララセルに共感する他なかった。

「そこを何とか」

「駄だ目めです」

「お小遣いあげますから」

「嫌いやです」

「ララセル、あなたいつからそんなにケチンボになったのですか！」

　女王陛下は理り不ふ尽じんなことを言い出す。ケチとかそういう問題ではなかろうに。

　しかしララセルはそんな理不尽にも負けず、毅き然ぜんとしていた。どこから見ても立派な騎士の顔。でたらめな女王とは対極だ。こんな騎士がいる限り、この国はまだまだ大だい丈じよう夫ぶだろう。

「ちぇっ……それなら命令ではなく、お願いです！」

「お、お願いですか……？」

「はい。あくまで友人として、聞いてください」

「そ、そんなことを言っても、駄目なものは駄目……」

「……わたくしにはあなた以外に友と呼べる人はいません。お願いします。どうかわたくしの代わりにドルツァー帝国に行って黄金の夜明けゴールデン・ドーンを調べてください！　わたくしは王都を滅茶苦茶にした奴らを許せないのです。ですが議会に働きかけていたら、動けるのは一体いつになるか……ララセル、あなただけが頼りなのです！」

　麗しきクラリッサ女王の瞳に涙なみだが浮かぶ。それは真に国民のことを思う、王族の涙だった。

「あ、がが……ひ、卑怯……」

　泣き落としにあった近衛騎士の少女は、唇くちびるを噛かみ締め震ふるえていた。

　まともに考えれば、これは脱走に等しい。

　いかに女王に命じられたからといって、本来の指揮系統を無視して他国に行くなど、絶対に許されない。その間、近衛騎士としての職務はどうなるのだ。実行すればクビになる可能性すらある。

　しかし友人としての頼みは断れない！

　そんなララセルの葛藤がありありと見て取れた。

「けど、ドルツァー帝国か。俺も久しぶりに行ってみるか」

「え!?　エイジも行くの？」

「おう。あそこは遺い跡せきが沢たく山さんあるからな。テンコの回復待ちだが、次の目的地にする」

「エイジが行くなら私も行くわ。大丈夫、有給休暇が沢山残ってるから！　ちょっと申請してくるわね！」

　そう言ってララセルは、ばびゅんと擬音を残し、足早に去って行った。

　信しん頼らいしていた近衛騎士の変わりように、クラリッサ女王は唖あ然ぜんとしたまま固まっている。

「陛下。プルプル震えてどうしたんです？　ティーカップの取っ手が折れましたよ」

「エイジ様！　今のを見ましたか！　ララセルはあなたが行くと言った途と端たんに手の平を返しましたよ。信じられません。幻げん滅めつしたでしょう！」

「いや別に。好意を持たれて悪い気はしません」

　実際、ララセルは可憐だ。剣けん術じゆつも魔法も研けん鑽さんを重ね、更に誇ほこり高い。嫌う要素は一つもなく、友達になれたとしたらこんなに嬉うれしいことはない。

　敢あえて言うなら、クラリッサ女王に幻滅した。

「わたくしの求婚はクソミソに断ったのに!?　エイジ様の気持ちがララセルに傾いていますわ……これはいけません！」

　女王陛下は拳こぶしをテーブルに叩き付けた。ティーカップが粉々に砕け散った。

「い、痛たぁ……」

　破片が手に突つき刺ささっている。しかしエイジは、手よりも女王の存在そのものが痛いと思った。隠居した前国王に玉座を返したほうが、この国のためかもしれない。

　そんな女王が指で破片を抜いていると、テンコがもぞもぞ起き上がる。

「あらテンコ。ごめんなさい。起こしてしまいましたか？　今静かにしますから、少々お待ちを。あいたた……」

「その怪け我が、どうしたの？」

　優しいテンコは、アホ女王の手を気にかけた。

「大丈夫だよテンコ。陛下は血の気が多すぎるから自分で抜いたんだ」

「いみふめい。それよりお腹減った」

「おう。まだチョコレートが残っているぞ」

「ん」

　テンコはいつものように、モグモグ食べ始める。いつ見てもその姿は愛らしい。

「また寝るのか？」

　問いかけると、テンコは首を横に振る。

「もう疲れ取れた。大丈夫」

「そうか。じゃあララセルの準備が出来次第、出発だな」

「次はララセルと旅？」

「ああ。ドルツァー帝国に行くんだ。ララセルと一いつ緒しよは嫌か？」

　テンコはまた首を横に。さっきより激しく、髪かみと耳が揺ゆれるくらいに。

「そんなことはない。テンコはララセル、好き」

　答えるテンコの顔は、どこかいつもより嬉うれしそうだった。

　そして、横で聞いていたクラリッサ女王は、血走った目でテンコを凝視した。

「エ、エイジ様だけでなく、テンコの心まで！　くっ……ララセル、許しませんわ！　こうなったら既成事実を作るしか……エイジ様、覚かく悟ご！」

　何を思ったのか、クラリッサ女王は突とつ然ぜんスカートを翻し、エイジに飛びかかってきた。

　いろいろな意味で襲おそわれると思ったエイジは、咄嗟に女王陛下の首筋に手刀をたたき込んだ。

「はうっ！」

　いくら乱心しようとも、しょせんは普ふ通つうの少女。エイジの一撃を受けては、昏倒するしかない。

　それからエイジは、床ゆかに伸びたクラリッサ女王をソファーに移動させ、ドレスの乱れを直し、あたかも昼寝しているかのように偽装する。これで一安心だ。

「ただいま！　有給取れたわよ！　半年分たまってたから全部使っちゃった」

　そう言って部屋に入ってきたララセルの拳には血痕が付いていた。一体どんな手段で申請したのか。

「それは良かった。今すぐ出発しよう」

「え、そんなに急がなくても……ってか、陛下はどうして寝てるの？」

「ああ。なんか疲れたらしい。ララセルによろしくって」

「よろしくって言われても……いくらなんでも挨あい拶さつしないで出発は出来ないわよ」

　真ま面じ目めなララセルはクラリッサ女王を起こそうと、その肩かたを揺する。

　だが、実際は寝ているのではなく気絶しているのだ。そう簡単には目を覚まさない。

「うーん、困ったわね。やっぱり、出発は明日にしましょう」

　明日は困る。明日になればこの女王様が目を覚まし、再び乱心するではないか。

　仕方がないのでテンコの力を借りよう。

「テンコ。お前も早くララセルと旅したいよな」

「ん。テンコ、ララセルと一緒の旅、楽しみ」

　その言葉は一撃必殺だった。

「ほわぁぁぁっ！　テンコちゅわんっ！　待っててねっ超ちよう音おん速そくで準備するからぁぁぁ！」

　なんとチョロイ騎き士しか。

　これでは六天騎士に選ばれたとしても、騎き士し団だん長ちようは無理だろうな。などと思いながら、エイジはテンコを連れ、そのあとを追いかけた。

　旅の準備は手早く済ませる。

　なにせエイジも、ララセルと旅するのは、なかなか楽しそうだと思っていたから。







あとがき







　初めまして＆お久しぶりのツガワです。

『剣と魔法の世界ですが、俺の機械兵器は今日も無敵です。』楽しんで頂けたでしょうか？　何やらややこしそうな設定を作中で語っていますが、基本的には、これから続々と登場する獣耳幼女たちを可愛がっていく物語です。

　特にテンコの狐耳は弄いじり回していく方針です。

　そして忘れちゃいけないのは女騎士のララセルさんです。

「女騎士……よしガーターベルトだ！」

　と、謎の理論でデザイン指定をした私は、その後、村むら上かみゆいちさんが上げてくる素敵なイラストに対して、幾度も幾度もガーターベルトの修正をお願いしました。

　なんて失礼千万な人でしょうか。

　そんな失礼な私のアホなお願いを叶えてくださったゆいちさんには、もう本当、何とお礼を申し上げてよいやら。

　改めてご覧ください、表紙のガーターベルトの素晴らしさを。

　ほら虫眼鏡でよく見て！

　留め具もアジャスターも書き込まれていますよ！

　ゆいちさんの「ガーターベルトだけ何度もリテイクされたのは初めてだ……」という声が聞こえてきそうですね。

　無論ガーターベルトだけでなく、全てが素敵なイラストです。

　本文もそれに負けないものになっていると自負しています。




　最後に謝しや辞じです。担当のＮさんには今回もお世話になりました。しかし苦労をかけた代わりにリクエストされた豊ほう盃はいの純米吟醸を送っておいたので、特に恐きよう縮しゆくはしておりません。

　イラスト担当の村上ゆいちさんにはガーターベルトを初めとして、足た袋びだのコルセットだのとワガママを言って重ね重ね申し訳ありませんでした。これからもワガママを言うのでよろしくお願いします！

　そしてこの本を買ってくださった読者の皆様。ありがとうございます！

　では二巻があればまた会いましょう！
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